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　高校生としての僕の本番は、ある意味放課後にあると言っていいかもしれない。

　今日の授業が終わると、図書委員である僕は図書室を開けた。程なくして、普段から勉強や読書のために足繁く通っている常連の生徒がバラバラと姿を現す。人数にして両手の指の数ほどもいない。加えて、一学期の期末テストが近づいてきたので、最近では常連以外の新顔もいた。きっと家では勉強に集中できないタイプなのだろう。

　そんな生徒たちによって、図書室の中の時間は穏おだやかに流れていく。

　やがて閉室まで十五分を切り、残っている生徒も疎まばらになったころ、ひとりの女子生徒がやってきた。

　瀧たき浪なみ泪るい華かだ。

「こんにちは」

「瀧浪先輩、こんにちは」

　彼女の挨拶に応えたのは僕ではない。僕がカウンター対応をしていた一年生の男子生徒だ。彼は常連ではなく、期末テストに向けてここに勉強をしにきた新顔のひとりだった。

「よく会いますね」

「ええ」

　嫋たおやかに笑って応える瀧浪先輩。

　この図書室に数日も通っていれば気づくだろう。彼女がほぼ毎日この時間、ここにきていることを。

「あの、もしかして瀧浪先輩と真ま壁かべ先輩って、その……」

　彼は実に言いにくそうにしながら、僕と瀧浪先輩を交互に見た。……何が言いたいか、だいたい見当がつく。当然、聡さとい瀧浪先輩にそれがわからないはずがない。

「あら、バレた？　誰にも言わないでね？」

　そして、その上でこの受け答え。

「やっぱりそうだったんだ。もちろん、誰にも──」

「瀧浪先輩、何も知らない新入生をつかまえて、そういう噓を吹き込むのは感心しませんよ」

　ここでようやく僕が口をはさむ。

「え？　う、噓……？」

　彼は再び僕と瀧浪先輩へ顔を行ったり来たりさせる。

「失礼ね。冗談と言ってほしいわ。……本当はね、今日はこれを返しにきたの。いつも真壁くんにオススメの本をおしえてもらって、面白そうなのがあったら借りて帰っているのよ」

　そう言いつつ瀧浪先輩は制鞄から一冊の本を出した。ガストン・ルルー著『黄色い部屋の謎』。百年以上も前に書かれた作品だ。僕はこれほどに鮮やかな人間消失トリックをほかに知らない。

　瀧浪先輩はそれを僕に手渡す。

「そうだったんですね」

　彼はほっと胸を撫で下ろすと、座っていた席に戻っていった。

　瀧浪泪華は多くの男子生徒の憧れの的だ。彼のこの反応は、むしろ平均値といっていいだろう。

「相変わらずうまい」

　僕は思わず感心したような、呆れたような声を発した。

　もちろん、先ほどの彼への対応のことだ。一度認めておいて冗談だと前言を翻ひるがえす。さらに借りた図書を見せて、ここにきた理由に信しん憑ぴよう性せいをもたせた。もちろん、僕が横から窘めることも織り込みずみだったにちがいない。これで彼は今後、僕と瀧浪先輩の関係に何ら疑いをはさむことはないだろう。

「本当のことを言ったほうがいい？」

　瀧浪先輩はそう言いながら、いたずらっぽい笑みを見せた。

「やめてください。僕の高校生活の難易度が上がります」

「あら、残念」

　僕が懇願するような悲鳴を上げると、彼女はその言葉とは裏腹にどこか満足げに笑う。

「で、これはどうします？」

　そんな瀧浪先輩の態度をあえて無視し、僕はさっき手渡された図書を示しながら聞いた。本当に返却するのか、それともただのブラフだったのか。

「まだ読むわ。ちゃんと期限までに返せると思う」

「わかりました」

　結果、図書は再び瀧浪先輩の手へ。

　と、そのときチャイムが鳴った。午後五時五十五分の予鈴だ。そろそろ帰る支度をしろとばかりに鳴り響く。

　閲えつ覧らん席せきを見れば、残っていた生徒たちも各々荷物を片づけはじめていた。カウンターの中にいる僕も、業務用端末の不要なアプリケーションを落としていく。

「さようなら、瀧浪先輩」

「ええ、さようなら」

　未だカウンターの前にいた瀧浪先輩に軽く頭を下げ、挨拶をして帰っていったのは、先ほどの彼だ。……図書室の主たる僕には何もないのか、新入生。

　彼だけではない。ほかにも何人かこちらに挨拶をしてから帰る生徒がいて、彼らを見送った後、瀧浪先輩は僕へと向き直った。

　だが、何も言わない。

　ただ幸せそうな笑みを浮かべ、僕を見ているだけ。実に居心地が悪い。

「……何か？」

「さぁ？」

「……」

　まぁ、彼女が何を言いたいかわかるつもりだけど。だからと言って、こうもじっと見つめられて平気なわけがなく──僕は彼女の視線を受けつつ、それでも努めて淡々とカウンター内の閉室業務を進めるのだった。

「真壁くんいるー？」

　そこに声。

　こんな閉室間際に現れたのは蓮はす見み紫し苑おんだった。

　彼女はカウンターにいた僕ではなく、その前にいる瀧浪先輩を見ると、「む……」と眉間に皺を寄せた。

「瀧浪さん、やっぱりいたわね」

「ええ、もちろんよ」

　対する瀧浪先輩は口の端を吊り上げ、どこか勝ち誇ったように答える。

「蓮見さんこそ最近よくくるわね。……そんなにわたしと静しず流るが気になる？」

「そっ、そんなんじゃないわよっ」

　心外だとばかりに、慌てて言い返す蓮見先輩。

　このふたり、仲がいいんだか悪いんだか。

「蓮見先輩、どうかしたんですか？」

　このままでは煽り耐性のない蓮見先輩が瀧浪先輩にいいように遊ばれてしまうので、僕は助け舟を出す。実際、このところ蓮見先輩が放課後の図書室に顔を出す頻度が増したような気がしないでもない。

　すると、蓮見先輩は申し訳なさそうに、

「あ、いや、帰りに買いものにつき合ってもらおうと思ってさ」

「そういうことですか。いいですよ」

　それくらいお安い御用だ。

　学校帰りに男手がいるほど大量の買いものをするとは思えないが、学校帰りであるからこそ手にはすでに制鞄があって、思っていたほど持てないという状況が発生するかもしれない。

「あら、放課後デート？　羨ましい」

「だから、そんなんじゃないって言ってんでしょうが。って──」

　と、こめかみに怒りマークをつけて言い返しかけた蓮見先輩だったが、そこではたと何かに気づいた。

「静流と瀧浪さんって、そういうのないの？　羨ましいって」

「ないですね、今のところ」

「残念ながら」

　先に僕が答えれば、瀧浪先輩も後に続いた。

「ふうん。まぁ、いつも同じ時間に帰ってきてるんだから、聞くまでもないか」

　蓮見先輩はすでに自分がその答えをもっていたことに気づいたようだ。

　納得。

　それから一転、むっとした顔を僕に向けてきた。

「あんたさ、もうちょっとそれらしいことしたらどうなのよ？」

「そうは言いますが、もうすぐ期末テストですよ？　遊んでる場合じゃないです」

　遊び慣れてる連中だってこの時期はかたちだけでもテストに備えるだろうし、クラスのリア充グループである直なお井いたちに至っては今は完全に本気の勉強モードだ。

「心配しないで、テストが終われば夏休みだもの。いくらでもデートはできるわ」

「まぁ、そうなんだろうけどさ……」

　瀧浪先輩の呑のん気きさにか、或あるいは、惚気のろけ話ばなしにも聞こえる言い方にか、蓮見先輩は呆れたように頭を搔いた。

「だから、蓮見さん、わたしの代わりに好きなだけ放課後デートでも買い出しデートでもしてきて」

「何でそこで上から目線なのよ!?」

　イラッとしたように蓮見先輩が吠える。

　再びチャイムが鳴った。

　午後六時の本鈴。閉室の時間だ。

　ふたりの言い争いは一旦中断。チャイムが鳴り響く間、瀧浪先輩は余裕の笑みを浮かべ、蓮見先輩はそんな彼女に引ひき攣つり気ぎ味みの表情で視線を返している。

　やがて鐘が鳴り終えると、

「じゃあ、ふたりとも閉室なのでそろそろ退室を」

　どちらかがまた何か言い出す前に、僕が真っ先に口を開いた。

「そうね」

　瀧浪先輩が首肯。特にこの話を引っ張る気はないようだ。

「蓮見先輩、パティオで待っててくれますか。駅に着いたら連絡しますので」

「ん、わかった。先に行ってる」

　蓮見先輩もひとまず矛を収める。

　そうしてふたりは放課後の図書室を出ていった。

　とは言え、瀧浪先輩と蓮見先輩が一緒に帰れば、先のようなやり取りはまた起こるだろうし、そうなれば溜め込んだ怒りの矛先は僕に向くにちがいない。どうにも問題を見えない場所にもっていっただけのような気がする。

「さて、と──」

　蓮見先輩と合流した後のことが怖いが、今は考えないようにし──僕は意識的にそう発音した。

　閲覧席に目を向ける。と、そこでは本日の利用者の最後のひとりが、自分の荷物を片づけているところだった。

　壬み生ぶ奏かな多ただ。

　閉室時間を過ぎてもこの態度は傍ぼう若じやく無ぶ人じんにも見えるが、普段はあまりこういうことはない。いつも時計仕掛けなのかと思うほど時間に正確なのだ。

「奏多先輩」

　僕は彼女に近づき、声をかける。

「お前たちのやり取りが面白くて遅くなったわ」

「だから見世物じゃありませんって」

　僕が図書委員として退室を促すよりも先に、奏多先輩が口を開いた。しかも、責任をこちらに転嫁している。

「とは言え、まぁ──すみません。毎度毎度騒がしくて」

　ここ一、二ヶ月ほどでいくつかのイベントがあった。僕の人生の転機になりそうなものから、高校生らしい青春の一ページに残りそうなものまで。そのたびにこの図書室が騒がしくなるのだ。

　図書委員であるにも拘かかわらず、騒動の原因になっていることを申し訳なく思う。

「でも、いいことだわ」

　奏多先輩はノートや筆記用具を制鞄にしまいながら言う。

「そうですか？　僕としては高校生活を穏やかに過ごしたいのですけどね」

「お前みたいなのは騒がしいくらいがちょうどいい。……帰るわ」

　程なく荷物をまとめ終えた奏多先輩が立ち上がった。

「あ、はい。お気をつけて」

　彼女の言う『お前みたいなの』とは、僕のどの部分を指しているのだろうか。そのあたりがはっきりしないまま、僕は図書室を出ていく奏多先輩を見送った。

　確かに周りが騒がしい。

　僕はつい先日、母を亡くした。でも、反対に時を同じくして出会った人も多い。瀧浪先輩や蓮見先輩がそうだ。

　母はもういないが、今年はきっと賑にぎやかな夏休みになりそうな気がする。
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　　　　１．






　この僕──真ま壁かべ静しず流るの一日は、蓮はす見み邸ていの自室で目覚めるところからはじまる。

　目覚まし時計のアラームに叩き起こされ、ベッドから下りると、まずは部屋着に着替える。それから部屋を出て二階の洗面台で顔を洗って、寝ぐせだらけの髪にブラシを通した。

　そうして階下に下りると、リビングではソファに座り、ローテーブルいっぱいに広げた新聞を読む蓮見紫し苑おんの姿があった。

　茶色がかったショートの髪に、快活な印象を受ける大粒の瞳。今どきの女子高生らしいばっちりメイクのおかげで少しばかりギャル系が入りかかっているものの、彼女は我が茜あかね台だい高こう校こうが誇る美少女の双璧のひとりであり──僕の異母姉でもあった。

　母が不慮の事故で他界した後、父親を名乗る人物が現れ、僕を引き取りたいと申し出た。そうしてこの家にやってくると蓮見先輩がいたというわけだ。

「おはようございます」

「ん、おはよう」

　僕が朝の挨拶をすると、蓮見先輩は気になる記事でもあったのか、前かがみの姿勢で紙面に目を向けたまま答えた。

　改めて蓮見先輩の姿を見ると、ショートパンツに袖の短いシャツという夏色一色な恰かつ好こうだった。スタイルが抜群なので、肌の露出が多くて体の起伏までよくわかるとなると、これだけで十分に目の毒だ。

「おじさん、最近当直が多いですね」

　蓮見先輩のお父さんであり僕の父親でもある蓮見氏は、娘の服装には口うるさいらしく、彼が家にいるときは蓮見先輩の恰好もひかえめになる。翻ひるがえって、おじさんがいないとファッションに遠慮がなくなるのである。

　その蓮見氏は県下の大学病院で内科医をやっていて、定期的に夜間診療のため病院に泊まり込むのだ。このところ、その回数が多いように思う。

「なんか最近ひとり辞めたらしいわ」

　蓮見先輩は相変わらず紙面の文字を目で追いながら答えた。……なかなか器用だな。新聞記事を読みながら僕の話も聞いて、それにちゃんと返事をするなんて。

「それでローテーションが速くなってるんだって」

「そうなんですね」

　と、そこで記事を読み終えた蓮見先輩が顔を上げ、そのままソファの背もたれに身を投げた。そうして僕を見上げてくるが、こちらはというと自然と彼女の豊かな胸に目がいってしまい、さり気なく視線を逸らした。

「案外あたしたちに気を回してるのかもね」

「僕たちに？」

　意味がわからず、僕は首を傾かしげる。

「あたしたちが仲よくなるように」

「ああ、なるほど」

　僕と蓮見先輩は先にも述べたような事情で、ある日いきなり姉弟となった。そんなふたりの距離を縮めるには、荒療治ではあるが家にふたりだけにしたらいいと考えたのかもしれない。協力して家の雑事をこなせば、姉弟としての絆も生まれるだろう、と。

　だが、それが本当なら蓮見氏らしい安易な考えと言わざるを得ない。歳が近くて性別の異なる兄弟姉妹など、たいてい仲が悪いものだ。特に僕たちのように、突然姉弟として引き合わされたなら尚更だろう。

「甘いわよねぇ、うちのお父さんも。あたしたちくらいの姉弟なんて仲が悪くて当たり前なのに」

「ですね」

　そのあたりは蓮見先輩も同じ考えらしく、僕たちは意見の一致を見たのだった。

「っと、呑のん気きにしゃべってたら遅刻するわね。……さて、朝ごはんにしますか」

　蓮見先輩がそう言って、勢いよくソファから立ち上がる。勢いがよすぎて何か揺れた気がしたが、僕はそれを見なかったことにした。

　ふたりでキッチンへ移動する。

「食パン、焼きますね」

「あ、ごめん。今日は和食にしたから、そっちはいいわ。代わりにごはんついどいて」

「わかりました」

　僕は方向転換して食器棚に向かうと、そこから茶碗をふたつ取り出した。僕のものと、蓮見先輩のもの。それを持って炊飯器のところに行けば、すでにごはんが炊き上がっていて、ちゃんと一度混ぜられていた。

　蓮見家では洋風の朝食が多いのだが、今日は蓮見先輩が気まぐれを起こしたらしい。メニューは、鮭の西京焼きに冷奴、みそ汁に漬け物……。

「「いただきます」」

　蓮見先輩らしい手抜きのない朝食がすべてダイニングテーブルに並ぶと、僕たちは同時にそう言い、箸を取った。

　まずは食べることに集中する。

「あのさ──」

　しばらくして蓮見先輩が口を開いた。

「もうすぐ夏休みだけど、静流はどうするの？」

「瀧たき浪なみ先輩とのことですか？」

　質問は実に曖あい昧まいで、僕は思わず問い返す。

「ち、ちがうわよっ」

　ちがったらしい。

「だから、その……」

　蓮見先輩は改めて問おうとするが、どこか言いにくそうだ。

「帰き省せいとかって、するの？」

「ああ」

　理解するとともに、蓮見先輩が言い淀んだ理由もわかった。母を亡くしたばかりの僕に、家のことは聞きにくかったのだろう。

「近況報告と挨拶を兼ねて、日帰りで顔を出してこようと思ってます」

　実は我が家に帰省という習慣はない。何せ母はシングルマザーで、家族や親戚一同には父親が誰かを頑かたくなに明かそうとしなかった。それ故に親類縁者からあまりよく思われておらず、祖父母とはたまに電話でやり取りをするのみだった。

　とは言え、母が亡くなり、僕は突然現れた父親を名乗る男性のもとで厄やつ介かいになっている。きっと心配しているだろうから、近況報告くらいしておこうと思うのだ。

「そう」

「そっちはどうなんですか？」

　今度は僕が尋たずねる。

「うち？　うちは毎年実家に帰ってる。特にお父さんちのほう」

　蓮見先輩はそう言い──そして、母方の実家については触れなかった。

　難しいものがあるのだと思う。亡くなった妻、或あるいは、亡くなった母の実家とのつき合いは。

「ということは、今年も？」

「たぶんね。とは言え、まさか静流をつれていくわけにはいかないし」

「でしょうね」

　人の好い蓮見氏でもさすがにそれはやらないだろう。

「じゃあ、僕はその間──」

「留守番よ」

　蓮見先輩は僕の言葉を遮り、そう告げる。

「あんたはこの家で留守番」

「……」

　僕はその間、真壁の家に戻ってます──僕が言おうとしたのはそれであり、彼女が言わせまいとした言葉もそれだった。きっとそういう気の遣い方をしてはいけないのだ。

「わかりました。言いつけ通り家の掃除と洗濯をしておきます」

「シンデレラの意地悪な姉みたいに言うんじゃないわよ。そんな言いつけ、誰もしてないでしょうが」

　蓮見先輩は苦笑いしたものの怒ることはなく、止めていた手を動かして食事を再開した。

「でも、夏休みの前に期末テストですけどね」

「仕方ないわ。それが高校生というもの。それこそその向こうには夏休みが待ってると思って我慢するしかないわね」

　蓮見先輩は食べる手を休めず、あっさりと答える。この人もまた瀧浪先輩と同じで、定期テストを大きなイベントとは思っていないようだ。

　と、そこで蓮見先輩は何かを思い出したように、

「その夏休みだけど、やっぱり瀧浪さんとプールに行ったりするわけ？」

「あの人はそんなことを言ってますね」

　かなり息巻いている。うっかり押し切られないようにしないと。

「なに？　あんた、いやなの？」

「いやに決まってるでしょう。……と言ったら本人に悪いですね。でも、できれば遠慮したいです」

「何でよ？　男としちゃ願ったり叶ったりでしょうが」
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　納得がいかない様子で蓮見先輩は聞き返してくる。

　蓮見先輩という破格のプロポーションの持ち主がいるからどうしても霞かすんでしまうが、瀧浪先輩もスタイルがいいほうだ。そんな彼女とプールや海に行くなど、目の毒なのがわかっているだけに及び腰になるというもの。

「あたしには見たい見たい言ってるくせに」

「本気にしないでくださいよ。冗談なんですから」

　確かに僕は何度かそういうことを言ったことがあるが、当然ぜんぶ冗談だ。そんなことを面と向かってお願いできるほど神経は太くない。

　だが、そう答えたときだった。

「は？」

　蓮見先輩が短く発音。険しい顔で僕を見据える。

　気のせいか、カッチーンという音が聞こえた気がした。




「冗談？　え、なに？　あんた、あたしの水着姿なんか見たくないって言うの？」

「逆に聞きますが、見たいって言ったら見せてくれるんですか？」




　誰も見たくないとは言ってないとこちらもむっときて、僕は売り言葉に買い言葉で思わず言い返す。

　と、その直後、蓮見先輩は「え？」といった顔になり、目を右へ左へ泳がせた後、斜め下へ顔を向けて何やら考え込みはじめる。

　やがて、

「ごめん。ちょっと考えさせて」

「だから考えなくていいですって」
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　食事が終わると、リビングで少し休んだ後、僕は再びキッチンに戻って食器を洗う。尤もつとも、最後には食洗器に放り込むので、軽く流す程度だけど。

　先の朝食のメニューを見てわかる通り、蓮見先輩は料理が得意でレパートリーも豊富だ。しかし、その一方で後片づけはあまり好きではないらしい。結果、この蓮見家で厄介になって一ヶ月、ようやく家事の手伝いをさせてもらえるようになった僕のメインの仕事は食事の後片づけとなったのである。

　シンクで食器を洗う僕の隣では、蓮見先輩が鼻歌交じりで弁当を作っている。

「楽しそうですね」

「んー？　まぁ、ほら、最近はあんたがいるから」

　機嫌よさそうに答えた彼女だったが、そこで何かに気づいたようにぴたりと動きを止め、弾かれたようにこちらへと振り返った。それを視界の隅で捉えた僕も、蓮見先輩へと向き直る。

「べ、別にあんたのためにお弁当を作るのが楽しいってわけじゃないからっ」

「誰もそんなこと言ってないじゃないですか……」

　何でこう、時々ベタベタな反応をするのだろうな。

「いやさ、静流がうちにくる前はあたしとお父さんだけだったでしょ？　そしたら今日みたいにお父さんが当直でいなくてあたしだけだったら、自分ひとりのためにお弁当を作るのもどうかなって思うのよ」

　蓮見先輩はばつが悪いのか、なかなかに文字数の多い台詞をやや早口で言う。

　僕はそれを聞きながら、再び手を動かしはじめた。

「だからって、学食っていうのもね。手間だけどお弁当を作れば安く上がるんだからさ」

　そこは選択の問題だろう。手間と時間をかけて安くおさえるか、お金を払って楽をするか。こんな大きな家に住んでいる医者の娘だから経済面では苦労してないだろうに、金銭感覚は庶民的のようだ。

「でも、あんたがいれば考える余地がなくて楽だわ」

「なるほど。そういうことでしたか」

　と、僕は相づち。

　男前で思い切りのいい蓮見先輩だが、それぞれ一長一短あってどちらでも正解という選択は苦手なのかもしれない。

「こちらは終わりました」

　洗った食器を食洗器に入れ、スイッチを押して稼働させたところで僕は蓮見先輩にそう告げた。

「ん、ありがと。じゃあ、準備してきなさい。お弁当は作っとくから」

「わかりました」

　まだ弁当を詰めている最中の彼女に言われ、僕は先に二階へ上がることにした。




　自室に戻ると制服に着替え、制鞄の中身を確認したりして登校の準備をする。

　うちは母子家庭で母は当然専業主婦ではなかった。蓮見先輩は四年ほど前にお母さんを亡くした。お互い家のことを親に任せっきりにできる生活を送ってこなかったので、朝は余裕をもって起きる癖くせがついているのだ。だから、バタバタすることもないし、こうして家を出る前に忘れものがないか確認もできる。

　ゆっくりと登校の準備をし、ついでに少しスマートフォンをさわってから一階に下りる。と、リビングでは僕より後に自室に戻ったはずの蓮見先輩が、すでに制服に着替え、ソファに腰を下ろして本を読んでいた。僕と家を出るタイミングをずらすための時間潰しだ。

　目には眼鏡めがね。相変わらずよく似合っている。

「弁当、ありがとうございます」

「ん」

　キッチンのテーブルの上を見れば弁当箱が置いてあって、僕はお礼を言いながらそれを手に取った。蓮見先輩からは短い返事。

　その弁当を鞄に入れて振り返ると、蓮見先輩がちょうど読んでいた本をローテーブルに置くところだった。

「静流、図書委員でしょ？　なんかいい本ない？」

　そう僕に尋ねる。

　もしかしたらたった今、その本を読み終えたのかもしれない。

「時代小説でよければ。士つかさ総そう一いち郎ろうという作家の本が面白いですよ」

　我ながら見事な身み内うち贔びい屓きである。

「あんた、女のあたしに時代小説を勧めるわけ？」

「時代小説に性別は関係ないでしょう」

　かつては刀剣を擬人化したゲームをきっかけに刀や鍛冶に興味をもつ女性が続出した時期もあったらしいし、それに比べれば歩いて跨またげるくらいに敷しき居いは低い。

「それに書いている士総一郎は女性ですよ」

「ちょい待ち。総一郎よね？　何で女だってわかるわけ？」

「それは、まぁ」

　僕は口ごもる。

「ああ、でも、女みたいな名前の男の作家もいるわね。それを文芸雑誌やなんかで明かすってこともあるか」

　幸いにして、蓮見先輩は自分で結論をつけてくれた。

「じゃ、それでいいわ」

「わかりました。近いうちに家から取ってきます」

「え？　図書室じゃないの？」

　思わぬ展開に間の抜けた声を上げる蓮見先輩。

「ええ、図書室の蔵書じゃないです」

　というか、学校も今年は図書室に予算を割くつもりはないらしく、そもそも普段からあまり新規購入の図書が入ってこないのだ。それに士総一郎の作品は自分で買って、手もとに置いておきたい。

「まぁ、いいわ。今度貸して」

「じゃあ、週末にでも」

「あ、でも──」

　話はひとまずまとまったので、そろそろ学校へ行こうとリビングの出入り口に体を向けたときだった。蓮見先輩が付け足すように言葉を発した。

「えっと、その……」

　今度は彼女が言い淀む。

　だが、そうしていたのもわずかのことで、すぐに次句を継いだ。

「家に戻るのが辛かったらむりしなくていいから」

「……」

　なるほど。躊躇ためらった理由はそれか。

　あの家に戻ってももう母はいないからだろう。僕に留守番を言いつけたのも、同じ理由なのかもしれない。

「大丈夫ですよ。……では、いってきます」

　僕は異母姉の気遣いに感謝しつつ、笑って答えた。
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　学校に行くべく蓮見邸を出る。

　僕はこの家に呼ばれたことを心の底から感謝していた。

　もし自分の家に残っていれば、母が死んだことを日々実感しながら生活していただろう。ただいまを言ってもおかえりの声はない。出かけるときも、いってらっしゃいとは誰も言ってくれない。ひとりで住むには広い家だ。きっと気が滅入っていたにちがいない。その末にこの神戸という街を去れば、そのまま二度と戻ってくることはなかったにちがいない。

　だが、蓮見家にきたことでそれは避けられた。今もなお、あの家は母との思い出の場所として残り、足取りが重くなるようなこともなく週末には祭壇に手を合わせに帰っている。本当にありがたいと思っていた。

　この蓮見邸は、神戸市営地下鉄西せい神しん・山やま手て線せんの名みよう谷だに駅から徒歩圏内にあり、僕はその名谷へと足を向けた。

「真壁！」

　駅に着いたところで名を呼ばれる。

　声が聞こえたほうを見れば、クラスメイトの直なお井い恭きよう兵へいがいた。

　彼について端的に表現するなら、イケメンリア充だ。

　整った容姿の爽やかな好青年。学業の成績もよく、放課後は部活に励んでいる。聞いたところによると、所属するハンドボール部の次期主将候補なのだとか。当然同学年どころか、下級生、上級生も含めて、学校中の女子生徒から絶大な人気を誇っている。

　言わば、男版瀧浪泪るい華かか蓮見紫苑か、といったところである。

「おはよう」

「おはよう、直井」

　今まさに改札を通ろうとしていた僕は、駆けてくる彼を待ち、合流する。

　僕の前で足を止めた直井が、素早く目だけで回りを見たのがわかった。

「蓮見先輩ならいないよ」

「……君は意外といやなやつだな」

　その意図を察して僕が言えば、彼はそう苦笑する。

　直井恭兵は蓮見先輩と同じ中学の出身で、そのころから彼女に憧れを抱いていたらしい。だから、今も蓮見先輩が近くにいるのではないかと期待したのだ。

　だが、その憧れが原因で、一時期直井は蓮見先輩の弟となった僕に嫉妬し、憎悪してしまった。幸いにしてその件はどうにか解決し、今はこうしてクラスメイトとして接している。

「もう一本か二本後の電車だろうね」

「そうか」

　直井はそう言ったものの、僕と一緒に改札を通った。蓮見先輩を待つ気はないようだ。

「でも、どうして一緒に行かないんだ？」

「そりゃあ僕が毎日のように蓮見先輩と並んで登校してたら変だからね」

　そんな光景が続けば不審に思われるし、いずれ追及される。そうなれば噓で誤魔化すか、蓮見家と真壁家の家庭の事情を話さざるを得なくなるかで、どちらにしてもいい結果になるとは思えない。

「それに僕が蓮見先輩の横にいるなんて不釣り合いだよ」

「そんなことはない。君は蓮見先輩の弟に相応しい男だ」

　直井は迷いなくそう言い切った。

　こんなことを言うのは直井くらいのものだろう。というのも、どうも先日の騒動を経て、彼の中で僕の評価がぐっと上がってしまったらしいのだ。ありがたいと思う一方、振り幅が大きすぎてついていけないところもある。まぁ、そもそもきらわれていなかったということなのだろうけど。

「直井、声が大きいよ」

「あ、悪い……」

　僕が注意すると、直井はばつが悪そうに謝った。

　とは言え、今は朝の通学ラッシュ。熱のこもった直井の声もホームの喧騒にかき消され、誰の耳にも届かなかったようだ。

「まぁ、でも、僕が直井の半分でも自分に自信がもてたらよかったんだけどね」

　程なくして電車が滑り込んできて、僕たちはそれに乗り込んだ。




　僕たちが通う茜台高校は学がく園えん都と市しにある。

　学園都市は名谷からふた駅。その名の通り高校や大学などの多くの教育機関が集まった街だ。

　車内は多くの学生──主に高校生で混雑していて、僕と直井は誰に聞こえてもいいような当たり障りのない話をした。

　学園都市に着くと、ここからはまた徒歩だ。

　こちらは名谷の蓮見邸とはちがい、いちおう徒歩圏内といった感じの距離で、夏本番の七月に歩くのは少しうんざりする。尤も、そう思っているのは僕だけで、運動部に所属する直井は苦にならないようだ。

　そうしてふたりで肩を並べて歩いていると、




「直井君、おはよー」

「直井先輩、おはようございます！」




　当然のように直井は女子から声をかけられる。しかも、同学年だけではなく、上級生や下級生もいた。新入生の女の子など、憧れの直井先輩に挨拶できたことに舞い上がり、走り去ってしまった。さすが直井恭兵と言うべきか。

「みんな知り合い？」

「もいる」

　つまり割合的には知らない女子生徒のほうが多いわけか。

　瀧浪先輩もよくいろんな男に挨拶をされているので、直井がそうなるのも当然と言えば当然か。

「おはよう、直井君！」

　言っているそばから、また声をかけられる。

　ただし、今度は僕も知っている子だった。クラスメイトの新しん堂どうアリサだ。

「一緒に行こ」

　後ろから駆けてきた彼女は、直井の横に並ぶ。

「悪いけど今、男同士の話の真っ最中なんだ。先に行ってて」

「えー、何それー。やーらしー」

「そうだよ。男同士のいやらしい話。だから、また今度」

　可お笑かしそうに笑う新堂さんに、直井も冗談で答える。だけど、そこには取りつく島もないような雰囲気も滲ませていた。

「ふうん。そうなんだ……」

　それを新堂さんも感じ取ったようで、彼女は直井の向こうからちらと僕を見た。

「じゃあ、学校で」

　ついにはそう言って、早足で前に進んでいく。しかも、最後に僕を睨みつけてから。反対に僕と直井は歩くスピードを落とした。

　新堂アリサという女の子は美人で、クラスの女子の中心的な存在だ。

　ただし、人気があるかというと、必ずしもそうとは言い切れないところがある。というのも、少しばかり性格に難があるのだ。

　彼女は陰口が多い。それも自分のグループの中だけで言っていればいいのだが、周りにも聞こえるように言ってしまう。これは本当に周りに聞かせたいわけではなくて、単純に人の目や耳を意識していないのだ。或いは、できないと言うべきか。

　いちおう直井の前では猫をかぶっているが、詰めの甘い彼女のことだ。果たして直井に通用しているかどうか。

　では、なぜ新堂アリサが女子の中心的存在になっているのか？　それは単に彼女の自己中心的な性格によって勝手にその座についただけで、周りがそれに異を唱えることで波風が立つのを避けた結果に過ぎない。おそらく近い将来、何かトラブルが起きるにちがいない。巻き込まれないことを祈るばかりだ。

「一緒に行けばいいのに」

　遠くなっていく新堂さんの背中を見ながら、僕は試しに言ってみる。彼女は友達でも見つけたのか、さっそく今度は女子生徒に声をかけていた。

「今は先約がいるからな」

「僕のことなら気にしなくていいけど？」

「真壁のそういうところさ──」

　直井は僕の言葉にかぶせるようにして発音した。

「あまり感心しないな。真壁に俺が俺がなんて似合わないのはわかってるけど、何でもかんでも自分が一歩下がって丸く収めるのはちょっと安易なんじゃないか？」

「そうかな？」

　僕は問い返すが、直井は自分で考えろとばかりに黙ったままだった。まぁ、僕とて反問のかたちはとっているが、そうだよとダメ押しで言ってほしいわけではない。

「それに彼女はちょっとな」

　直井は言葉を濁したまま苦笑する。

　新堂さんが直井にだけは隠そうとしている裏の顔を、やはり彼はしっかりと見抜いていたようだ。

「よし、じゃあ、男同士の話をするか」

　直井が仕切り直すように殊更明るく切り出してきた。

「何について？」

「そりゃあ蓮見先輩と瀧浪先輩のことに決まってるだろ」

「だと思ったよ」

　この後、僕たちは道々瀧浪泪華と蓮見紫苑について話をした。もちろん、よく男子生徒の間で交わされる、どちらがかわいいかなんて話ではない。
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　程なくして学校に着く。

『ギリギリ徒歩圏内』の距離を歩いた僕はすでにぐったりしていた。一方、日ごろからハンドボール部で鍛えている直井は涼しい顔をしている。当然、額に汗は光っているのだが、それでも爽やかなのだ。いろいろと羨ましいかぎりだ。

　教室に入ると、ちょうど話の切れ目だったこともあり、それぞれ自分の席に向かう。

　軽く見回してみると、僕たちよりも先を行った新堂さんは当然もう着いており、さっそくクラスメイトとおしゃべりをしている。

　僕の向かいから泉いずみ川かわ寿ひさしが、太り気味の体を揺らして歩いてきた。彼はリア充集団である直井グループの一員で、別に僕に用があって近づいてきているわけではなく、ただ単に直井のところに行くルートがここだったというだけだ。その証拠に、僕の顔を見て「ふん」と鼻を鳴らしている。

　そうしてすれちがいざま、

「よっ」

「ぐぇ」

　僕のラリアットが泉川の喉に炸裂し、彼は情けないうめき声を発した。

「何すんだよっ」

　当然のように文句を言われる。

「ちょっとした冗談だよ。友達だろ」

「だ、誰がお前なんかとっ」

　泉川は吐き捨てるように言うと、ドスドスと足取りも荒く去っていった。向かう先は直井のところだ。

　僕も自分の席に行く。そこで制鞄を置くと、椅子には腰を下ろさず今度は別の場所へ向かった。そこには男女一組のクラスメイトが。

「おはよう、ふたりとも」

　刈かる部べ景かげ光みつと辺へ志し切きり桜さくらだ。

　ふたりは縦に並んで席に座っていた。辺志切さんは自分の席だが、その前の刈部は人の席に勝手に居座っている。体を横に向け、後ろの辺志切さんと何やら話をしていたようだ。

「おはよう、真壁くん」

　挨拶が返ってきたのは辺志切さんからのみ。省エネ男の刈部は軽く手を上げて応えただけだった。

　ふたりはいつもこうして一緒にいる。それもごく自然に。静かに自分たちのペースで話をしているときもあれば、何もせずただ一緒にいるだけのときもある。ふたりともそろいもそろって整った面立ちをしているのに、賑にぎやかなことや派手なことはきらいなのだ。

「今日は直井くんと一緒だったんだ」

「たまたま駅で会ってね」

　普段なら直井は毎日のように部の朝練に参加していて、ただ最寄り駅が一緒なだけならほぼ会うことがない。だけど、今は期末テストが近づき、その朝練がなくなっているため遭遇率が一時的に上がっているのだ。

「直井はまだわかるが──」

　という出だしで今度は刈部が口を開いたが、言葉とは裏腹にたぶん理解する気はないだろう。非効率的なことをきらい、合理的な考えをする彼は、直井のような高校生活の楽しみ方が理解の範疇にない。延ひいては直井と積極的に関わろうとする僕も理解できないと思っているはずだ。

「例の噂の出どころは泉川だろうが」

「そうだね」

　例の噂とは、少し前に流れた僕をストーカーに貶めることを目的とした流言飛語のことだ。結局、僕の知名度の低さが災いして、思ったほどの効果を上げなかった──のだが、それが泉川の仕業だったという話は、刈部にはしていなかったはずだ。

　尤も、彼は噂が流れはじめた当初から泉川を疑っていたし、容易に予想できたのだろう。それを僕に確認することなく、確定事項として話をするところが刈部らしいが。

「まぁ、それを考えれば、あいつは真壁にあれくらいされても文句は言えないだろうな」

　たぶん先ほどのラリアットを指しているのだろう。

「いや、僕は純粋に友達として悪ふざけをしただけだけど？」

「……俺は真壁がよくわからん」

　刈部が呆れたように言った。

　どうやらまたひとつ理解できないことを増やしてしまったらしい。

　実際、僕は泉川のことをそれほどきらってはいない。あいつはあいつで友達思いなところがあるのだ。
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　僕の学校生活の本番は放課後にあるようなものだ。

　それを示すかのように特にこれといった出来事もなく時間は過ぎていき、すべての授業を終えた。

　そして、放課後。

「真壁、ちょっと」

　終礼が終わった直後、担任の浅あさ羽ば清せい十じゆう郎ろう先生が僕を呼んだ。

「はい」

「あ、いや、そんなにかしこまった話じゃないから、歩きながらでいい。先に荷物をまとめてこい」

　僕が教壇のほうに行こうとしたら、浅羽先生が手と言葉でそれを制した。

　一度席に戻り、言われた通り帰り支度をする。それが終わって顔を上げると、教壇に浅羽先生はおらず、廊ろう下かにその姿が見えた。僕も教室を出る。

「お待たせしました」

「ああ」

　浅羽先生は短くそう答えると、歩き出した。

「最近どうだ？」

　しばらくして聞いてくる。曖昧な問い。どう答えていいか僕が思案していると、浅羽先生はさらに言葉を重ねてきた。

「蓮見の家に行ってもう一ヶ月だろ？　少しは慣れたか？」

「はい。よくしていただいてます」

　ようやく意図が摑め、僕はそう返事をした。

「そうか。ならよかった。……いや、まぁ、蓮見を見ればあの親父さんもちゃんとした人だというのはわかってるんだが。いちおうな」

　要するに浅羽先生は、母親を亡くし、いきなり現れた父親に引き取られた僕の近況を確認したかったのだろう。とは言え、それこそ娘の蓮見先輩の人気の高さや、僕を預かるにあたって蓮見氏が学校へ説明に足を運んだことを考えれば、彼がきちんとした人であることは一目瞭然だ。

「でも、ちゃんとした人ならよそで子どもを作ったりしないのでは？」

「そう言ってやるな。そのときにはそのときの事情があったんだろうよ」

　浅羽先生は苦笑交じりに言う。

「気持ちはわかると？」

「俺はまだ独身だ。……ったく、なんで高二の教え子と大人の不倫について話をせにゃならんのだ？　お前と話してると調子が狂うよ」

　そして、今度は乱暴に頭を搔いた。計算された無造作ヘアが少し乱れる。

「だいたいそのおかげでお前が生まれたんだろうが」

「そのことですが、仮に母が蓮見先輩のおじさんと出会わなかったら、僕は別の父親との子として生まれたのでしょうか？」

「俺にわかるわけがないだろ。生物の先生にでも聞いてみるんだな。でも、少なくともお前のお袋さんと蓮見の親父さんの血を引いた『真壁静流』は生まれてきてなかったんじゃないか？」

　数学教師は投げやりに言った。

　浅羽先生の言う通りだろう。僕を構成する遺伝子の半分が入れ替わった場合、ここにいる僕は存在せず、果たして今の『真壁静流』からどれくらいかけ離れたものに生まれるのだろうか。

「そう言えば、真壁、一瞬変な噂が立ったな。大丈夫だったか？」

　僕がストーキングをしているという噂は職員室にまで届いていたようだ。そして、それを根拠のないデマと思ってもらえるほどには、僕は信用されているらしい。

「問題ありません。どこの誰のともわからない噂ですからね。長続きしませんでした」

「そのようだな。……で、どいつの仕業だ？」

「さあ？　もう噂はきれいさっぱり消えましたし、実害もないに等しかったので。今さら誰が流したかは気にしませんよ」

　僕がそう答えれば、浅羽先生は「そうか」と言っただけだった。

　おそらく彼はある程度わかっている。噂の出どころを突き止めるには至っていないにしても、僕が犯人を把握していることくらいは察しているにちがいない。それでも僕が流そうとすれば追及しないのが浅羽清十郎という先生だ。

　職員室が見えてきた。

「今日も図書室を開けるのか？」

「それが僕の役目ですから」

　使命感なんてご立派なものではないが、すっかり染みついている。

「それにテストが近づいてきて、図書室で勉強する生徒も増えてきましたので」

「お前もだろうが」

　間かん髪はつを容いれず浅羽先生が言う。

「人のために図書室を開けて、その分お前の勉強時間が削られてたら意味がない。いつでも休室にしていいからな」

「わかりました」

　そう返事をしたところで、ちょうど職員室の前だった。

「鍵は俺が取ってきてやるよ。そこで待ってろ」

　そうして浅羽先生は中へ入っていった。
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　浅羽先生から受け取った鍵で図書室を開ける。

　カウンターの中で端末やプリンタの電源を入れたりして、図書委員としての業務ができるよう準備をしていると、さっそくバラバラと生徒がやってくる。

　ひとりの女の子が図書室に入ってきた。最近ここに通うようになった二年の女子生徒だ。彼女は真っ直ぐカウンターに向かってくる。手には一冊の図書。

「これ、返却ね」

「そこに置いといて」

　まだ端末が起たち上がっていない。後で処理することにしよう。

「期限は過ぎてない？」

「え？　あー、うん。大丈夫、かな？」

　準備をしながらなにげなく聞いただけだったのだが、彼女からは曖昧な答えが返ってきた。後には乾いた笑いが続く。

「本当に？」

　僕は顔を上げて再度聞いた。

「……ごめん。昨日」

「返却処理したらわかることなんだから、すぐばれる噓を吐つくんじゃない。次から気をつけて」

「はーい」

　そうして彼女は閲えつ覧らん席せきのほうへ向かっていく。席を取るのかと思いきや、蔵書検索用の端末の前に立った。

「これ使いたいんだけど、つけていい？」

「いいよ。悪いね、まだで」

　本当であれば完全に準備が整ってから開室するべきなのだろうが、これが代々引き継がれてきたやり方だ。これも開室時間が明確に示されていないせいなのだが、設定したらしたで時間に追われそうな気がする。ひとりだけの委員会としては、これくらい緩いほうがいいのかもしれない。

　そんなスタートを経て、常連の生徒のほか、テストに向けて勉強をしにきた生徒を加えて、図書室内の時間はゆっくりと流れていった。

　僕もカウンターの中で軽く勉強をする。

　先日もっと本格的に勉強をしてみたところ、思いのほか周りに気を配る余裕がなくなり、瀧浪先輩の接近に気がつかなかった。それと同じ轍てつを踏まないよう、すでに覚えていることの確認程度にとどめる。

　そのおかげか、カウンターにやってくる人影に気がついた。

　気配を感じて顔を上げればそこには、冷たいほどに怜れい悧りな相そう貌ぼうで、我が校が誇る美少女の双璧に勝るとも劣らない美貌の最上級生の姿があった。

　壬み生ぶ奏かな多たである。

「静流、貸出よ」

　一冊の図書を差し出し、短くそう要求してきた。

　彼女とは同じ中学の出身で、そのときからの仲なので僕のことを名前で呼ぶ。

「奏多先輩も勉強ですか？」

　もちろん、僕も同じ。名前で呼んでいる。

「それとも──」

「いつも通りよ。いつだって私のやることは同じ」

「いや、変えましょうよ。テストが近いんですから」

　僕は思わず苦笑する。

　尤も、このあまりにも超然としていて陰で女帝と呼ばれている奏多先輩が、テスト如きでルーティーンを変えるとも思えないが。行動変容とは対極にある人なのだ。

　僕は受け取った図書とライブラリーカードで貸出処理をしていく。

　と、そのときだった。かすかに息を呑む音が聞こえた。

　何だろうと図書室の出入り口へ目を向ければ、ひとりの女子生徒の姿があった。

　手間と時間をかけてセットしたであろう長い黒髪に、大人っぽい落ち着いた雰囲気と美貌。お淑しとやかを絵に描いたような女の子だ。

　瀧浪泪華。

　僕の異母姉と並び、我が茜台高校が誇る美少女の双璧のひとりである。

「ああ、瀧浪先輩、こんにちは」

　僕が声をかけると、なぜか固まっていた瀧浪先輩ははっと我に返った。

「こんにちは、ふたりとも」

　すぐに笑顔で挨拶を返してくる。

「今日は何の話？」

「いや、別にたいした──」

　僕が言いかけたとき、奏多先輩も同時に口を開いていた。

「少し用があって静流をつき合わせようと思ったのだけど、断られたわ。今日は瀧浪と帰るそうよ」

「え？」

　僕は思わず声を上げる。そんな話、欠片かけらもしていない。

「あら、そうなの？　嬉しい」

「え、いや……」

　僕は瀧浪先輩と、やってきた彼女と入れちがいにカウンターから離れていく奏多先輩の背中とを交互に見る。

「ああ、うん、そうなんだ」

　まぁ、別にいいか。

「ふうん、そう。静流も少しは自覚が出てきた？」

　瀧浪先輩が意味深に問う。

「何のだよ」

「言ったほうがいい？」

「……」

　瀧浪先輩は常々僕に対して過剰とも言える愛情を表現していた。対する僕もずっと彼女に好意をもっていて、先日ついにそれを口にした。

　互いの想いの確認。

　それを経て変わった関係。

　そして、自覚。

　僕は返答に窮し、黙った。

　瀧浪先輩も特に何も言わないが、いつぞやみたいに幸せそうに微笑ほほえんでいる。

「ねぇ、静流？」

　彼女が僕を呼ぶ。

　名前を呼び捨てで、しかも、いつも優等生然とした瀧浪泪華とは思えないような砕けた調子。

　これが本当の彼女。

　僕とふたりだけのとき、或いは、周りにかぎられた面々しかいないときにだけ、彼女は素の顔を見せるのだが──、

「まだ開室時間中ですよ、瀧浪先輩」

「あ、ごめんなさい。つい……」

　今はそのときではない。僕が窘めるように言えば、彼女は慌てて掌てのひらで口を覆った。

　そして、コホンと小さく咳払い。

「もうすぐ夏休みだけど、真壁くんは誰かと遊びに出かけたりするの？」

　そうしてから清せい楚そでお淑やかな最上級生のように言い直し、聞いてきた。

「誰かと予定さえ決まれば、ですね」

「そう。じゃあ、テストが終わったらちゃんと決めないといけないわね」

　と、その誰かは言う。

　瀧浪先輩がくすりと笑った。

「何か？」

　なんとなく僕の遠回しな言い方を笑ったのではない気がして、僕は首を傾げる。

「無下にされないのも慣れてきたと思ったの」

「うるさいな」

　少なくとも人前で冷たくした覚えはない。一方、ふたりだけのときは……まぁ、下級生としてあまり褒められた態度ではないことは確かだな。というのも、瀧浪先輩は隙あらば色仕掛けで迫ってくるので、こちらとしても身がまえてしまうのだ。

　と、そこで瀧浪先輩はカウンターに身を乗り出すようにして顔を寄せてきた。

「静流は海とプール、どっちがいい？　大胆な水着を用意してあるんだけど」

　油断していると、すぐにこういうことを言う。

「僕は山が好きでね」

「もぅ」

　瀧浪先輩は不満げに頰をふくらませる。

　そこでチャイムが鳴った。

　午後六時五分前の予鈴。いつも通り閲覧席にいた生徒たちが、もうこんな時間かと言いたげに手を止め、勉強道具をまとめはじめた。僕も閉室に向けて作業をはじめる。

「何か手伝う？」

　と、瀧浪先輩。

　この後一緒に帰ることになっているので、少しでも早く閉められるようにと考えてのことだろう。

「いいよ。これは僕の仕事だ」

「静流はいつも手伝わせてくれないわ」

　再び不満をもらす瀧浪先輩。

「もともとひとりでできる範囲の業務しかやってないんだ。これで人に手伝ってもらってたら恰好がつかないよ」

　本当は進学校の図書室としてもっといろんなことをすべきなのだろうと思う。昼休みにも開けたり、生徒目線でニーズに合わせた収書をしたり。だけど、図書委員は僕ひとりしかいないので満足に運営できていないのが現状だ。

「大丈夫。手伝ってほしいときは言うよ。……できるだけ早くすませるから、外で待っててくれ」

「わかったわ」

　瀧浪先輩はそう言って微笑むと、図書室の外へと出ていった。

　彼女だけではない。荷物をまとめ終えた生徒から順に帰っていく。閉室間際の駆け込みで図書の貸出にくる生徒に対応しつつ作業をしていると、気がつけばもう残っているのは奏多先輩だけとなっていた。

　僕は彼女に近寄っていく。

「奏多先輩、さっきのはいったい何です？」

　無論、勝手に瀧浪先輩と一緒に帰ると決めてしまったことだ。

「気を利きかせただけよ。そういうのが苦手なお前の代わりにね」

　奏多先輩はしれっとそんなことを言う。

「まぁ、苦手なのは否定はしませんけどね」

　僕と瀧浪先輩は互いの気持ちを確かめ合った。いわゆる両想いというやつだ。だけど、これからどんなことをすればいいのか、よくわかっていないのが本当のところだったりする。

「にしても、奏多先輩が気を利かせるとか、そんな気持ちあったんですね」

「お前よりはね」

　僕が勝手なことをされた腹いせとばかりに皮肉を言えば、奏多先輩はあっさりそう返してきた。

「瀧浪が外で待ってるの？」

　さらに続ける。

「そりゃあ誰かさんのせいでそういう流れになりましたからね」

「なら、長話はやめておくわ」

　そうして奏多先輩は制鞄を抱え、立ち上がった。そのまま僕に挨拶もなく出入り口へと向かう。

「お気をつけて」

　僕は彼女の背中に声をかけるが、返事などあろうはずもなく。

　奏多先輩が図書室を出ていき、扉が閉まる。

「さて、と──」

　僕は意識的にそう発音した。

　閉室作業を再開して一分ほどがたったころ、午後六時の本鈴が鳴った。確かに今日の奏多先輩は少しだけ図書室を出るのが早かったようだ。
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「ただいま戻りました」

　蓮見邸のリビングへと這入る。

　結局、瀧浪先輩と一緒に学校を出たものの、どこかに寄ることもなく真っ直ぐ帰ってきた。

　彼女は特に不満を口にしなかったが、これでいいとは思わないくらいの常識はあるつもりだ。定期テストが終わったら少し真面目に考えよう。とは言っても、すぐに夏休みになるが。

「おかえり」

　キッチンから蓮見先輩の声がした。夕食の準備中らしい。

　やわらかそうな素材のロングパンツに、ゆったりとしたＴシャツというスタイル。起伏のある体のラインがわずかも見えないその姿を見て、今日はおじさんが帰ってくるんだなと思った。

　でも、当然と言えば当然で、昨日は当直だった。いくら人手不足とは言え、二日続けて帰れないほどブラックではない。……尤も、日勤の後に夜勤に入って、そのまま次の日の日勤と続けば、それだけでも十分にブラックと言えるが。

　その蓮見氏の姿はない。自室の扉の向こうにも気配を感じないから、まだ帰宅していないようだ。

「もうできるから、着替えたらすぐに下りてきなさい」

「あれ、おじさんは？　今日は帰ってくるんじゃないんですか？」

　まるでふたりで食べるような言い方に、僕は首を傾げる。病院とは僕が思っていた以上にブラックな労働環境だったのだろうか。

　だが、改めて蓮見先輩を見ても、やはりおじさんが帰ってくるときのような服装だ。

「もちろん、帰ってくるわよ。でも、ちょっと遅くなりそうだから先に食べてろってさ。さっき連絡があったわ」

「ああ、そうでしたか」

　それなら納得だ。

「ていうか、あんた、あたしを見てお父さんが帰ってくるこないを判断するんじゃないわよ」

　蓮見先輩は口の端を吊り上げながら言う。半分怒って半分笑っている。こちらの意図はわかっているはずなので、いい度胸だと言わんばかりの表情になっていた。

「いや、まぁ、それがいちばん早いので」

　帰ってきて蓮見先輩の服を見れば、瞬時にわかる。

「まったく……」

　蓮見先輩は呆れたようにため息を吐いた。

「あの人さ、すぐあたしの服に文句を言ってくるのよね。口うるさいったらないわ。だから、いないときくらい好きにさせてもらうわよ」

　どうやら本人にとっては切実な問題らしい。

　蓮見先輩はどうも厚着が苦手なようで、服は一枚でも少ないほうがいい、肌を覆う面積もできるだけ小さいほうがいいらしい。スタイルがいいのだから、おじさんの言うことを聞くだけではなく、僕の目も気にしてほしいところだ。

「僕も時々言ってるはずですけどね」

「あんたの口うるささはスルーできるのよ」

　しかし、軽く一蹴されてしまった。

「ひどい話だ」

「うるさいわね。これ以上文句を言うなら追い出すわよ」

「おっと」

　追い出されてはかなわぬと、僕は蓮見先輩に背中を向けて逃げ出す。

　そうして二階へ上がろうとしたときだった。

「し、静流っ」

　異母姉の僕を呼ぶ声。

「はい？」

　僕が階段の途中で足を止めて振り返れば、彼女はその下まできていた。僕を見上げ、自信なさそうに言葉を紡ぐ。

「さっきの、冗談だから。お、追い出すとか本気にしないでよ」

「わかってますよ、それくらい」

　改まって何を言い出すのかと思えば、そんなことか。蓮見先輩としては冗談で言ったつもりだが、言った後で僕が気にしていたらどうしようと思ったのだろう。一度言葉で失敗しているから、よけい敏感になっているのかもしれない。

　思わず笑ってしまいそうになったが、僕は鼻で小さく笑うだけにとどめた。

「着替えてきます」

　あまり蓮見先輩を見ていても居心地が悪いだろうと思い、僕は再び背を向けて階段を上りはじめた。

　実際、この家を追い出されるとなったら、今の僕は何を思うだろう？

　少し前まではそもそも僕がこの家にいること自体が健全な家族の形態ではないと考えていた。仮に追い出されたとしても、それが当たり前だと思っただろう。でも、今はこの家にも、蓮見先輩やおじさんとの生活にも慣れてきた。

　できればこの家を出るときは自らの決断で、ふたりに笑顔で見送られるようなかたちでありたいものだ。
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　蓮見先輩に言われた通り、僕は部屋で手早く着替え、二階の洗面台で手を洗ってから下りてきた。

　ダイニングテーブルに広がっていたのは、冷しゃぶをメインにした夏らしい夕食。

「「いただきます」」

　いつものように、別にタイミングを合わせようとしたわけでもないのに声をそろえて言い、僕らは食べはじめる。

「そうだ、蓮見先輩。聞いてもいいですか？」

「ん、なに？」

　少しばかりおしえてもらいたいことがあって問えば、蓮見先輩は先ほどの失敗を引ひきずった様子もなく返事をした。尤も、そもそも失敗でも何でもないので、気にする必要は欠片もないのだが。

「学校の帰りに女の子と寄り道するならどこがいいですかね？」

「は？」

　その反応は朝とよく似ていた。お前は何を言っているんだと険しい顔で、虫でも見るような目だ。

「それをあたしに聞く？」

　なぜかキレ気味。

「いや、だって、蓮見先輩もどこかに寄って帰ることくらいあるでしょう？」

「え？　そりゃあ、あるけどさ……」

　と、そこで彼女ははっとして、

「べっ、別に男とじゃないからっ」

「言われなくてもわかってますよ」

　友達同士でも参考になるし、その中に男も入っていれば僕が想定している状況に近くなるだろう。

「わかってるってどういうことよ。あたしだって男と一緒にどこかに行くかもしれないじゃない」

「それはそうですけど、今のところそういう話を聞いたことがないので」

　蓮見紫苑は校内でも有名人だ。僕が入学して間もなく、その名前は耳に入ってきた。いくつか噂も流れてきたが、彼氏だの誰かとつき合っているだのという話は聞いたことがない。もちろん、蓮見先輩が周りにひた隠しにして男と交際している可能性もあるだろうけど。

「ていうか、ちょっと落ち着きましょうよ。何でそんなに情じよう緒ちよ不ふ安あん定ていなんですか」

「そ、そうね……」

　蓮見先輩はそう言うと、冷静になるためか、少しの間食事を進めた。

「で、女の子とどっかに寄るって、瀧浪さんと？」

「まぁ、そうなりますね」

　別の女の子を想定できるほど僕はモテる男ではない。むしろひとりいるのが幸運で、それが瀧浪泪華であるのが奇跡ですらある。

「でもさ、夏休みにはデートもするんでしょうが。だったら、今むりして学校帰りにどこかに行かなくてもよくない？」

「そうなんですけどね。だからって、じゃあ今はただ仲よく一緒に帰ってるだけでいいのかって気もするんですよ」

　小中学生じゃあるまいし。高校生らしい振る舞いってものがあるだろう。

「へぇ、それなりに考えてるじゃない。感心感心」

　そうしてまた黙って食事をする。

「……」

「……」

　僕も黙って食べた。

　いや、さっきの問いへの回答は？

「えっと……」

「決めた」

　僕が改めて尋ねようとしたタイミングで、蓮見先輩も口を開いた。

「海かプールか知らないけど、あんたたちが遊びにいくときはあたしも一緒に行くわ」

「はぁ!?」

　いきなり飛び出した仰天発言に、僕は盛大に驚いてしまった。

「何でそんな結論になるんですか!?　冗談じゃない！」

　瀧浪先輩ひとりでも火力が高いのに、グラビアアイドル顔負けのスタイルをした蓮見先輩までついてくるとか、オーバーキルがすぎるだろ。人に向かって戦車の大砲をぶっ放すつもりか。

「あー、うるさいうるさいうるさいっ」

　しかし、蓮見先輩は実に鬱うつ陶とうしそうに掌を振る。

「静流、瀧浪さんとはできれば行きたくないって言ってたじゃない。だったら、あたしも一緒に行ってあげるわよ」

「だから、それがわからないって言ってるんです！」

「あたしがいれば瀧浪さんばっか見なくてすむでしょうが」

　まるでそれが至極当たり前の理屈であるかのように蓮見先輩は言う。

「いや、そういう問題じゃなくてですね」

　例えるなら太陽がふたつあるようなものだ。直視したら危険なものがふたつあったところで、リスクは分散されるどころか倍増する。

　これはまずいな。何かの拍子に瀧浪先輩と結託されたら、後は押し込まれる未来しか見えない。何としてもここで喰い止めなければ。

「おお、ずいぶんと楽しそうじゃないか」

　と、そこに現れたのは蓮見氏だった。どうやら話がエキサイトしていて、玄関ドアの開く音が聞こえなかったようだ。

「あ、おかえり」

「おかえりなさい」

　蓮見先輩と僕が挨拶で応える。

「思ったより早かったわね。言ってくれたら待ってたのに」

「結果的にそうなっただけだよ」

　蓮見先輩に連絡をした時点ではもっと遅くなる予定だったようだ。

「すぐにお父さんのも用意するわ」

「いや、いい。私のことは後でかまわないから、まずはゆっくり食べなさい」

　おじさんは椅子から立ち上がりかけた蓮見先輩に向かってやわらかくそう言うと、リビングを横切って自室のほうへと消えていった。昨日の朝から働き詰めだっただろうに、それでも笑顔なのは僕と蓮見先輩が賑やかに食事をしていたのが嬉しかったからにちがいない。

　僕と蓮見先輩は顔を見合わせた。

「じゃあ、先に食べてしまおうか」

「そうですね」

　そうして僕たちは食事を再開する。

　やがておじさんが部屋から出てきてリビングで新聞の夕刊を読みはじめると、蓮見先輩は少しだけ食べる手を速めたのだった。
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「じゃあ、長話はやめておくわ」

「お気をつけて」

　静しず流るに見送られて図書室を出る。

　と、そこにはひとりの女子生徒がいた。

　瀧たき浪なみ泪るい華か。

　茜あかね台だい高こう校こうで彼女を知らないものはいないだろう。やわらかい雰囲気の美しい少女だ。

　この美び貌ぼうで人あたりもいいものだから、瀧浪に憧れ、好意を寄せる生徒は多い。だが、まだ公にはなっていないが、静流の恋人である。

　瀧浪は図書室から出てきた私を見ると、わずかに顔を強こわ張ばらせた。

　ずいぶんと怖がられているようだ。

　私を怖れる生徒は多い。それどころか先生ですら私にはあまり関わりたくないらしい。しかし、瀧浪のような怖れ方は初めてだ。むりもない。彼女からすれば私は不気味で仕方がないだろう。

「ねぇ、壬み生ぶさん──」

　不気味な怪物は不気味な怪物らしく、あまり怖がらせずに立ち去ろうとしたのだが、瀧浪がその私を呼び止めた。

「あなた、静流と同じ中学だったのよね？」

「ええ」

　私は足を止め、うなずく。

「やっぱり静流は壬生さんを追って茜台にきたのかしら？」

「そういう話は聞いていないわね」

　茜台に入るために学力を伸ばした、逆にランクを落としたという話は聞いていない。

　そもそも今の日本の高校入試は、好きな学校に入りたいから入るというよりは、自分の学力に合わせた学校に入る傾向が強い。すべての学校が選択肢になるのではなく、予あらかじめ先生からお前が入れそうな学校はこことこことここだと言われる。生徒はその中から選ぶのだ。私もそうだったし、静流もそうだっただろう。

　もちろん、その与えられた選択肢の中で、私がいるからという理由で茜台を受験した可能性はある。

「そう」

　あまり納得していないような返事だった。

「中学のときの静流ってどんな子だったの？」

　瀧浪は話を変えてきた。

「本人のいないところで話すのは気が引けるわ」

「それもそうね」

　彼女は小さく笑う。

　とは言え、あまり何も答えないのもさらに彼女を怖がらせると思い、付け加えておくことにした。

「でも、ひとつ言うなら、世話が焼けたわ」

「世話が？」

　瀧浪は、今度は首を傾かしげる。

「そうなの？」

「お前、あれが手のかからない男に見えて？」

　私がそう聞き返せば、瀧浪は少しだけ考え、

「確かに」

　可お笑かしそうにまたも笑ったのだった。

「静流が出てくる前に帰るわ。さようなら」

「ええ、さよなら」

　踵きびすを返した私は、背中に瀧浪の声を受けながらこの場を後にする。

　結局、彼女は最後まで聞きたいことを聞かなかった。

　静流も世話が焼けるが、瀧浪も同じくらい世話が焼けそうだ。
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　学校指定のローファーに履き替えて昇降口を出ると、そこで数学の浅あさ羽ば先生とばったり会った。

　ここから少し離れたところに教職員用の昇降口があり、そこから出てきたのだろう。ちょうど帰るところのようだ。無む造ぞう作さなヘアスタイルに着崩したクールビズという一見不良教師のような恰かつ好こうだが、それがこの時間になってもほとんど崩れていないのがこの先生らしいところだ。

「よう、壬生」

　浅羽先生もこちらに気づいた。

　私と積極的に関わろうとしない先生も多い中、彼は当たり前のように声をかけてくる。

「こんな時間まで図書室で……仕事か？」

「趣味です」

　私は訂正する。いったいどこで知ったのだろうか。

　浅羽清せい十じゆう郎ろうは静流のクラスの担任だが、静流が話したということはないはずだ。彼は侮れないと静流もよく言っているので、そういうことなのだろう。

「真ま壁かべ本人にも聞いたんだが──最近のあいつ、どうだ？　壬生の目から見て」

　浅羽先生が聞いてくる。

「特に大きな変化はないように見えます」

「いいことだと思うか？」

「私はそう思います。少なくとも母親を亡くして悲嘆に暮れるよりは前を向いています」

　もちろん、これは私の価値観に照らし合わせての意見だ。いま言ったように、悲嘆に暮れたり、母親を失ったにも拘かかわらず普通に生活していることに思い悩んだりするよりはいいと思っている。

「父親もいますから」

「父親ねぇ。……あいつももう高二だぞ？　俺から言わせりゃ高二は子どもだが、いきなり出てきた大人をお父さんと呼べるほど子どもじゃない」

　言われてみれば、静流が蓮はす見みの父親を自分のそれのように語ったことはない。あくまでも客観的事実として受け止めているように見える。

　反対に、蓮見のことは姉としてかなり慕っているようだ。

「まぁ、あいつは恵まれたということだろう。母親を失っても、それを補ってあまりある人間関係に」

「人の命の数で足し算引き算をするのは感心しませんが」

「わかってるよ」

　と、浅羽先生。

「でも、そう思わないとやってられないだろ。人の命に代わりはない。だったら、ひとり失えば、ずっと悲しみに明け暮れなくちゃいけなくなる。別の大きな存在や、数で補うことも必要だ」

　その考えには一理あるのだろうか。身近な人間を失ったことのない私には判断がつかなかった。

「まぁ、ほっとしたよ。母親を亡くした真壁が誰かに引き取られて転校したりしたら、俺はあいつがどうしてるか、ずっと気になってただろうな。少なくとも卒業までは見届けられそうだ」

　この人は普段のいい加減そうな態度とは裏腹に、意外に根っからの教師なのかもしれない。

　そんなことを思っていると、何やら面白いものでも見つけたように私を見た。

「それにしても、壬生が命で計算をするなとはな。そういう人間らしい考えもあったんだな」

「これでも人間ですので」

　生徒に言う言葉ではない。

「悪いが、引き続き真壁を見ててやってくれ」

　浅羽先生は一方的にそう言うと、教職員用の駐車場のほうへ歩いていった。

　静流を見守る。

　私にそんなことができるとは思えない。できることと言えば……。
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　放課後の図書室。

　いつものように静かに時間が流れる。

　僕もカウンターの中で簡単な勉強をしていた。今のところ状況は切迫していないが、いよいよ勉強時間が足りなくなってきたら浅あさ羽ば先生が言うように図書室を閉めさせてもらおう。

　カウンターに近づいてくる人影に気づいた。奏かな多た先輩だ。僕は頭の中で組み立てていた解法を一旦崩し、待つ。

「静しず流る」

「はい、なんでしょう？」

　参考書を伏せながら答える。

　貸出か？　返却か？　しかし、図書を持っていないので、そのどちらでもなさそうだ。

　一般に図書館のカウンター業務には貸出や返却、予約などのほかに、参考調査レフアレンスがある。参考調査は利用者の知りたい情報が書かれた資料を見つけ出すサービスのことだ。自館になければ他館から取り寄せたり、場合によっては博物館や郷土資料館などを紹介することもある。

　という話は、当然僕自身の知識ではなく、例の講演会の演台に立ったあの人に教えられたものだ。

　それでもそれを実践している自負はあって、以前に椎しい葉ば茜あかね先輩に万葉集関係の図書を提供したのがそれにあたるだろうし、その後も時々彼女から弟妹にもわかる本がほしいと頼まれたりもしている。

　さて、今回の奏多先輩は何の用だろう？

　彼女はほとんど僕を頼らない。ただし、ごく稀まれに特定のものごとについて調べているから手伝えという事項調査でカウンターにくることがある。そういうときはたいていその重厚な内容に図書室中の本をひっくり返すような騒ぎになるのだ。

「今度出かけるわ。ついてきて」

「……」

　図書委員としての業務とまったく関係がなかった。

　何でもこいとばかりに身がまえていただけに啞あ然ぜんとしてしまい、僕は思わず言葉を失う。

「えっと、もうすぐテストですが？」

　なぜこのタイミングで出かけようとするのか。

「もっと早く行くつもりだった。だけど、その予定を潰したのはお前だったと記憶しているわ」

「でしたね」

　奏多先輩に責めるような鋭い眼光を向けられ、僕は苦笑しながら答える。

　確かに少し前にそういう話が持ち上がっていた。しかし、そこに蓮はす見み先輩が強引に買いものの予定をねじ込んできて、あえなく流れてしまったのだった。

「とは言えですね──僕、これでもいちおう彼女がいるんですよ」

　七月七日、七夕の笹の前。

　結局、最後の最後で僕が有う耶や無む耶やにしてしまったが、あんなものは言葉の上だけの話で、僕と瀧たき浪なみ泪るい華かはそういう関係にある。

　しかし、僕に彼女がいるからと言って、奏多先輩がいちいち忖度するとは思えない。前にも言ったように、行動変容とは縁遠い人なのだ。

「そうだったわね」

　今度は奏多先輩が納得する番だった。

　そして、踵きびすを返し、再び席に戻っていく。

「あれ？」

　僕は思わずそう口にしていた。

　しまったな。まさかこうも簡単に引き下がるとは思わなかった。僕とて断りたくて理由を探していたわけではなく、むしろ喜んでおともするつもりだったのだが。これは予想外の展開だ。

　また閉室時に声をかけようと思い、僕はひとまず図書委員の業務に戻った。




　そうして閉室時間が近づいてきたころだった。

　いつものように瀧浪泪華がやってきた。

「こんにちは、真ま壁かべくん」

　お淑しとやかな優等生のように挨拶。

　と、そこで僕がさっきまで見ていた参考書に気がついた。

「お勉強？」

「ええ、まぁ」

　図書委員がカウンターの中で勉強などあまり褒められた行為ではないので、僕は曖あい昧まいに答える。

　奏多先輩やほかの生徒に見られてもわりと平気なのだが、瀧浪先輩に対してだけこういう反応になるのは、案外不真面目なところを見られたくないと思っているのかもしれない。……以前に盛大にやらかしているから、今さらではあるのだが。

「そうだ。後で少しだけ教えてほしいところがあるのですが」

「あら、嬉しい。頼ってくれるのね。ええ、もちろんいいわよ」

　少し気になるところがあって指南をお願いすれば、瀧浪先輩からは快諾が返ってきた。彼女は教えるのがうまい。それは身をもって知っているので、再び頼らせてもらおうと思う。

「あ」

　と、そこで何かに気づいたように、瀧浪先輩が小さく発音した。

「今日は眼鏡めがねを持ってきていないわ」

「いや、それは必須じゃないです」

　確かに前回、洒落しやれで買った眼鏡をかけていたが、あれは勉強を教えるのに何ら寄与していない。

　不意に瀧浪先輩がカウンター越しに顔を寄せてきた。




「だって、静流、ああいう知的な感じのお姉さんに誘惑されるの好きでしょう？」

「いつ、誰がそんなことを言った？」




　勝手にそんな趣味をつけ足してくれるな。僕も顔を近づけ、真正面から視線を返す。

「まぁ、いいわ。眼鏡がなくても知的な女を演じることはできるもの」

「……」

　なぜそこに拘るのだろうな。そして、彼女なら本当にやりそうで怖い。何せ周りの、美しく聡そう明めいであってほしい、お淑やかな女の子であってほしいという期待に応えてできあがったのが今の瀧浪泪華なのだから。周囲の理想を演じることは得意なのだ。……こう書くと、まるで僕が期待しているみたいだな。

「今日は正面じゃなくて隣に座るわ。よくできましたのご褒美もいいけど、やる気がない子をその気にさせる先生っていうのもいいかもしれないわね」

「……教える気がないならそう言ってくれ」

　やる気が問われているのはむしろそちらではないだろうか。

「でも、真壁くん、本当に大丈夫なの？　毎日六時まで図書室を開けて、勉強時間が取れてないんじゃない？」

　瀧浪先輩は顔を離し、今度は面倒見のいい上級生のように心配してくる。

「大丈夫ですよ、今のところはね。それにこうして成績優秀な上級生をつかまえて、わからないところを教えてもらおうとしているわけで」

　そう答えたところで、閲えつ覧らん席せきにいた奏多先輩が立ち上がるのが見えた。こちらにくるようだ。そうやって目で追ってしまったせいで、瀧浪先輩も僕が何に気を取られたのかと振り返る。

[image: ]

　その結果、ふたりで奏多先輩を迎えるようなかたちになった。

「瀧浪、悪いのだけど、今週末静流を借りるわ」

「え……？」

　挨拶もなくいきなり切り出してきた奏多先輩に、瀧浪先輩は小さく驚く。

　まさか先ほどあっさり引き下がったのは、こうして出直してきて瀧浪先輩の了解を得るためだったとは思わなかった。きっとこれでも気を遣ったのだろう。そこまで他人の事情に無む頓とん着ちやくではないようだ。

　さて、瀧浪先輩はどう出るだろうか。

　僕は奏多先輩と一緒に出かけるのは吝やぶさかではない。これといって特別なことではなく、昔からごく普通にやっていることだ。ただし、瀧浪先輩に抵抗があるならやめておくべきだと思っている。今の僕は彼女の気持ちを最大限尊重しなければならない立場にあるのだから。

「それって──」

「目的は服を買いにいくこと」

　尋たずねかけた瀧浪先輩の言葉を先回りするように、奏多先輩は告げる。まるで軍人が作戦概要を説明するかのようだ。

「ふ、服……？」

　瀧浪先輩が助けを求めるように僕を見た。

　服を買いにいくために出かける──素直に聞けば何も問題のない話の流れなのだが、彼女の頭の中ではうまくつながらなかったようだ。それも壬み生ぶ奏多という浮き世離れした存在のせいか。

「奏多先輩は昔から僕に服を選ばせるんだ。そういうのは苦手らしくてね」

「そ、そうなの……？」

　瀧浪先輩は不思議そうに奏多先輩を見る。

「私は自分を飾ることに興味がない」

　返ってきたのは、どこか言い訳めいた奏多先輩の言葉。何となく珍しいものを見た気分だ。

「でも、映画鑑賞の日に見かけたけど、すごく似合ってたわ」

「あれも僕が選ばされたものなんだ。朝から電話がかかってきてね。面倒だからお前が決めろって。買う服どころか、その日着る服すら選べないんだ」

　あの日は私服可の校外学習だった。無論、それは奏多先輩とて例外ではない。結局当日は会うことがなかったし、わざわざ連絡を取ってまで合流する理由もなかったので姿を見ることはなかったが、きっと僕が指示した通りのコーディネイトで家を出たにちがいない。

「まぁ、本人なりにがんばって選ぼうとしたんだろうけどね。結局決められず、最後は僕に丸投げしたわけだ」

「お前……」

「おっと」

　調子よく話していると、横から温度の低い声が聞こえてきた。……しまった。奏多先輩の反応が面白かったせいで、少ししゃべりすぎたか。

「……」

　瀧浪先輩は、僕と奏多先輩とを交互に見る。笑うわけでもなく、怒るわけでもなく。何やら考えているようだった。

　奏多先輩も黙っている。質問は投げかけた。次はそっちが答える番だとばかりに、ただ待つのみ。

「瀧浪先輩がいやなら断るよ」

　僕がそう告げれば、彼女は首を横に振った。

「ううん、大丈夫。気にせず行ってきて」

「わかった」

　僕はうなずく。

「悪いわね、瀧浪」

　そして、奏多先輩はそう言ってから席に戻っていった。

　またも珍しいものを見たような気がして、僕は奏多先輩の動きをじっと目で追ってしまった。それは瀧浪先輩も同じだったようで──結果、僕たちはふたりしてカウンターを離れていく彼女を黙って見送ったのだった。別に奏多先輩が謝罪や感謝の言葉を口にしたことがないわけではないのだが。

「悪いね」

　今度は僕が言う。

「奏多先輩は人の事情を斟しん酌しやくしないから。自分の理屈で生きてるっていうかさ」

「そう？　ちゃんと断りにきたじゃない」

　確かに。そこはちょっと予想外だった。

「それだけ静流に甘えてるってことかしらね」

　瀧浪先輩は小さく笑う。

「それに意外だったわ。服が選べないなんて。壬生さん、何でもスマートにこなしそうなのに」

「単に面倒になってるだけだと思うけどね」

　きっとその気になればそれくらいやるのだろう。本当にできないのなら大問題だ。奏多先輩ならよほどのミスチョイスをしないかぎり何を着ても似合うだろう。だけど、僕がいるせいでむりをしなくていい状態が続いているのだ。そういう意味では確かに甘えているのかもしれない。

「それにしても──」

　と、瀧浪先輩は改めて僕を見る。

「やっぱり自覚が出てきたみたいね。わたしがいやなら行かないなんて」

「そりゃあね」

　もうこの期に及んで何のことだなんて聞くのはやめておいた。
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　そうして週末。

　土曜日。

「では、少し出かけてきます」

　そう僕が告げた相手は蓮見氏だった。

　彼はリビングのソファにゆったりと座り、Ａ４サイズの紙の束に目を通していた。何を読んでいるのだろうか。そこまで真剣といった様子はなく、さらっと流しているだけのように見える。

「ああ、気をつけて行ってきなさい」

　だからか、すぐに顔を上げ、答えた。きっと真剣に読むべきものならリビングではなく、自室で読んでいることだろう。

「ところで、蓮見先輩はどうしたんですか？　姿を見てませんが」

　僕は二階に目を向けた。何度か部屋の前を通ったが、どうも気配を感じなかった。

「紫し苑おんなら少し前に出かけたよ」

「そうでしたか」

　遊びにいくなんてひと言も言ってなかったけどな。……まぁ、行動予定を何でも話してくれるわけではないから、こういうこともあるだろう。

「何をやっているんだろうな、紫苑は。テストも近いだろうに」

「……」

　その言葉はこちらにも流れ弾が飛んでくるな。用がすんだら早めに帰ってくることにしよう。

「そうだ。父親面をするようで申し訳ないんだが──」

　という前置きで、蓮見氏が切り出してきた。

「君は、その、学業のほうはどうなんだ？」

「成績ですか？　まぁ、それなりにできるほうだと思っています」

　同じ学年の生徒を成績順で並べた場合、わりと早々に僕の名前が出てくるはずだ。

「そうか、それはいいことだ。将来どんな道に進むにしても、勉強はできるにこしたことはないからな」

「そうですね。僕もそう思います」

　高校で習うことなど将来なにも役に立たない、などとわかったふうなことを言うやつもいるが、必要になったときにイチから勉強していては間に合わないこともある。できるはできないよりも上位なのだ。

「では、いってきます」

　そうして僕は蓮見邸を出た。




　外へ出れば、後はいつものルートだ。

　名みよう谷だにへ徒歩で行き、そこから神戸市営地下鉄西せい神しん・山やま手て線せんで目的地の三宮へ。僕と奏多先輩は同じ中学に通っていたので、彼女の最寄り駅も真壁の家があり、二十八番目の鉄人がいる新しん長なが田ただ。とは言え、僕が途中下車するか乗る電車と車両を明確にしておかないかぎり、移動しながらの合流は難しい。よって、自然と現地集合になる。

　電車に揺られること十八分。

　地下鉄を降り、東改札を出たところで僕は奏多先輩を待つ。時計仕掛けの彼女のことなので、いつ到着するかは読みやすい。遅れてくることはまずないので、待ち合わせ時間に最も近い時間に到着する電車に乗ってくるはずだ。

　ならばもう一本分時間があるなと思い、暇つぶしにスマートフォンを取り出したときだった。

「お前、早いわね」

「っ!?」

　奏多先輩の声だった。不意を衝かれた僕は飛び上がりそうになる。

「何を驚くことがあるの？　私がくることはわかっていたはずよ」

　かすかに呆れているふうの奏多先輩。

「いや、次の電車だと思っていたもので」

「次のだとホームからここに上がってくる間に待ち合わせの時間を過ぎてしまうわ」

「……おっしゃる通りで」

　なるほど。電車の到着時間だけではなく、そこまで計算に入れなくてはいけないのか。覚えておこう。

　実際、地下鉄三宮駅はホームまでがそこそこ深い。特に西神中央方面へ向かう下り。おかげでホームへ下りる、或あるいは、コンコースまで上がってくるのにけっこうな時間がかかるのだ。

　奏多先輩は、夏らしいオープンショルダーのキャミソールに、ダメージ加工がされたデニムのロングパンツという服装だった。蓮見先輩や瀧浪先輩と比べると女性らしい起伏に乏しいのだが、背が高いことも相まって恰かつ好こうよさがある。

　しかも、バッグの類いは持っておらす、持ちものといえば尻ポケットに刺した財布と、手に握ったスマートフォンだけ。驚くほどの簡素さだが、奏多先輩は昔からこうだ。女性としてもう少し何か持ち歩くべきものがあるのではないかと思うのだが、彼女はそうではないらしい。

「行くわ」

「了解です」

　さっそく僕らは歩き出す。

「にしても、これも恒例行事になりつつあるな」

　誰に聞かせるわけでもなく僕は言い、苦笑した。

　最初は瀧浪先輩で、次が蓮見先輩。そして、今度は奏多先輩である。待ち合わせはワンパターンのように三宮。しかも、瀧浪先輩、蓮見先輩のときはそれぞれ尾行のおまけつきときている。

　不意に奏多先輩が、別に僕の心を読んだわけではないだろうが、ひとこと言った。




「……いるわね」




「は？」

　僕は思わず素すっ頓とん狂きような声を上げる。

　このとき、奏多先輩が今の言葉をどういうつもりで言ったのかを尋ねるよりも先に、僕は感覚で意味を理解していた。

　反射的に振り返り、素早く索敵する。

　と、改札口前に伸びる連絡通路の柱の陰に隠れる人影があった。僕がじっとその一点を見続けていると、女の子が顔だけを覗のぞかせた。僕が見ているとわかると、またさっと消える。……瀧浪先輩だった。

　次に顔を見せたら名前を呼んでやろうと、さらに見続けていると、あろうことか今度は蓮見先輩が顔を出した。

「な、何で蓮見先輩まで……」

　テストが近いのにいったいどこに出かけたのかと思ったら、まさかこことは。

　僕が言葉を失っている間に、彼女もまた隠れてしまった。

「いや、確かに恒例行事とは言ったけど、ここまで含めてかよ」

　瀧浪先輩のときは蓮見先輩がこっそりついてきていて、蓮見先輩のときは瀧浪先輩。そして、奏多先輩の今回は、まさかのふたりとは……。

「すみません。呼んできます」

　このままにしておくわけにもいくまい。我ながら暗くてつまらないことをしていると思った、と言ったのは蓮見先輩だっただろうか。

「行かなくていい」

　しかし、足を踏み出しかけた僕を、奏多先輩が止める。

「いや、でも、このままじゃ──」

「ならば聞くけど」

　僕の言葉を遮り、奏多先輩はそう切り出してきた。




「お前は女を三人も同時に相手できるの？　私ひとりですら満足に──」

「だから！」




　今度は僕が彼女の言葉を遮る。

　それが真顔で問いかけてくるような内容か。どうしてそういう言い方しかできないのだろうな。

「兎に角、呼ぶ必要はないわ」

　奏多先輩は有無を言わせぬ口調でそう言うと、再び歩き出した。僕も後をついていく。

　どうしても後ろが気になって不意打ちのように振り返れば、瀧浪先輩と蓮見先輩がまたさっと柱の陰に身を隠した。

　まるでかくれんぼか達磨だるまさんが転んだ。

　高校生にもなってこんなことをやる羽目になるとは。
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　センタープラザビルを抜けてセンター街へ。そうして辿り着いたのは大型書店だった。

　ここに行くとはひと言も言わなかったが、予想はできていた。昔からそうなのだ。外に出たらまずは書店。それが奏多先輩お決まりの行動だ。

「あのふたり、ほっといていいんですかね？」

　店内を見て回る奏多先輩について歩きながら僕は聞く。

　もう後ろは振り向かないことにした──なんて言うとやけに恰好よく聞こえるが、この場合物理的な話だ。振り返れば我が茜台高校が誇るふたりの美少女が挙動不審な動きをしているにちがいない。頭痛がしてくるような光景だ。できれば見たくない。

　しかし、奏多先輩の返事は冷たいほどにあっさりしたもの。

「かまわない」

「いや、でも──」




「私はお前とふたりだけで時間を過ごしたいと言ってるの。誰にも邪魔されずにね」




「え……？」

　僕の足が止まった。

　そして、僕が立ち尽くしている時間に奏多先輩の歩く速さを掛けた分だけ、僕と彼女との距離は開いていく。

　僕ははっと我に返り、奏多先輩を追いかけた。

「あの、それはどういう……？」

　何やら妙な言葉を聞いた気がする。

「冗談よ」

「……」

　しかし、背中を向けたまま簡潔にそう言われ、僕の足はもう一度止まりそうになった。

　なぜそんな噓を……？

　思わず考え込み、斜め下に顔を向けたときだった。

「うん……？」

　目に飛び込んできたのは平台に積まれた士つかさ総そう一いち郎ろうの新刊。

「奏多先輩、これ」

「ああ、それ。先週出たのよ」

　彼女は興味なさげに言う。

「でも、ついこの間、新刊が出たばっかりじゃ……」

　確か買ったのは瀧浪先輩とのデートのときなので、まだひと月とたっていない。やけにペースが速いな。

「別の出版社よ」

「え、そうなんですか？」

　言われて背表紙を見てみれば、よく見知ったものとはちがうデザインだった。再度表紙に目を戻すと、確かにそこにはちがうレーベル名が書かれている。

　つまり密かに二作を同時進行していたわけか、士総一郎先生は。

「言っておいてくださいよ」

「売れてないんだから、すぐになくなったりはしないわ」

　奏多先輩は自嘲気味に言う。

　残念ながら、奏多先輩の言っていることは正しくない。今の時代、とにかく刊行のサイクルが早くて、一ヶ月とたたず新刊の平台から追い出されるのはよくあることだ。売れていないからと言って、いつまでもそこにあるわけではない──というのは奏多先輩から聞いた話なのだが、きっと忘れたわけではなく、あえて知らない振りをして言っているのだろう。

「ちょっと買ってきます」

「お前、すぐにはなくならないと言ったのを聞いていなかったの？」

　奏多先輩はどことなく不機嫌だ。

「作者に敬意を表しているんですよ」

　しかし、僕はそんな彼女を残し、きた道を引き返してレジへと向かった。

　途中、顔を隠すようにしてファッション誌を立ち読みしている女の子という、いつかどこかで見たような光景が視界の隅に映った。しかも、今回はふたり。

　案の定、頭が痛くなった。
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　昼どきとなり、昼食をとるために入ったのはパン屋の延長みたいな店だった。

　古きよき時代のイギリスの農家のような内装で、店内を行き交う店員の制服も雰囲気作りにひと役買っている。

　僕たちの前にあるのはバスケットに入ったいくつかのパンとバター、コーヒーだ。奏多先輩は個数にして僕の半分も注文していない。まぁ、もともと食の細い人ではあるので、これで適量なのだろう。だからスレンダーなんですよなんて言ったら、たぶん僕は生きて帰れない。

　さて、瀧浪先輩たちはどうしているのだろうか。そう思って離れたテーブルに陣取った彼女たちにさりげなく目を向ければ、色とりどりのパンを前に何やらふたりで盛り上がっていた。バスケットにパンをあーでもないこーでもないと並べ直し、重ね直ししては写真を撮ったりしている。いわゆるインスタ映えを狙って苦心しているようだ。

「人のことをつけ回してないで、素直に楽しめばいいのにな」

　美味しそうな食べものを前に女の子らしく賑にぎやかにしているふたりを見て、しみじみ思う。




「瀧浪は私が怖いのよ」




　不意に奏多先輩が言った。

「怖い？」

　僕は意味がわからず、鸚鵡おうむ返がえしに聞いて首を傾かしげる。

　奏多先輩はパンを小さく千切り、上品に食べていた。

　その彼女を見ながら、怖いとはどういう意味だろうと考える。別に奏多先輩は怖くない。人に手を上げるわけでもなければ、苛か烈れつな言葉を浴びせかけるわけでもない。周りを怖がらせるようなことは何ひとつしない人だ。

　いや、それは僕だからわかることか。

　壬生奏多は口数が少なく、常に超然としている。整いすぎる相そう貌ぼうは硬質で、表情の乏しさともあわさって氷の彫像のようにも見える。彼女に畏怖を覚えるものも少なくはないだろう。言葉や行動ではないのだ。

　だが、いま奏多先輩が言わんとしているのは、そういうことではないように思う。

「瀧浪は静流にとって私がどういう人間か計りかねているのよ。だから、不気味で仕方がない」

「どういうって、同じ中学の先輩後輩でしょう」

　ただの、とは決して言えないところはあるが。

「それは瀧浪先輩にももう言ってありますよ」

「なら、尚更ね。……瀧浪は不安なのよ。私とお前が三年も四年も前からのつき合いだということは、それだけ自分の知らない静流がいて、それを知っている私がいるということだから」

「……」

　そういうものなのだろうか。

　例えば、直なお井い恭きよう兵へいは蓮見紫苑に好意を寄せている。だから、僕が彼女の異母弟としてひとつ屋根の下に暮らしていることに嫉妬し、心の均衡を崩した。自分の知らないところで彼女と一緒にいることが許せなかったのだ。

　僕の場合に置き換えてみる。

　瀧浪泪華は誰に対しても嫋たおやかな笑顔で接する。学食で顔を合わせるよそのクラスの男子生徒、廊ろう下かですれちがう下級生……。だが、中にはもっと仲のいい男もいるだろう。同じクラスの男となら休み時間中ずっと話をしていることだってあるにちがいない。

　それを考え──少しわかった気がした。なるほど、と苦笑する。やはり真壁静流は瀧浪泪華が好きだ。

「瀧浪と進展があったのでしょう？」

「ええ、まぁ」

　奏多先輩の声で思考の海から引き戻される。

「少なからずそれも影響している」

　両想いで、実質的に彼氏彼女の関係。だからこそ、未だ正体がはっきりしない奏多先輩が怖いというわけか。

　僕はどうしたらいいのだろう……？

「難しく考えることはないわ」

　考え込む僕を見て、奏多先輩はそう告げる。

「お前はいつも通りにしていればいい。瀧浪は普段の私とお前を見たいのだから」

「ああ」

　ようやく合点がいった。

　それでか。それであの日、奏多先輩が僕を借りると瀧浪先輩に断りを入れたとき、彼女はあっさりと引き下がったのだ。こうして尾行し、僕たちの様子を窺うために。

　そして、奏多先輩はそれをわかっているから、合流直後、瀧浪先輩と蓮見先輩を呼びにいこうとした僕をとめたのだろう。

　僕は再度瀧浪先輩に目をやった。

　なぜか蓮見先輩とテーブルをはさんで額をくっつけるようにして睨み合いをしていた。

「……」

　おい、この短時間に何があった？
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　午後になって僕たちは三宮からＪＲ神戸線で神戸駅へ。

　そうして辿り着いたのは、八時間労働発祥の地として全国的にも有名な神戸ハーバーランドだった。

　どうやら服はここで探すらしい。だったら最初からここにくればよかったのにと思うが、おそらくまずは通い慣れた三宮の大型書店に行きたかったのだろう。

　ハーバーランドではｕｍｉｅのノースモールとサウスモールを行ったり来たりして、ようやく奏多先輩は一軒の店に狙いを定めたようだった。

「いらっしゃいませ。今日はどんなのをお探しですか？」

　店舗に一歩入った瞬間、店員が飛んできた。そりゃあ中身を知らなければ、見た目だけは上玉だ。これを逃す手はないだろう。瀧浪先輩のときにも見た光景だ。

　だが、彼女のときとは決定的にちがうものがある。

「いいわ。これに選ばせるから」

　奏多先輩が怖ろしく愛想がないことだ。

　彼女は寄ってきた店員に、これであるところの僕を顎で示して言うと、それっきり見向きもしなくなる。

「すみません」

　奏多先輩のあんまりな態度に申し訳なくなって、僕が代わりに謝っておいた。そうしてからディスプレイされたアイテムを見る彼女の横に並ぶ。

「因ちなみに、予算はどれくらいで？」

「お前は気にしなくていい」

　判断材料の収集のために聞いてみれば、そう一蹴されてしまった。

　嫌がらせのように高い服を選んでやろうかと考えてみたが、あっさり買われたらまだいいほうで、最悪却下されてやり直しになる。常識的な値段の範囲でチョイスすることにしよう。

　さっそくはじめる。




「これなんてどうですか？」

「お前の頭は何年前で止まってるの？　もう子どもではなくてよ？」




「これは？」

「ずいぶんと肌の露出が多くなりそうね。こういうのは瀧浪か蓮見に着てもらうといいわ」

「いやですよっ」




　僕が選んだものがすべて素通りするわけではない。当然、奏多先輩の厳しいチェックが入るのである。

　こんなやり取りが何回か続き、




「なら、これですね」

　僕がまた新たなものを指し示す。袖のないダークカラーのカットソーに、正面にリボンのついたテーパードパンツ。長身で細身の彼女によく似合うだろうと思って選んだものだ。

　すると奏多先輩は、何やらピンとくるものがあったのか、真剣に考えはじめた。

「私なら選びそうにない。けれど、勝手に除外しているだけで悪くはないわね。……一度着てみるわ」

　そして、フィッティングルームへと向かう。

　どうやら試着してみる気になる程度にはお気に召してもらえたようだ。僕はほっと胸を撫で下ろす。

「あの人、怖いけど美人ね～」

　そう言って近づいてきたのは、先ほど奏多先輩に軽くあしらわれていた女性店員だ。

「どういう関係？　彼氏？」

「まさか」

　話し方は最初とちがって実にフランク。男である僕は客と見み做なしていないのかもしれない。僕がお金を払うんだったらどうするつもりだ。

「学校の先輩後輩ですよ。運悪く彼女に目をつけられてしまってね。こうして休みのたびに呼び出されては、買いもののおともをさせられてるわけです」

「あらー、かわいそ」

　店員は楽しそうに笑う。人の不幸は蜜の味を体現するような人だな。

　と、そのときフィッティングルームのカーテンが開いた。

「静流、これに決めたわ」

　そう告げた奏多先輩は、先ほどと変わらずキャミソールにデニムのロングパンツ姿。どうやら試着して自分ひとりで満足し、とっとともとの服に着替え直したようだ。ここで僕に見せるという考えはないらしい。……別にいいけど。前からそうだし。

「これを」

　奏多先輩はちょうどいいとばかりに、僕の横にいた店員にカットソーとテーパードパンツを差し出した。「ありがとうございます」と店員はそれを受け取り、会計のためレジへと向かう。

　会計のときに黙って横で立っているのもおかしな構図なので、僕は先に店舗を出ることにした。

「終わったわ」

　程なくして、店のロゴが入った紙バッグを肩から提げ、奏多先輩が出てきた。さすがにそれを僕に渡すほど彼女は傍ぼう若じやく無ぶ人じんではない。仮に僕が「持ちましょうか？」と申し出たところで、「私はお前を荷物持ちに呼んだわけではない」と断られるのがオチなので、僕も無駄なプロセスは省くことにした。

「助かったわ。お前のおかげで夏に着る服が増えた」

「それは重ちよう畳じよう」

　服に無頓着で、着回しなどできない奏多先輩は、このカットソーとテーパードパンツの組み合わせでしか着ないだろう。そんな柔軟性のない着方をしていれば、自然とバリエーションも少なくなる。

「今度着て見せるわ」

「楽しみにしてます」

　先ほど試着のときに見せてくれなかった理由がこれ。僕が服を選ぶと、後で必ず別の機会に着てくる。そのあたりは礼儀と考えているようだ。だから、どうせいつかは見せるからと、今は見せてくれなかったのだ。

「これで終わりですかね」

「そうね」

　どこへ行くと目的地も明確にせず、僕らはどちらからともなく歩き出していた。腕時計を見てみれば、まだ午後三時を回ったところ。

「ああ」

　不意に何かを思い出したように、奏多先輩が発音した。

「あれ」

　まだ何か買っておきたいものがあったのだろうかと、奏多先輩が視線で指し示す先を見る。と、そこにあったのはランジェリーショップだった。

「いやですよ、そんなの！」

　それを見た瞬間、僕の口から悲鳴が飛び出していた。

「なぜ？　昔とちがって、今なら選択肢も多いのではなくて？」

「そりゃあ、まぁ……」

　確かに僕も知識が増えたし、奏多先輩も体が成長して似合うものや身に着けて許されるものが増えたことだろう。だからと言って、選べるかどうかはまた別の問題だ。むしろ選択肢の多さが選択の邪魔をする好例ではないだろうか。

「ッ!?」

　そして、まとまらないままうっかりいろいろ想像してしまい、そのイメージを頭から追い払う。

　壬生奏多は瀧浪泪華、蓮見紫苑に勝るとも劣らない超絶美人ではあるが、それでも与えられなかった部分はあって──僕にとって幸いなことに、彼女は先のふたりに比べるとややスレンダーなのだ。とは言え、背は高いので、どうかしたらモデルのようにも見える。

「難しく考えなくていい。お前が私に着せたいものを選べばいいのだから。私は静流のセンスを信用している。今のところ外れたことはないわ。お前が選んだもので、今でも気に入って着ている服は多い」

　それ、キツくなったりしないんですかね？　と聞きたくなったが、血の海に沈みたくないのでやめておいた。

「僕も高校生になって趣味が変わりましてね。際どいのを選ぶかもしれませんよ？」

　それでも僕はせめてもの反撃を試みるのだが、

「そのときは、静流はこういうのを女に着せたいのかと納得することにするわ」

「冗談ですよ」

　土下座でも何でもするので許していただきたい。

「兎に角、今日は──」

「わかっているわ。どう考えてもむりそうだもの」

　そう言った奏多先輩は僕ではなく、あらぬ方向を見ていた。何かあるのだろうかと、僕もそちらに目を向ければ、ものすごい剣幕で瀧浪先輩と蓮見先輩がこっちに突っ込んでくるところだった。

「静流、まさか壬生さんに下着まで選ぶの!?」

「あんた、どこに入っていくつもりよ!?」

「おわあっ」

　その勢いのまま詰め寄られ、蓮見先輩には胸ぐらまで摑まれる。

「静流にはわたしがいるでしょ。着て見せてあげるから好きなのを選びなさい」

「誰彼なしにそんなことしてるなんて、見損なったわ」

「誤解だ、誤解！」

　今なおぐいぐいと押し込んでくるふたりに、僕は体を反らした体勢で踏ん張る。このままでは腰が折れるか後ろに倒れるかしそうだ。

「奏多先輩も何か言ってくださいよ」

　もとはと言えば奏多先輩が予定にない買いものをしようとするからこうなったわけで。

　すると彼女は少し考えた末に、

「際どいのを選んでくれるそうよ」

「「静流！」」

　ふたりがきれいにユニゾンしながら怒鳴った。

「だから、わ、わたしにしときなさいっ」

「あ、あああ、あんた、どんなの選ぶつもりだったのよ!?」

　ふたりとも声が震えている。

「奏多先輩っ」
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　僕は必死に助けを求めた。火事の消火を放火魔に手伝ってもらうような間抜けさはあるが、ここはちゃんと責任もって収拾してもらわないと。

　奏多先輩は愉快そうに小さく苦笑した。

「冗談よ。ふたりとも、静流を放しなさい」

「え？」

「じょ、冗談……？」

　瀧浪先輩と蓮見先輩はきょとんとする。

「まぁ、ちょうどいいところにきてくれたわね。呼ぶ手間が省けた。それは返すわ」

「返すって、静流のこと？」

「そう」

　奏多先輩はうなずいた。

「もういいの？」

「ええ。用事はすんだわ」

　あっさりきっぱりそう言うと、奏多先輩は踵を返し、歩き出した。

　この一連の動きに、瀧浪先輩と蓮見先輩はすっかり毒気を抜かれた様子。それであるところの僕に、説明を求めるような目を向けてきた。

「いつもこんな感じです」

　そう。目的を果たせばとっとと帰る。ついでに遊び回るようなこともなく、せいぜい休憩がてら喫茶店に入る程度。

「そ、そう……」

　瀧浪先輩は拍子抜けしたように言葉を紡ぐ。

　もともと僕と奏多先輩がどんな様子かを窺うためにこうして尾行してきたわけで、これがまぎれもない真実なのだが、奏多先輩のあまりの淡白さに逆に釈然としないものが残ってしまったのかもしれない。

「えっと、これからどうします？」

　僕はふたりに問うた。

「時間的には中途半端よね」

　蓮見先輩は真剣に考える。というか、最初から疑問だったのだが、なぜ蓮見先輩までここにいるのだろうか。まぁ、瀧浪先輩に巻き込まれたのだろうけど。

「南なん京きん町まちにでも行く？」

「豚足ですか？」

「なに、豚足が食べたいの？」

「何で豚足限定なのよ!?」

　神戸の南京町は食べ歩きグルメの町で、関東で言えば横浜の中華街のようなところだ。それ故に、それこそ豚足みたいな一風変わったものもある。

　とは言え、蓮見先輩としては何となく提案しただけなのに、豚足目当てにされたのは不本意だったようで、盛大に吠えたのだった。





　　　　４．






　名谷の駅を降り、蓮見邸へと歩く。

　時刻は午後六時少し前。

　僕の隣には蓮見先輩がいた。

　結局、あの後本当に南京町に行ったものの、何をするわけでもなくぶらぶら通りを歩いただけだった。豚足も食べていない。やったことと言えば、南京町広場で十三体ある十二支像のパンダを見たくらい。

　そうして期末テストも近いとあって、早々に引き上げてきたのだった。

「静流さ──」

　その道中、蓮見先輩が切り出してくる。

「あんたと壬生さんってどんな関係なのよ？」

　その疑問も尤もつともだろう。実際、高校生らしからぬ超然とした態度で皆から畏い怖ふされ、陰で女帝と呼ばれている壬生奏多と休日に出かけるのなんて僕くらいなものだ。

　あと、図書室内限定ならクラスメイトの辺へ志し切きり桜さくらも奏多先輩とよく話をしている。辺志切さんは緊張気味で、奏多先輩は笑顔を見せるわけでもなくいつも通りだけど。それでも彼女は奏多先輩が怖い人ではないと、正しく理解しているのだろう。

「先輩と後輩ですよ。中学に上がってすぐ知り合いました」

　僕はそう答える。

「何がきっかけ？」

「忘れましたよ。そんな昔のこと」

「ウソ言いなさい。たった四年前の話でしょうが。……まぁ、いいわ。言いたくないなら言いたくないで」

　あっさり引き下がる蓮見先輩。

　別に言いたくないわけではなくて、ただ単に語って聞かせたところで、さほど面白いエピソードでもないだけだ。

「あんたといるときの壬生さん、楽しそうだったわね。あ、いや、いつも通りほとんど笑ってないんだけどさ。それでも楽しそうに見えた。なんか壬生さんって一歩引いて、周りはバカばっかりって冷たい目で見下してそうなイメージなんだけど、案外そうでもないのかな。当たり前だけど、笑うのね」

　そう言えば、前にも瀧浪泪華についてこうやって人物評を述べていたように思う。蓮見先輩は誰かの見方を改めるとき、いつもこんなふうに言葉にして整理するのかもしれない。

「そりゃあ笑いますよ。人間ですから。冗談だって言います」

　本当、勝手なイメージばかりが先行して、誰からも誤解される人だな、奏多先輩は。

「壬生さんが冗談!?　何それ、聞きたいんだけど」

「聞いたじゃないですか、今日さんざん」

「あー……」

　当然、心当たりがあり、蓮見先輩は間延びした声を吐き出す。

　ついさっき僕たちは三人まとめて奏多先輩の冗談に振り回されたばかりだ。冗談の影響範囲が大きすぎる。

「たちが悪いわね」

「でしょう？」

　通常攻撃が全体攻撃で精神攻撃の女帝先輩は好きですかと聞かれたら、まぁ、正直遠慮したいところだ。

「まー、でも、よかったわ。今回も楽しめて」

　蓮見先輩は話題を変えるようにそう述べた。

　気になる言い方だった。

「何ですか、それ」

「いやさ、前に静流がケガをすることになったじゃない？　だから、あたしの中ですっかりイメージが悪くなっちゃってね」

　蓮見先輩は自嘲気味に力なく笑う。

　そういうことだったのか。先日、蓮見先輩と眼鏡を見に出かけたときも、彼女は三宮に拘っていた。あれは悪い思い出を上書きするためだったのだ。

「大丈夫ですよ。この傷がきれいに消えるころには、蓮見先輩もすっかり忘れてます」

　僕は自分の腕を見ながら答えた。

　そこにある傷跡にはもう生々しさはなく、かなり薄くなっていた。

「忘れていいのかしらね」

「いいですよ。いつまでも引きずるほどのことじゃないです」

　確かに蓮見先輩が相手を怒らせたことがきっかけだったかもしれない。でも、理由がどうあれ刃物を持ち出し、それを人に向けた時点で純然たる加害者なのだ。彼女が気に病むことではない。

「そっか……」

　蓮見先輩は安堵したように言い、それっきり黙った。




　そうこうしているうちに蓮見邸に辿り着く。

　門をくぐり、一般家庭よりも距離のある玄関ポーチまでの道を歩いて邸の中へ。

「ただいま」

「ただいま戻りました」

　リビングに這入れば、そこにはテレビの報道番組をＢＧＭにして、朝と同じく紙に目を通している蓮見氏の姿があった。ローテーブルの上にもステープラーで留められた紙束がいくつか散乱していた。いったい何を読んでいるのだろうか。いつか機会があったら聞いてみることにしよう。

「おかえり。……おお、ふたり一緒か」

　迎えたおじさんは、僕と蓮見先輩がそろっているのを見て破顔一笑する。本当に姉弟仲がいいと嬉しい人なんだな。ある意味では親らしいのかもしれない。

「たまたま駅で一緒になってね。……お父さん、お昼なに食べたの？」

「ああ、インスタントの焼きそばがあったからそれを食べた」

　これまた嬉しそうなおじさん。

　蓮見先輩に言わせると、普段ちゃんとした食生活をしている反動で、そういうインスタントなものやジャンクなものが好きなのだそうだ。積極的に食べるわけではないが、今日みたいな日は彼にとって絶好の機会なのだろう。

　ひとりご機嫌な様子でインスタント食品にお湯を注ぐおじさんを想像すると、ちょっと笑えてくる。

「そう。……じゃあ、すぐに夕飯作るわ」

「お前たちも疲れているだろう。少し休んでからでいい」

　おじさんはやんわりとそう言った。

「わかった」

　蓮見先輩は父親の気遣いに小さく笑ってから、二階への階段を上がりはじめた。僕も後に続く。

　その階段の途中。

「あ、そうだ」

　何か思い出したのか、蓮見先輩が急に足を止めた。だが、まさかこんなところで立ち止まるとは思わず、

「え……うわっぷ」

「ふぁっ!?」

　対応し切れなかった僕は、目の前にあった蓮見先輩のお尻に顔をぶつけてしまったのだった。蓮見先輩の口から悲鳴が上がる。

「し、静流!?」

　声が裏返っている。

「あ、あんたねぇ！」

「いや、蓮見先輩が急に止まるから……」

　尻を手でおさえながら振り返った彼女は、真っ赤な顔に羞恥と怒りが綯ない交まぜになった形相を浮かべていて──僕は言い訳を口にしながらたじろぐ。

「どうした？　何かあったのか？」

　下からおじさんの声。幸いここからでは死角になっていて、互いの姿は見えない。

「う、ううん。何でもない」

　蓮見先輩は返事をする。

「ん！」

　そうしてから眉間に皺を寄せたまま、顎で二階を指し示した。口答えをするとはいい度胸だ。まずは上に行け。そこでゆっくり話を聞いてやる、といったところか。

　ふたり連なって二階へ上がる。

「本当、すみません」

「こっちも悪かったわ。あんなところで止まって」

　廊下で僕が素直に謝れば、蓮見先輩も反省の言葉を口にした。ここまで移動する一分足らずの間に、お互い冷静になったのだ。ひとまず不幸な事故として処理される。

「で、何か僕に言うことがあったのでは？」

「ああ、そうだったわ」

　蓮見先輩は頭を搔きながら、どこか居心地が悪そうな調子で答える。

「今日で静流と壬生さんのことはよくわかった。たぶん静流にとって壬生さんは特別なんでしょうね」

「……」

　どうだろうか。あまり深く考えたことはない。あの人とはただの先輩後輩で──そして、僕たちの間に恋愛感情はない。でも、恋愛感情もなく一緒にいる男女というのは逆に特殊なのかもしれない。

「でも、あんたの彼女は瀧浪さんよ？　そこ、忘れないようにね」

「わかってますよ」

　僕がそう言い返せば、蓮見先輩はかすかに笑う。

「それもそっか。あんた真面目そうだものね」

　そうして彼女は自室のドアの向こうに消えていった。

　今回、瀧浪先輩が現れたことで普段の僕と奏多先輩を見せるという目的が急きゆう遽きよ設定された。もしかしたらそもそも奏多先輩がわざわざ僕を借りると瀧浪先輩に断ったことも、彼女を引っ張り出す意図があったのかもしれない。そこまでではなくとも、こそこそ内緒で出かけるような仲ではないと示したかったのだろう。

　今日は僕と奏多先輩の平均的な休日だった。

　さて、瀧浪泪華の目にはどう映っただろうか……。
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『瀧たき浪なみ、悪いのだけど、今週末静しず流るを借りるわ』

　と、壬み生ぶさんが言った。

　どういうつもりなのだろう？　わたしと静流の関係を知っているはずなのに。

　知っていてあえてやっているのか、本当に無む頓とん着ちやくなのか。それとも断りを入れたからいいと思っているのか。




「で、あたしを呼び出した理由は？」

　ちょっと面倒くさそうに言ったのは蓮はす見みさんだ。

　その翌日の放課後、わたしは彼女を学食に呼び出した。少し話があると言い、自販機で買った缶コーヒー一本をそのお礼にして、今わたしたちはテーブルのひとつで向かい合っていた。

　放課後の学食には生徒の姿がほとんどなかった。

　食堂としては昼休みにしか開いていないので、今はただの広い休憩スペースだ。わたしたちのようにおしゃべりにきたグループが、鴨川の等間隔カップルよろしく互いに程よく距離をあけて座っていた。

「週末、静流と壬生さんが出かけるらしいの」

「へぇ」

　蓮見さんの返事は実に素っ気ないものだった。

「気にならない？」

「いや、だって、あのふたりって中学のときからの知り合いでしょ？　そういうこともあるんじゃない？」

　確かに静流もそう言っていた。いつものあの超然とした態度のまま静流をつれ出すらしい。

「デートかもしれないわ」

　そう、問題は中身だ。そんな誘い方でも静流は喜んでついていっているようなので、あけてみればデートということもある。

「そう言ったの？」

「服を買いにいくって」

「だったら、ちがうじゃない」

　聞いて損したとばかりに、蓮見さん。

　静流の話によると、壬生さんは服を選ぶのが苦手らしい。買うときだけでなく、その日に着る服もうまく選べなくて、時々静流に決めてもらったりするのだそうだ。その話を聞いたときは彼女を少しだけかわいいと思った。

「わたしの前でそんな素振りを見せるわけがないわ。わたしは静流の彼女よ、彼女。静流の彼女」

「うるさい。連呼しなくていいから」

　そこで蓮見さんは一度缶コーヒーを呷あおった。

「……疑ってるの？」

「何かあってからでは遅いと思ってるわ」

「何かって？」

　彼女は問う。

「わざと露出度の高い服を買ってみせたり」

「そんなタイプじゃないでしょ」

　確かに。むしろそれは目の前の蓮見さんの領分だ。

「試着するついでに静流を試着室に引っ張り込んだり」

「瀧浪さんじゃないんだから」

　そして、こっちはわたしの守備範囲としたい。

「先にやられたら困るじゃない」

　それなのに先に壬生さんにやられてしまえば、いざわたしのときに効果が半減してしまう。

「……あたし今、静流をこのまま瀧浪さんとつき合わせるべきか、考えたほうがいいかもしれないと思った」

　蓮見さんがぼそっとつぶやく。

「あら、ずいぶんとお姉さんぶって」

「ぶってじゃなくて、あたしは静流の姉なの」

「家でもそんな感じ？　弟ができて大喜びでこき使っている姿が目に浮かぶようだわ。意外とふたりきりのときは甘やかしてたりして」

「どっちもやってないわよっ」

　実際そうなのだろうと思う。もともと面倒見がいい性格の上、お母様を早くに亡くしたせいか、ギャルっぽい見た目のわりには中身は家庭的だ。きっといいお姉さんをしているにちがいない。

「その静流が二股かけてたらどうする？」

「は？」

　蓮見さんは意味がわからなかったようで、間の抜けた声を上げた。

「わたしがなぜ蓮見さんにこんな話をもってきたと思ってるの？　わたしとつき合ってるのに壬生さんとデート。これは二股よね？」

「……確かに」

　蓮見さんはコーヒーの缶を見つめつつ、しばし険しい顔で考え込み──やがて憎々しげにぽつりとつぶやいた。

「あの親にしてこの子あり、ね」

「……」

　ああ、そうか。彼女のお父様が浮気をして、その結果生まれたのが静流だった。蓮見さんにとって二股は許しがたい行為なのだ。

「……で、どうするの？」

「尾行よ」

「わかったわ。あたしも壬生さんのことは気になってるし、一緒に行く。もし本当に壬生さんとデートだったら、あたしが責任をもって静流をぶっ飛ばすわ」

　蓮見さんは力を込めてそう宣言する。

　何やら焚きつけすぎたような気もするけど、ひとまずは目的を果たした。
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　蓮見さんとの話を終えて教室に戻ると、いつものメンバーがいた。

　勉強をしている子もいれば、その横でおしゃべりをしている子もいる。そんな状況だから、勉強している子もテキストとノートを広げているだけで手も頭も動いていないようだった。もう二、三日もすれば、これが放課後勉強会になるにちがいない。

　戻ってきたわたしを見て、鷹たか匠じようさんが寄ってきた。

「話は終わり？」

「ええ」

　わたしは首肯する。

「どうだった？」

「どうって……別にたいした話はしてないわ。世間話よ」

　そもそもここにいるメンバーの誰にも目的は告げず、ちょっと蓮見さんと話があるからと言って抜け出したのだった。

「そうなの？　蓮見さんも最近真壁クンと仲がいいみたいだし、彼を巡って決闘でもしたのかと」

「するわけないでしょ」

　いったいどんな思考をしているのだろう。まぁ、彼女もおっとりした雰囲気のわりには危ない趣味をもっているので、わりと過激な方向に走りやすいのかもしれない。

「でも、蓮見さんってスタイルがいいから、それを武器に迫れば真壁クンだって……」

「そんなことありませんっ」

　わたしはきっぱり否定する。

「言い切れる？」

　しかし、鷹匠さんも面白がって崩しにかかる。

　もちろん、言い切れる。何せふたりは血を分けた姉弟。蓮見さんは突然できた弟を、紆う余よ曲きよく折せつあった分よけいにかわいいと思っていて、かなり甘々だけどちゃんとブレーキはかかる女の子だ。絶対にありえない。

　でも、それは鷹匠さんに言えないご家庭の事情だ。

「だって、あなたの自撮りにも興味を示さないんでしょ？　真面目なのよ」

「そうなのよねぇ」

　わたしがその根拠を鷹匠さんにあるかのように言えば、彼女はちょっと落ち込んだふうにうなずいた。

「まだ連絡先も交換してないから、ＳＮＳに出せないような秘蔵の写真をいきなり送りつけることもできないし」

「こら」

「やっぱり女の子は触れないとダメかなと思って放課後デートにも誘ってるんだけど、それもぜんぜん乗ってくれなくて……こうなったらもうふたりだけの撮影会しか──」

「ほんとにやめてね？」

　黙って聞いていれば次から次へと。

「瀧浪さん、早く戻ってきてー。ここ教えてー」

　と、そこに悲ひ愴そうな声が聞こえてきた。勉強の手が止まっていた子だ。どうやらわたしを待っていたらしい。

「ん！」

　と、鷹匠さんを睨みつければ、彼女はおどけたように肩をすくめて見せた。……いったいどこまで本気なのやら。わたしが静流を好きなのを知って、わざとやっているのだと思うけど。

　意外と油断ならない女の子が多い。

　これも静流が蓮見さんのお父様の血を引いているから？

　蓮見さんの気持ちが少しわかる気がした。
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　週明けの月曜日、放課後の図書室。

　その日、瀧たき浪なみ泪るい華かはなかなか姿を現さなかった。

　土曜日には僕と奏かな多た先輩を尾行するという決定的に不審な行動をとったものの、奏多先輩がとっとと帰ってしまった後は蓮はす見み先輩とともに僕と合流し、普通に南なん京きん町まちをぶらぶらしていた。変わった様子はなかったように思う。

　そして、日曜をはさんで今日──月曜日。

　このタイミングでいつもならやってくる時間になっても現れないのは、少し気になるところではある。とは言え、彼女はほぼ毎日この図書室に顔を出すが、逆に言えば言葉通り毎日ではない。その毎日ではない日が今日だっただけのこと。そう処理できないこともない。

　そのまま時間が過ぎていき、やがて午後六時五分前の予鈴が鳴った。勉強に集中していた生徒たちが、もうこんな時間かと各々帰り支度をはじめる。

「真ま壁かべ先輩、お疲れ様でーす」

　そう僕に声をかけてカウンターの前を通り過ぎようとしたのは、いつぞや瀧浪先輩にまんまと騙された新入生だった。

「お疲れ」

「あ、そう言えば、今日は瀧浪先輩きませんでしたね」

　だが、出入り口に向かおうとしていたその足が止まった。

「そりゃあテスト前だからね。家で勉強してるんだろ」

「俺、瀧浪先輩は真壁先輩目当てでここにきてると思ってるんですよね」

　まるで自分だけが知っている秘密を話すかのように、貸出カウンター越しにそんなことを言う。彼の向こうではほかの生徒たちがバラバラと帰りつつあった。

「だといいけどね。……そんなわけないだろ。早く帰れよ、新入生」

「うぃーっす」

　僕が追い払うように言えば、調子だけはよさそうな返事をし、体を出入り口のほうへと向けた。だが、次の一歩が出ない。

　いったいどうしたのかと思えば──彼の視線の先に瀧浪先輩がいた。

　彼は体を斜めにして僕に顔を寄せると、

「ほらほらー」

「かーえーれ」

　僕がやや低い声でそう言うと、彼は慌てて逃げるように出入り口へと向かう。

「瀧浪先輩、さようなら」

「ええ、さようなら」

　瀧浪先輩に挨拶をしてすれ違い、廊ろう下かへと消えていった。

　代わりに瀧浪先輩がカウンターにやってくる。

「こんにちは、真壁くん」

　いつもと変わらぬ嫋たおやかな微笑。

「壬み生ぶさんはきてる？」

「……」

　僕はすぐに返事ができなかった。

　最初は「見たらわかるだろ」とか「あの人がこない日はないよ」とか、咄とつ嗟さに言おうと思ったのだ。だが、ほとんどの生徒が帰ってしまって、それこそ奏多先輩が閲えつ覧らん席せきにいることは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。にも拘かかわらず、一度カウンターにきて僕に尋たずねるという工程をはさんだことに、何か意味があるような気がした。

　振り返ってみれば、瀧浪先輩から奏多先輩に話しかけたことはほとんどなかったように思う。もしかしたらこれが初めてかもしれない。こうしてワンクッションおいたのは、その緊張の表れ。或あるいは、心の準備といったところか。

「……あっちに」

「ありがとう」

　僕がわずかなタイムラグの後に答えれば、彼女は礼を言って閲覧席へと体を向けた。奏多先輩のほうへと歩いていく。僕もカウンターを出て後を追った。

「こんにちは、壬生さん」

「何か用？」

　脇に立って挨拶から入る瀧浪先輩と、帰り支度をする手を止めて彼女を見上げる奏多先輩。

「土曜日、あなたと静しず流るのことを見てたわ」

「そのようね」

　奏多先輩は薄く笑う。

「あれが普段のあなたたち？」

「平均値ね。尤もつとも、それを大きく外れた記憶はないわ」

　奏多先輩の言う通りだ。僕が高校に上がってからはだいたいあんなもの。目的があって出かけるからついてこいと奏多先輩が言い、僕が喜んでとばかりにおともをする。いわゆるデートのような色っぽいものになった例ためしはないし、反対に何かのきっかけでケンカになったこともない。

「そう」

　瀧浪先輩は納得する。

「あなたたちの今の関係はわかったわ」

　閲覧席では奏多先輩を除いた最後の生徒が帰ろうとしていた。三人集まっている僕たちを、いったい何ごとかといった表情で見ている。確かにただごとには見えないだろう。僕は軽く手を上げて応えた。「何でもない」と「お疲れさん」の両方の意味でのジェスチャーだ。特にカウンターに用件がある様子もなく帰っていったその生徒を見送った後、僕は再びふたりの先輩に向き直った。

「じゃあ、今度は昔のことをおしえて」

「昔のこと？」

　唐突な要求に奏多先輩が首を傾かしげる。

「ええ、そうよ。昔のことが知りたいの。あなたたちがどう出会って、毎日をどう過ごしていたのか」

「それは、どうして？」

　再度問うた。

　だが、それは質問というにはどこか挑戦的な響きをもっていた。おそらく奏多先輩はその文章通り問い返しているのではない。理由を言葉にして言ってみろと、瀧浪先輩を試しているのだ。

　瀧浪先輩は一瞬躊躇ためらった後、




「わたしは誰よりも静流の近くにいたいの」




　そうはっきりと口にした。

　先の土曜、奏多先輩は言った。『瀧浪は私が怖いのよ』と──。自分が知らない僕がいて、それを知っている奏多先輩がいることに不安を感じているのだとも言っていた。その言葉が真実を言い当てているなら、瀧浪先輩は過去の奏多先輩にこそ脅威を感じていることになる。

「別に話してもいいけど、そろそろ図書室が閉まる時間ね」

　そう言ってから、奏多先輩はこちらを見た。

「静流──」

　と、僕の名前を呼ぶが、しかし、それだけだった。

　これは何の間だろうかと思った次の瞬間、午後六時を告げるチャイムが鳴った。どうやら声と鐘の音が重なるから一旦話すのをやめたらしい。どうして時計も見ていないのに、秒単位の動きができるのだろうか。

　やがてチャイムが鳴り終わる。

「少しくらい閉めるのが遅くなっても大丈夫なの？」
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　それは言外に話してもいいかを聞いていた。

　もちろん、問題はない。むしろもっと早くに話すべきだったのかもしれないが、そうするには僕の『欠落』についても触れざるを得ず、躊躇われたのだ。しかし、その部分ももう明らかになっている。今さら足踏みする理由はない。

「いいですよ。言い訳は考えておきます。何かあったら口裏を合わせてください」

「図書委員の許可が下りたわね」

　奏多先輩は一度立ち上がると、片手で椅子を瀧浪先輩へと向けてから、再び腰を下ろした。背もたれに体をあずけ、腕と足を組む。その体勢で瀧浪先輩を見上げた。

　以前に制服の短いスカートでそういうことをしないでくれとお願いしたのだけどな。そう思いながら細くて長い足と短く詰めたスカートの裾との境界線あたりを見ていると、横に立つ瀧浪先輩に肘ひじで小突かれてしまった。女性とは男のこういう行動に鋭いもののようだ。

「座れば？」

「いいえ、このままでいいわ」

「そう」

　短いやり取り。奏多先輩は「まぁ、いいわ。どうせたいして長くなる話でもない」と、誰に聞かせるわけでもなくつぶやいた。

「出会った経緯は忘れたわ。それくらいありきたりの出会いよ。この先の話にも影響はない」

　奏多先輩はそんな出だしで話しはじめた。

「その当時すでに私は周りから避けられていたわ。そして、私と会った静流は怯おびえるという最も一般的な行動を選択した」

　そう。それが正しいと思ったから。でも、奏多先輩は言った。「そんなに怯えなくていい。いや、怯える振りをしなくていいと言うべきね」と。

「静流の特技と欠けているものは聞いていて？」

「ええ。特技は自分を含めた周りを俯ふ瞰かんで見ることができて、最適な行動ができること。わたしも同じことができるわ」

　故に瀧浪先輩は僕を指して『同類』と呼ぶ。

「でも、それに長たけすぎたせいで、自分の感情に自信がもてない」

「そうね。静流は『欠落』なんて呼んでいるけど、私に言わせればそんなに大仰なものではないわ。近いうちに治る」

　ふたりとも身近な人間とは言え、他人に自分を分析されるというのはなかなか奇妙な感覚だ。

「兎に角、静流はその特技のせいで誰と接するにしてもそつがなくて、気持ちが悪かったわ」

　ひどい言われようである。

　だけど、普通は誰も気にしない。何せ僕は最適な行動をとっている。それが自然なのだから違和感はないはずなのだ。先の例であれば、初対面の壬生奏多を前にして平然としているほうが不自然だろう。

「だから私は静流をそばにおくようにした」

「なぜ？」

　今度は瀧浪先輩が首を傾げる。

「心配だったからよ。静流は場を鳥ちよう瞰かんしているようで、肝心なときに自分を計算に入れない癖がある」

「そうね」

　心当たりがある瀧浪先輩が神しん妙みようにうなずいた。

　直なお井いが人目も気にせず僕を睨みつけたときと、僕の存在が瀧浪泪華のイメージダウンの原因になりかけたときだろう。僕としてはどちらもその時点での最適解をとったつもりだ。特に前者は今でもまちがいはなかったと思っている。

「言ってみれば、保護観察みたいなものよ。静流がバカなことをしでかさないようにね」

　そんなつもりで僕を近くに置いていたとは初耳だ。

「静流と出会って私が卒業するまでの二年間は、だいたい一緒にいたわ。家もさほど離れていなかったから、朝は私を迎えにきて一緒に学校へ行って、帰りは待ち伏せされて一緒に帰って。そこまでしろとは言わなかったはずなのだけど」

　奏多先輩は苦笑する。

「休日も一緒に過ごすことが多かったわ。あの時期にかぎって言えば、私は親よりも静流と一緒にいる時間のほうが長かった。私がこんな人間だから、親とうまくいっていないというのもあるけど。その代わり静流のお母様にはよくしてもらったわね」

　不意に亡くなった母が話題に上り、わずかに空気が重くなった。

　奏多先輩が自分で言ったように、彼女と彼女の両親との関係は良好には見えなかった。僕も数えるほどしかその姿を目にしておらず、娘の交遊関係には無関心な人たちだったようだ。そのせいか休みの日はうちにくることが多く、母は奏多先輩にも普通に接していた。

「こんなところかしらね。静流、補足はある？」

「いいえ、特には」

　問われて僕はそう答える。

「なら以上よ。瀧浪、参考になって？」

「……」

　だが、瀧浪先輩からは返事がない。

　その姿は戸惑っているようにも、躊躇っているようにも見えた。

「質問があれば聞くわ」

　奏多先輩もその雰囲気を感じ取ったのか、そう促す。

　瀧浪先輩が閉じていた口を開いた。かすかに「あ……」の発音。だが、すぐにまた閉じてしまった。

「いいえ、けっこうよ」

　言いながら首を横に振る。

「そう。じゃあ、私は帰るわ」

　奏多先輩はそれ以上追及しない。機会は与えたのだから、後は自己責任だと言わんばかり。彼女はすっと立ち上がると制鞄を摑み、瀧浪先輩と僕の横を抜けて図書室を出ていった。

　僕はその姿が見えなくなるまで見送る。ふと横を見れば、瀧浪先輩も同じように図書室の出入り口を見つめていた。

「わたしも帰るわ」

　やがて瀧浪先輩が口を開く。

「待ってくれ。僕も一緒に」

「そう。じゃあ、廊下で待ってるわ」

　そう言って微笑ほほえむと、彼女は廊下へと出ていった。
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　気持ちいつもより急ぎ気味で閉室作業を終わらせ──今、僕は瀧浪先輩と並んで学がく園えん都と市しの駅へと向かっていた。

「人に昔話を語られるというのも、あまり楽しいものじゃないな」

「そう？　なかなか興味深かったわよ」

　瀧浪先輩は小さく笑う。……他人事だと思って。

「それにしても、壬生さんのこと怖くなかったの？」

「まるっきり怖くなかったと言えば噓になるかな。中学二年にしてもう今と大差なかったからね」

　むしろ昔はもっと尖っていて、喧嘩上等の人だった。やりたいことができた今のほうが丸いくらいだ。

　それでもこの人は無闇やたらと周りに嚙みついて回る人ではないと感じたのだ。まぁ、ただ単に客観的に最適解を探す癖くせがついているせいで、そのあたりの感覚が麻ま痺ひしているだけかもしれないけど。

「それで言われるがまま女の尻にホイホイついていくことにしたの？」

「言い方に棘とげがあるよ」

　実に心外だ。

　あと、土曜日に蓮見先輩と激突したことを思い出すのでやめてほしい。……彼女には知る由もないことだが。

　実際、「お前、しばらく私のそばにいなさい」と言われ、わけがわからないままその通りにしたのは確かだ。そうこうしているうちに僕の『欠落』についても鋭く見抜かれてしまい、奏多先輩に打ち明けた。

　すると彼女はそれを鼻で笑い、言ったのだ。

『そのうち治る』

　と──。

　これまた意味がわからなかった。だが、これを機に壬生奏多という女性に興味をもち、本格的に彼女についていくことにしたのだ。

　と、そこであることに気がついた。




　かつて奏多先輩が言ったのは──『そのうち治る』。

　そして、先ほど言ったのが──『近いうちに治る』。




「……」

　何だろう、この差は。

　単なる時間経過による表現のちがいだろうか。それとも奏多先輩には何か見えているのか……？

「中学のころから壬生さんの服を選んであげてたの？」

「うん？」

　瀧浪先輩の声で思考から呼び戻される。

「ああ、そうなんだ。あの人は独特の感性の持ち主でね。服を選ばせて、それを着ることは相手を信頼し、心を許している証なんだそうだ」

「心を……」

　瀧浪先輩は不思議そうにつぶやく。

　その反応も当然だろう。僕もピンときていない。奏多先輩は表現者だから、普通の人間とはちがう感性、価値観をもっていると思うしかないだろう。或いは、他人のセンスに触れることで自分の感性を磨こうとしているのか。

「静流──」

　と、瀧浪先輩が僕を呼ぶ。

「あなた、もしかして下着まで選んであげてる？」

「……」

　僕は思わず黙ってしまった。

「あのね、静流、聞いてるわよ？　答えましょうね？」

　とても優しげな声だった。それだけに背筋が寒くなる。

「あー、うん。まぁ、そうかな……」

　僕は何とか核心を避けつつ、それだけを答えた。曖あい昧まいにすることに意味があるとは思えないが。

「やっぱり！」

「待て。服もそうだが、僕から申し出たことじゃない」

　声を荒らげる瀧浪先輩に、僕は慌てて言い返す。

　最初はトップスだけだった。そこから全身コーディネイトへ広がって、ついにはインナーにまで至った。当然拒否権はなく、しかも、必死で選んだ服のセンスが彼女の琴きん線せんに触れたようで、いたく気に入ったのだ。

「どうりでわたしのもさらっと選んだわけね」

「さらっとじゃないよ」

　こんなこと何回やったところで慣れるものじゃない。

「で、いったいどんなのを選んだの？」

「言えるか、そんなこと」

「い、言えないようなのを選んだの!?」

　いきなり瀧浪先輩は足を止め、詰め寄ってくる。

「はっ。まさか女王様みたいなの……」

「どんなのだよっ」

　奏多先輩は陰で女帝などと呼ばれているが、女王様は初めてだ。

　つき合ってられるかとばかりに僕は歩き出す。すぐに瀧浪先輩も並んだ。

「ねぇ、静流」

　しばらく歩いたところで、彼女が僕の名前を呼んだ。

　いつもの軽い調子ではない。

　どこか思い詰めたような感じがある。

「あなた──」

　だが、彼女の言葉は途中で途切れ、それっきり何も話さなかった。
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　その翌日。

　火曜日のことだ。

　昼休み、いつものように刈かる部べ景かげ光みつ、辺へ志し切きり桜さくらとともに昼食を食べた後、僕は飲みものを買いに教室を出た。暑さがいよいよ本格化したころ、蓮見先輩から水分補給用として冷たすぎない温度のお茶が入った水筒を持たされている。あの人はもともとアスリートなので、水分補給の重要性をよく知っているのだ。

　とは言え、それはあくまでも水分補給用。食後はやはりコーヒーなり紅茶なり、時には炭酸飲料を飲みたいという思いはある。

　今日は少し趣向を変えて、学食ではなく校舎と校舎をつなぐ連絡通路の自販機に行ってみることにした。

　だが、すぐに後悔する。……暑い。

　連絡通路はオープンな場所だ。上には渡り廊下があるだけで、あまり屋根としては機能していない。雨が斜めに降れば向こうに着くまでにびしょ濡れになる。しかも、運悪くこの時間、影は通路から離れた場所に落ちていた。

「とっとと買って帰るが吉、か」

　僕は意識的にそう口にする。

　刈部と辺志切さんはついてきてくれなかった。もともと辺志切さんはあまり動き回るタイプではなく、夏になってその傾向はいっそう強くなった。刈部もそれに合わせるようにして、登校前に食後のコーヒーを買ってくるようになった。飲むころにはとっくに温くなっているだろうに。

　さて、何を飲むか、と陽射しに焼かれながら考えていると、すっと横から手が伸びてきてボタンを連打しはじめた。誰だこんな愉快なことをするやつは。

　横を見れば、それは鷹たか匠じよう雅みやび先輩だった。

「さ、どうぞどうぞ、お金を入れてください。わたしはこれが好きです」

「後輩にたかろうとしないでください」

　なんて先輩だ。

「じゃあ、奢ってください」

　鷹匠先輩がくるりとこちらを向く。……それは言葉がちがうだけで、結局やっていることは同じだ。

「奢ってくれたらとっておきの自撮りの中からお好きな一枚を差し上げます」

「安くないですか!?」

「もちろん真壁クンだからこそ、このお値段でのご奉仕です」

　そう言って鷹匠先輩が意味ありげに微笑むと、彼女のチャームポイントであるタレ気味の目におっとりした雰囲気が合わさって、相変わらず妙な色気があった。

　しかも、この人は気に入った海外の制服を取り寄せては、少々扇情的なセルフィをＳＮＳにアップするという困った趣味があるのだ。その秘密を知っている人からはやめるように言われているが、これも自分の一面だと肯定した上で続けているらしい。

　とりあえず僕は助けを求めるため周りを見る。

　鷹匠先輩がいるということは、瀧浪先輩もいるはずなのだが──ああ、いた。なぜか少し離れたところで、こちらの様子を窺っていた。

「瀧浪先輩！」

　僕は彼女を呼ぶ。

　すると、自分はこちらを見ていたくせに、僕が瀧浪先輩を見つけたことには気がついていなかったようで、彼女は名前を呼ばれて驚いたように体を小さく跳ねさせた。

　こちらにやってくる。

「瀧浪先輩もこっちに買いにきたんですね」

「え、ええ……」

　瀧浪先輩が中心のグループは全員学食組だ。僕も母が亡くなった直後はしばらく学食通いで、いつも遠目にその姿を見ていた。よって彼女が食後に何か飲みものを求めるなら、学食の中の自販機がいちばん近いはずなのだ。

「そうなんですよ。瀧浪さんが今日はこっちがいいなんて言い出して」

　と、鷹匠先輩。

「それなのに真壁クンとばったり会うなんて、やっぱりふたりは通じ合って──」

「そ、そんなのじゃありませんっ」

　瀧浪先輩が慌ててその言葉を否定する。

「じゃあ、真壁クンとは何もないなら、わたしが取っちゃおうかなー？　……この前は浮気相手にどうですかって言って断られたけど、本命ならどうです？」

「はい？」

　僕の戸惑いをよそに、鷹匠先輩は艶つやっぽい笑みを浮かべながら距離を詰めてくる。

「今なら見えすぎてお蔵入りになった自撮りがついてきますよ？」

「鷹匠先輩」

　僕はかぶせ気味に発音する。

「あ、考えてくれました？」

「そんな写真で釣ろうとしなくても、鷹匠先輩ほどの女性なら腐るほど男が寄ってきますよ」

　直後、鷹匠先輩は目をぱちくりさせて驚いたような顔を見せていたが、やがてやわらかく微笑んだ。

「そんなことを言われたら、わたし真壁クンのこと好きになってしまいそうです」

　そして、少しだけ顔を赤くしてそう言う。

　それからすっと体を寄せてくると、口もとを掌てのひらで隠しながら囁いた。

「よかったらわたしの最高の一枚をもらってください。絶対にＳＮＳには出せないやつですよ？　なんとずり落ちたブラのところをよく見ると、薄いピンク色の──」

「瀧浪先輩ッ！」

　僕は鷹匠先輩の声をかき消す勢いで叫んだ。この問題発言と問題行動が服着て歩いているような人をどうにかしてくれ。

「はいはい、帰るわよ」

「え？　あ、ミ、ミルクティはー!?」

「学食で買います」

　ぴしゃりと言う瀧浪先輩。

「ほら、やっぱり真壁クンと──」

「ちがいます！」

　彼女は鷹匠先輩の腕を摑み、ずんずんときた道を戻っていく。

　そうして最後、校舎の中へ消えていくその瞬間、鷹匠先輩がこちらを振り返って手を振り、投げキスをしたのだった。
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　そんな昼休みを経て──放課後の図書室。

　今日も瀧浪先輩はいつもの時間になっても姿を見せなかった。

　尤も、昨日は閉室時間ギリギリに現れたので、今日もそうなのかもしれないし、或いは、今日こそは図書室にこないつもりなのかもしれない。

（昨日は普通だったけどな……）

　と、僕は思い返してみる。

　いきなり僕と奏多先輩の昔の話を聞かせろと言い出したときは驚いたが、帰りは僕が黙っていたことを鋭く見抜いたりもしていた。

（それに昼休みも……）

　何か引っかかった。

　いや、本当にそうだったか？　最初はやけに離れていたし、彼女とはほとんど話さなかったように思う。とは言え、それも終始鷹匠先輩が暴走していたからだと見えなくもない。

　加えて、なぜあんな場所の自販機を利用しようと思った？　昼休みには学食に足を運ぶことが多い僕を避けたかったのではないだろうか。

　引っかかるところは多いが、結局は待つよりほかになさそうだ。




　そうして閉室時間になっても彼女は現れなかった。

　つい先ほど午後六時五分前の予鈴が鳴り、閲覧席にいた生徒たちは帰り支度をはじめている。僕もカウンターの中で業務用端末の不要なアプリケーションを順に落としつつ、滑り込みで図書を借りにくる生徒に対応する。

　もう貸出も返却もなさそうなのを見て取ると、僕はカンターを出て奏多先輩のもとへと向かった。

「瀧浪、こなかったわね」

　意外なことに彼女のほうからそう切り出してきた。

「たまたまじゃないですか？」

「本当にそう思って？」

　奏多先輩は問うてくる。

「……まぁ、正直、気にはなりますね」

　何となくいつもの癖で気にしていない振りをしたが、ちょっと引っかかるタイミングではある。

「奏多先輩はどう思います？」

「失敗したかもしれないと思っている」

　さして考えることなく、奏多先輩はそう言った。

　つまりそれは、彼女もまた瀧浪先輩がこないことを気にしていて、その原因を考えていたということだろうか。

　それはさておき。

「失敗？　どういう意味です？」

「今のところ確証はないから、話す段階ではない」

「何ですか、それ」

　まるで推理小説の探偵役。曰いわく、「まだ証拠がそろっていないから話せない」。ああいうシーンでは「いや、いいから話せよ」と思っている読者も多いことだろう。

「『すべての物質は毒であり、毒でないものはない。容量が毒と薬をわけるのだ』」

　不意に奏多先輩はある一文を引用した。

「パラケルススでしたっけ？」

「そう。私は容量を間違えたのかもしれない」

　ただでさえ説明不足のところに、偉人の言葉を持ってこられてもなと思う。

　逆に奏多先輩が僕に問いかけてきた。

「お前はどう思っているの？」

「僕にわかるわけがないでしょう」

　物理的にこられない理由なら兎も角、これは瀧浪泪華の気持ちの問題だ。

「でしょうね」

　奏多先輩は小さく笑う。

「でも、お前はそれでいい」

「……」

　それはどういう意味だろうか？

「帰るわ」

　奏多先輩は椅子から立ち上がり、制鞄を手に取った。そうして図書室の出入り口へと歩いていく。

　彼女が見えなくなると同時に、いつものようにチャイムが鳴った。
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　その日の夕飯の席には蓮見氏の姿があった。

　メニューはカレーライスを中心にしてサラダ、コンソメスープといったもの。蓮見先輩には何やらカレーの煮込み時間に拘りがあるようで、おじさんの帰宅を待っての食事となったのだった。

　その食事の最中のこと。

「静流君、今度君のご実家に連絡を取りたいのだがね」

「え？　どうしてですか？」

　別に連絡を取られたら困るわけではなく、唐突な話で純粋に驚いてしまった。蓮見先輩もいったいどういう話の流れか気になる様子で、父親の次の言葉を待っている。

「君を預かるにあたって、まだ挨拶ができていないからな」

「それは僕のほうで伝えてありますが？」

　僕も本来はそれが筋なのだろうと思う。だが、祖父母が蓮見氏の存在を知らされていなかった点や、母とも疎遠になっていて、僕に至っては数えるほどしか会ったことがない点を考慮して、僕から状況を伝えて終わりにしてある。

「それに僕もそんなに長くいないかもしれませんし」

「え……？」

　と、声を上げたのは隣に座る蓮見先輩だ。

「そこは関係ないと思っているよ」

　そんな彼女の様子には気づかず、おじさんは答える。

「やはり一度ちゃんと挨拶をしておかないと」

「そうですか。わかりました」

　蓮見氏としては時間の長短ではないのだろう。先にも述べた通り、現時点ではいつまで厄やつ介かいになるか僕は決めていない。とっとと出ていけばいいが、長くなってから挨拶というのもおかしな話だ。

「ですが、なかなか難しい話になると思います」

「ほう。それはなぜだろう？」

　おじさんはそう問い返す。少し嬉しそうだ。僕の口からどんな意見が飛び出すのか、それを聞きたいのかもしれない。カレーのスプーンを置いて、コンソメスープの入った取っ手付きのカップに手を伸ばした。

「それは……」

　僕は思わず蓮見先輩を見る。彼女には聞かせにくい話になることがわかっていたからだ。

　蓮見先輩はじっと僕を見つめている。

「あたしのことは気にしなくていいから」

　蓮見先輩は怒ったようにそう言う。……なぜ機嫌が悪そうなのだろう？

　僕も一度スプーンを置いた。

「行けば当然、昔のことを話さなければならないでしょう。おじさんが頭を下げてすむ話ならいいのですが、母が妻子ある男性とつき合っていた点に触れることは避けられません。娘を亡くしたばかりの両親に聞かせる話ではないです」

　僕は一度子どもという立場を脇に置き、客観的な事実だけを述べる。

　実際には僕と蓮見先輩はひとつちがいなので、まだ彼女は生まれていなかった可能性はある。だけど、少なくとも既婚者でありながら交際していたと、初めて会ったときに蓮見氏は認めていた。

　おじさんが笑みを浮かべる。

「君は頭がいいな。紫し苑おんとはおおちがいだ」

「お父さんっ」

　蓮見先輩が怒ったように声を発した。

　もちろん、おじさんが言うようなことは決してない。成績は上位五人や十人には入っていないものの、最上位グループが定位置だ。それに比べれば僕は少し見劣りする。蓮見先輩にしたら心外だろう。

「確かにそこだと思う」

　蓮見氏は再び顔を引き締める。

「噓も方便で、ご両親を傷つけないよう当時は正しいつき合い方をしていたと言うのは簡単だ。だけど、そうすると私がしたことまで消えてしまう」

　蓮見氏の言う通りだ。これに関しては罪の軽重はあれど、どちらか一方だけを悪ものにするのは難しい。或いは、いっそ振り切ってしまって、蓮見氏を既婚者であることを隠して母に近づいた極悪人にするか、だ。

「私がしたことまで覆い隠すような噓は吐つきたくないな」

　結局のところ、蓮見氏は真面目なのだろう。まぁ、真面目なら浮気などしないという話もあるが、浅あさ羽ば先生が言うように『そのときにはそのときの事情があった』のかもしれない。

「すまないが、どう話すかは私が考えるよ」

「わかりました。とりあえず連絡先は調べておきます」

　今度母のスマートフォンを取りに真壁の家に帰ろう。母が亡くなったときも、そこから実家の電話番号を調べて連絡をした。ついでに蓮見先輩に貸すために士つかさ総そう一いち郎ろうの本も持って帰ってこよう。

「できればご住所も頼むよ」

「え？　会いにいくつもりですか？」

　僕は思わず聞き返す。

「ああ、もちろんだ。電話ですませることではないよ」

「あまりいい顔はされないと思いますが」

　そりゃあ大っぴらにできない関係を続けていて、子どもができたと知りつつ別れた男など歓迎はされないだろう。

　さすがに真面目すぎて心配になってきた。

「こういうのは男が育ての親のところに土下座に行って殴られるものと相場が決まっているのだよ」

　そう言っておじさんは可お笑かしそうに笑う。……いったいどこの相場なのだろう。それに僕は祖父母に育てられてはいない。

　それでも蓮見氏なりに筋を通そうとしていることはわかった。
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　午後九時過ぎ。

　部屋で勉強をしているとドアをノックされた。

「はい」

「静流、ちょっといい？」

　蓮見先輩の声だった。

　僕はキャスタ付きのチェアから立ち上がり、ドアを開けた。

「何ですか？」

「え？　あー、うん」

　蓮見先輩はなぜか目を泳がせる。何か話すことがあったから呼び出したのではないのだろうか。

「えっと……あ、そうだ。お父さん！　お父さん、びっくりしたわね。静流のところに挨拶に行くなんて」

「ああ、そのことですか。確かに驚きましたね」

　むりやり話題を見つけた感がすごいな。本題はこの次か。

「生き真ま面じ目めなのよね、あの人。まぁ、いいかげんな性格じゃ医者なんて務まらないだろうけど」

「そのことですが……さっきの件は蓮見先輩の前でする話じゃなかったですね。すみません。反省しています」

　父親の浮気とその相手の話なんて、聞いていて気持ちのいいものではないだろう。

「いいわよ、それくらい。気にしないで話せって言ったのはあたしなんだから」

「そうですけどね。……おじさんのこと、許したんですか？」

　蓮見先輩が我慢の限界に達しておじさんを引ひっ叩ぱたいたあの一件。直後こそぎくしゃくはしたものの、ギスギスはしていない。今ではそんなことがあったとは思えないほどに普通の父子家庭に見える。

　これは蓮見先輩が単純というよりは、おじさんを許したと考えるほうが自然だ。

「んー……」

　と、彼女は考える。たぶん頭の中を整理しているのだろう。

「そもそもあたしが許す許さないじゃないと思うのよね。それは死んだお母さんが決めること。あたしはお父さんをお母さんに謝らせるところで終わりよ」

「そうですか」

　僕がそう答えた直後、蓮見先輩に半眼で睨にらまれた。

「あんた、なに笑ってんのよ」

「いえ、別に」

　そんな顔をしていたのか。それはよくないな。

「まぁ、いいわ。それよりさ──あんた、また何かあった？」

「え？」

　いきなりそう問われ、僕は驚いてしまった。

　前にもここで蓮見先輩と同じようなやり取りをしたが、あのときは直井恭きよう兵へいとのことで悩んでいた。しかし、今回は自覚がない。

「何か考えごとをしながら帰ってきたみたいだったからさ」

「……」

　自覚はないが、心当たりはある。瀧浪先輩が図書室に顔を出さなかったこともそうだし、奏多先輩が帰り際に残した『お前はそれでいい』という言葉も気になっている。

　そして、どうやらこの度の本題はこれのようだ。

「少し気がかりなことがあります」

　僕はそう正直に告げた。

「あたしで力になれること？」

「いえ、まだそうと決まったわけじゃないので」

　実際のところ、状況は動き出してもいない。明日、普段と変わらない調子で瀧浪先輩がひょっこり顔を出せば、状況は発生すらしていなかったことになる。蓮見先輩に相談するしない以前の問題だ。

「そう。わかった。何かあれば──」

「わかってます。手に負えなくなったら相談します」

　僕は先回りして言う。

　蓮見先輩はこういう人だ。世話焼きな性格だから、困っていそうな人を見るとつい手を差し延べたくなるのだ。

「ん。ならいいわ」

「ありがとうございます。……話がそれだけなら僕はこれで」

　僕は部屋の中に戻ろうとする。

「し、静流っ」

「はい？　まだ何か？」

　だが、呼び止められた。

「えっと、あのさ……」

　と、そこまで言って、蓮見先輩の声が途切れる。僕は続く言葉を待った。

「ごめん。やっぱいいわ」

　結局、彼女は何も言うことなく、自分の部屋へと帰っていったのだった。

　ひとつめはただの雑談。ふたつめが本題。さすがに蓮見先輩もみっつめの話題は不要だと思ったのかもしれない。
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「では、先に出ます」

　翌日の水曜日は、いつも通りの朝だった。

　ひと足早くおじさんが家を出て、僕と蓮見先輩だけでの朝食。それが終わるとふたりで協力して食事の後片づけなどの雑事をこなし、そうして登校時間となった。

　制服に着替え、制鞄を持って二階から下りてくると、僕よりもさらに早く準備をすませた蓮見先輩がいつも通りソファで本を読んでいた。読むものが尽きる前に約束の本を取りにいかねばと思う。

　蓮見先輩がぱたんと本を閉じた。




「じゃあ、行こっか」




「は!?」

　僕の口から素すっ頓とん狂きような声が飛び出した。

　どうやらぜんぜんいつも通りではなかったようだ。

「一緒に行くつもりですか!?」

「な、何よ。悪い？」

　僕の驚き方が尋常じゃなかったせいか、蓮見先輩がたじろいでいた。

「いや、いい悪いじゃなくてですね。おかしいでしょう、僕と蓮見先輩が並んで歩いてたら。基本接点ないんですよ」

「そうでもないわよ。何だかんだで学校でもちょこちょこ話してるから。顔を合わせたら話をするくらいの仲なんだろうとは思われてるわね」

「……」

　いつの間にそんなことに。……まぁ、確かに学食なんかでばったり会えば話をしているものな。

「大丈夫よ。このへんには茜う台ちの生徒はいないはずだから。駅まで行けばいくらでも誤魔化せるわ」

　確かに駅や電車の中なら、知り合いに見つかったとしてもばったり会っただけと噓が通る。家から一緒に出てくるところさえ見られなければ問題ないのだが、

「ドアを開けたら椎しい葉ば先輩が立ってたりして」

「あんた、怖いこと言うんじゃないわよ……」

　僕の冗談に、蓮見先輩がわりと本気で顔を引ひき攣つらせていた。

　あのはしっこい椎葉茜あかね先輩ならやりかねない怖さがある。まぁ、あの人もあれで四人姉弟の長女らしく、意外としっかりものだという話だ。さすがにそんな奇行はしないだろう。

「ほら、行くわよ」

「やっぱり行くんですね」

　リビングの出入り口に立つ蓮見先輩に促され、僕も諦めて歩き出した。

　廊下を抜けて玄関へ。そこでそれぞれ学校指定の革靴とローファーに履き替える。そうして蓮見先輩がドアレバーに手をかけて──ぴたりと動きを止めた。

「いないわよね？」

「まさか」

　謎の緊張が走る。

　どうも僕が不用意なことを言ったせいで、彼女の中で椎葉先輩が行動予測不能の生きものになってしまい、しかも、それが僕にまで伝播したようだ。

　蓮見先輩が意を決して玄関ドアを開けるが、当然そこには気まぐれを起こした椎葉先輩が出待ちをしているはずもなく。

　ほっと安あん堵どして僕らは名みよう谷だにの駅へ向かって歩き出した。




「何で一緒に行こうと思ったんです？」

　道すがら僕は問う。

「い、いいでしょ、そんなの。だいたいあたしたちこれでも姉弟なんだから、短い高校生活の中で一度くらいこういうのがあってもおかしくないでしょうが」

「確かにそうですが、事実と世間の認識に大きなズレが──」

「あー、もう、うるさいうるさいうるさいっ」

　僕の発音にかぶせて、蓮見先輩は鬱うつ陶とうしそうに言う。

「あんたもたいがい往生際が悪いわね。こんなナイスバディのお姉様と並んで歩けるのに、いったい何が不満なわけ？」

「それ、時々言ってますけど、恥ずかしくないですか？」

　実際、グラビアアイドル顔負けのスタイルなのでまぎれもない事実ではあるが、自分で言うことではないと思う。

「い、いつも勢いで言ってるのよ。冷静に聞かないで」

　蓮見先輩は顔を赤くしながら口を尖らせる。

　結局、この行動に何の意味があるのかは聞けずじまいだった。




　程なくして名谷に着き──僕は周りを見回してみるが、茜台高校を含めた様々な制服の高校生の中に直井恭兵の姿は見つからなかった。いれば蓮見先輩を押しつけてしまうつもりだったのだが。こんなときにかぎって会えないとは、僕と直井、どちらの運の悪さによるものか。

　改札を通ってホームに下りる。程なくして電車が滑り込んできた。

　この駅の乗降客は多い。大型ショッピングセンターの須す磨まパティオがあり、ここを始発とする路線バスが多いせいもあるのだろう。一日の利用客は、西せい神しん・山やま手て線せんの駅では三宮に次いで第二位だ。

　電車のドアが開き、客が吐き出される。

　直後、中から声が聞こえた。

「わ、待って待って。お、降り、降り……ません。わあっ」

　しかし、その言葉とは裏腹に転がり出てきたのは、茜台高校の制服を着た小柄な女子生徒。椎葉先輩だった。どうやら降りる客の波に巻き込まれたようだ。

　まさか本当にドアを開けたら椎葉先輩がいるとは思わなかった。よろけるようにして出てきたので、僕は咄嗟に受け止める。

「あ、す、すみませんっ」

「大丈夫ですか、椎葉先輩」

「ん？　その声は……？」

　彼女は人にぶつかってしまったと思ったのだろう。相手の顔も見ず反射的に謝って、僕の声を聞いてからようやく顔見知りだと気づいたようだ。

「図書委員くん！」

「おはようございます、椎葉先輩」

　僕の腕の中におさまったまま見上げてくる彼女に、僕は挨拶をする。

「とりあえず乗りませんか？」

「あ、そだね」




　大きな荷物は背負わず体の前で持つようお願いするアナウンスが車内に流れる中、

「やー、これは楽でいいね」

　椎葉先輩はこちらに背を向けるかたちで、僕の体の前面に貼りつくようにして立っていた。至極ご満まん悦えつな様子だ。

「何ですか、この体勢」

「満員電車対策？」

　なぜか椎葉先輩は疑問形。

　確かに僕の体にすっぽりおさまっているので、混み合った車内でもかなり人との接触は避けられるだろう。僕と接触しっぱなしという大きな問題はあるが。

「図書委員くん、明日も新しん長なが田たまで戻ってきてよ。毎日一緒に行こうよ」

「いや、改札を出なくても不正乗車のはずですからね、それ」

　椎葉先輩も最寄り駅は新長田なのか。僕が真壁の家から通っていたら可能だったかもしれない。そんな無茶なお願いをするくらい彼女にとって満員電車は切実な問題のようだ。毎日苦労しているのだろうな。

「あんた、いつまでくっついてんのよ!?　もうそんな状況じゃないでしょうがっ」

　今まで苛々した様子でこちらを見ていた蓮見先輩が、がーっと吠える。

　彼女の言う通りだ。この時間の名谷は乗る客より降りる客のほうが多いようで、この駅を境に車内の混雑具合は比較的軽くなる。満員電車に揉みくちゃにされた挙げ句、降りる客の波に流されるような事態はまずない。

「もぅ、図書委員くんのことになるとすぐに怒るんだから」

　椎葉先輩は口を尖らせる。

「よかったら代わろうか？　あ、紫苑ちゃんだったら向かい合わせのほうが──」

「やめてっ」

「やめてくださいっ」

　直後、僕と蓮見先輩が同時に叫んでいた。

「え？　な、なに、ふたりそろってその反応……？」

　わけがわからない椎葉先輩は目をぱちくりさせる。

「いいのよ、あんたは知らなくても」

「そ、そう？」

　僕と蓮見先輩には満員電車という場所に忘れたい過去があるのである。

「ほら、もういいでしょう。離れてください」

　僕は椎葉先輩を優しく押して、蓮見先輩のほうへ追いやった。

　小さくて子どもっぽくてかわいらしくても年上の女性なので、こちらとしてもあまり心臓によろしくない。加えて言えば、蓮見先輩の機嫌が悪そうなのも精神衛生上よろしくなかった。

「それにしても、紫苑ちゃんと図書委員くんが仲よく一緒にいるとはねぇ」

　椎葉先輩はにやにやしながら蓮見先輩を見る。

「何を勘繰ってるのか知らないけど、たまたま会っただけだからね」

「へえぇ」

　どうも椎葉先輩は信じていない様子。

「たまたまですよ」

　今度は僕が横から口をはさむ。

「事前に蓮見先輩がどの電車に乗るか調べておいてからの『たまたま』です」

「え？　あ、そうなんだ。やったね、紫苑ちゃん」

　椎葉先輩はそう言って蓮見先輩に笑いかけてみせてから、再び僕のほうへ顔を向ける。

「夏休みはね、プールか海に行くといいよ。すっごいから」

「……」

　それだけは絶対に避けたいところだ。

「真壁くん、話をややこしくするのはやめてくれるかなー？」

　蓮見先輩がにっこり笑いながら言う。これは怖い。

　だが、一拍おいてから彼女は深々とため息を吐いたのだった。

「茜にはそろそろ話しとくわ」

「あ、そうしますか」

　つまりは僕と彼女の関係を話すということで、蓮見先輩にとって椎葉先輩は、直井同様それをおしえてもいい相手ということだ。まぁ、これ以上いじられるのも鬱陶しいだろうし。

「え？　何のこと？」

「今度話すから」

　蓮見先輩は面倒くさそうにそう一いつ蹴しゆうした。
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　近年稀まれにみるバタバタした登校を経て、昼休みとなった。

　いつも通り刈部、辺志切さんとともに弁当を食べ、昼休みも半分以上が過ぎたころ、僕はふたりに断って教室を出た。

　目指すは三年生の教室が集まる一角。

　もちろん、その中の瀧浪先輩のクラスだ。

　僕は早々に待つことをやめにしたのだ。彼女は昼食を学生食堂で食べる。過去、学食で瀧浪先輩の姿を見かけた時間、反対に見かけなかった時間からして、もう教室に戻っているころだろう。

「すみません。図書委員ですが、瀧浪先輩はいらっしゃいますか？」

　辿り着いた教室の前で女子生徒をひとり捕まえ、聞いてみる。

「瀧浪先輩から返却された図書に、私物と思われる栞しおりが挟まっていたので確認してもらおうと思いまして」

「え？　あ、そうなんだ。ちょっと待ってて」

　こちらが一気に用件まで言ってしまうと、彼女は特に何か質問をしてくることもなく教室の中に消えていった。

　程なくして瀧浪先輩が姿を現す。

「こんにちは、瀧浪先輩」

「ええ、こんにちは」

　彼女は挨拶に応えながら、嫋やかな笑みを見せた。

　それは我が茜台高校が誇る美少女の双璧のひとり、瀧浪泪華の笑みで、普段と変わらぬものに見えた。

「どうかしたの、真壁くん。わざわざ教室まで訪ねてくるなんて」

　もちろん、栞云々の話は用意しておいた噓で、瀧浪先輩もそれが本当だと思うほど察しは悪くない。尤も、先の女子生徒が図書委員の来訪を告げただけで、用件まで伝えなかった可能性もあるが。

「昨日、図書室にこなかったのでどうしたのかなと思ったもので」

「心配してくれたの？　嬉しい」

　瀧浪先輩は言葉通り嬉しそうに笑顔を見せた。

　僕は廊下の窓にもたれ、問う。

「何かあったのか？」

「別に？　何もないわ。たまたま寄らなかっただけ。今までもそうだったじゃない。珍しいことじゃないでしょう？」

　彼女の言う通りだし、自分でも何度かそう思った。ある意味伝家の宝刀だ。こう言われてしまえば、こちらはもうこれ以上の追及はできなくなる。

　通りかかった二人組の女子生徒が、僕と瀧浪先輩という組み合わせが珍しかったのか、こちらを見ながら通り過ぎようとしていた。その彼女たちに瀧浪先輩は手を振る。知り合いだろうか？　尤も、瀧浪先輩なら顔見知りじゃない生徒にも同じことをするのだろうが。

　こちらに向き直る。

「強しいて言えば、作戦かしら」

「作戦？」

　瀧浪先輩が妙なことを言い出したので、僕は鸚鵡おうむ返がえしに聞き返した。

「いきなりわたしがこなくなったら気になるでしょう？」

「……」

　彼女がしれっとそんなことを言うので、僕は呆れて言葉が出なかった。

「どうだった？」

　そして、今度はいたずらっぽく問う。

「ま、昼休みに口実を作って会いにくる程度には、ね」

「あら、びっくり。今日の真壁くんは素直」

　目を丸くする瀧浪先輩。

「そりゃあ僕にとって瀧浪先輩は特別だからね」




「壬生さんよりも？」




「……」

　不意打ちのような問いかけに、僕は何も言えなくなった。

　窓にもたれた姿勢のまま瀧浪先輩を見る。彼女も僕を見ていた。真剣な表情だ。

　しばし僕らは見つめ合う。

　まるで睨み合いのように黙って視線をぶつけ合う僕たちの横を、何人かの生徒が何ごとかとこちらを見ながら通っていった。

「冗談よ」

　やがて瀧浪先輩が笑顔を見せた。

「仕事とわたし、どっちが大事なの、なんてことを言う女じゃないつもりよ。……じゃあね、真壁くん」

「今日はくるのか？」

　教室の中に戻ろうとする彼女を呼び止め、聞く。

「そうね。今日は寄っていくわ」

　笑顔でそう答えると、瀧浪先輩はドアの向こうに消えていった。

　彼女は最後まで僕を『真壁くん』と呼び、『静流』とは一度も呼ばなかった。美しく聡そう明めいで、お淑しとやかな表の顔のまま。

　ここがたくさんの生徒が行き交う廊下だから？

　確かに昼休みの廊下は解放感に満ち、賑にぎやかだ。だが、逆によほど近くまで寄り、立ち止まって耳を欹そばだてないかぎり会話は聞き取れない。意外と密談に向いていることは瀧浪先輩もわかっているはずだ。

　そして、朧おぼろ気げながら彼女が図書室にこなかった理由が見えてきた気がする。

　収穫はあった。




　その日、瀧浪泪華は放課後の図書室に現れなかった。

　僕は心のどこかで、何となくこうなる気がしていたように思う。
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　木曜日を経て、金曜日となった。

　昨日も瀧浪先輩は放課後の図書室にこなかった。水曜日から二日連続。昨日に至っては日中にも顔を合わせていない。

　さてどうしたものか。

　今朝は蓮見先輩に、いつぞやのように少し早めに弁当を用意してもらい、それを持って家を出た。瀧浪先輩に会えることを期待しての行動だったのだが、世の中そううまくはいかないようにできているらしい。彼女の姿はどこにもなかった。

　いつもより早く家を出れば、いつもより早く学校に着く。まだ半分もクラスメイトがきていない教室に入り、自分の席に制鞄を置いた。

　どうしたものか──と、改めて考える。

　現状、漠ばく然ぜんと問題点は見えている。解決策は漠然とも見えないが。

「おはよう、みんな！」

　まずは漠然とした問題点をよりはっきりさせるべく考えをまとめようとしたとき、教室内に張りのある声が響いた。対象を決めない、クラス中に向けた挨拶。こんなことができるのは何人もいない。

　入ってきたのは直井恭兵だった。

　彼に向けていくつもの挨拶が返される。だが、僕は遠慮しておこう。距離が遠い。こんなところから大声で挨拶を飛ばすようなガラではない。

「早いな、真壁。もうきてたのか」

　その直井がなぜか僕のところにやってきた。

「やあ、おはよう」

「おはよう」

　改めて僕たちの間で挨拶が交わされる。

「ちょっとした気まぐれでね。早くきてみたんだ」

「何かあったのか？」

　直井は隣の席の机に尻を置きながら尋ねる。

「どうして？」

　僕も間かん髪はつを容いれず聞いてきた彼を見上げ、首を傾げた。

「真壁は真面目だから時間にきっちりしてる。その君がいつもとちがうことをしたんだ。何かあると思うのが当然だろう」

　そんなものだろうかと考えてみたが、実際僕も瀧浪先輩が自分より二、三本早い電車に乗っているらしいことを知っていたから、今日は淡い期待を抱いた。人間誰しも周りの人間の行動を何となく把握しているものなのかもしれない。

「で、何か悩みか？」

「週明けの期末テストについてちょっと、ね」

「真壁は噓が下手だな」

　直井は可お笑かしそうに笑う。

「教科書も開かずテストの悩み？　まさか真壁が、高校の数学が将来なんの役に立つんだ、なんて悩んでるわけじゃないだろう？」

　その通りだ。テスト前のこの時期にそんなことを考えているやつらは、単に現実から逃避したいだけの連中だ。そんな暇があれば、僕ならまずは勉強する。

「テスト以外の悩みか」

「まぁね」

「大変だな、この時期に」

　直井は苦笑する。もちろん、そこには嫌味っぽさの欠片かけらもない。

「俺さ、けっこうトラブルが好きなんだよな」

　彼なら力になるくらいのことは言ってくるかと思いきや、意外なことを言い出した。

「なかなか不穏な発言だね」

「ちがうよ、そうじゃない」

　直井はまた笑う。

「問題に直面したら、それを自分の力で解決するのが好きなんだ。試されてる気がするんだよな」

「なるほど」

　きっと彼なら快かい刀とう乱らん麻まを断つが如く、立ちはだかる問題をバッタバッタと薙ぎ払っていくのだろう。

「反対に自分で解決できない問題はきらいだな。そこに問題があるのに人任せ、成り行き任せが性に合わない」

　この場合の『自分で解決できない問題』というのは、己に力があっても解決できない種類のものを指すのだろうな。彼自身の能力が高いだけに、時間だけが解決する問題や誰かが動き出すのを待つしかない問題はもどかしいにちがいない。

「真壁の悩みってどっちなんだ？　自分で解決できる悩みか？」

「たぶんね」

　まだうまく問題点を捉えられていないが、人任せや時間が解決してくれる類いのものでもないことは確かだ。

「じゃあ、大丈夫だ」

「僕は直井じゃないよ」

　それに問題を解決することに喜びを感じるような強い人間でもない。

「だったら俺を頼ってくれ。いつでも力になるから」

　なるほど。直井恭兵のように問題を鮮やかに解決できないのなら、その直井恭兵の力を借りればいいわけか。一理ある。

「直井君、おはよー！」

　不意に教室中に響き渡ったのは女の子の声だった。

　僕と直井がそろってそちらを見れば、新しん堂どうアリサの姿があった。ほかにも直井グループのメンバーや新堂さんの取り巻きもいる。僕たちが話をしている間に登校してきていたらしい。

「テストの後にみんなで遊びにいく話、決めるからー」

　彼女は続けて叫ぶ。こっちにくる気はなく、直井を呼び戻したいようだ。

「わかった！」

　直井も振り返り、答える。

「まぁ、真壁なら大丈夫だな。力になってくれる人が多そうだ」

　そして、話を締めるためなのか、少し早口でそう言った。

「直井だってそうだろ」

「もちろん多いよ。でも、俺を利用したいやつらも多い。俺はスペックが高いから、装飾品のようにつれて歩きたがるんだ」

　確かにそうだろう。友達に直井がいれば自慢できる。彼氏にできようものなら羨せん望ぼうの眼まな差ざしを一身に浴びること間違いなしだ。

　それは兎も角。

「いいのか、そんなこと口にして？」

　高スペック人間だという自覚もなかなかのものだ。

「真壁にはみっともないところを見せてるからな。本音で話すさ。それに今、俺の周りにいるやつらはみんないいやつばかりだ」

　確かに直井は前より一歩こちらに踏み込んでくるようになったし、心の内を見せるようにもなった気がする。恰かつ好こうをつけなくなったというのだろうか。以前は僕のことも『お前』だった。

「直井君！」

　再び新堂さんが直井を呼ぶ。

　戻ってきてくれないから苛々しているようだ。

「やれやれ」

　直井もそんな雰囲気を察したのか、苦笑いをしながらようやく尻を机から離した。

「じゃあ、また」

「ああ」

　そうして直井は自分のグループに戻っていった。
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　昼休みになり、涼を取るため飲みものを買いに学食へ行く。

　やや遅めの時間。

　たぶん瀧浪先輩たちはもう教室に戻っているはずだ。彼女は僕を避けている。であればエンカウントは避けたほうがいいだろう。そう思ってこの時間にした。

　だが、相変わらず世の中うまくいかないものらしい。

　会いたいときには会えず、会わないほうがいいと思っているときにかぎって会ってしまう。

　視線の先に学食が見えてきたとき、そこから瀧浪先輩のグループが出てきたのだ。

　瀧浪先輩は僕に気がつくと、自信なさそうにすっと目を逸らす。

「……」

　かすかに、胸が締めつけられるような思いがした。

　瀧浪先輩の横にいた鷹匠先輩が、そんな彼女の様子には気づかず、楽しげに肘で小突いた。また何かよけいなことを言っているのだろう。

　だが、そのまま僕らは言葉もなくすれちがった。

「っ……！」

　また、胸が苦しくなった。




　学食に入り、隅の自販機コーナーに行く。

　硬貨を握って何を飲もうか考えていたとき、横から手が伸びてきてボタンのひとつをダカダカ連打しはじめた。

「……」

　僕は大きなため息を吐いた

　まぁ、いい。先行投資だ。そう思って硬貨を放り込むと、ボタンの押下に反応してミルクティが転がり落ちてきた。

「ごちそうさまです」

　唄うたうようにそう言った彼女──鷹匠先輩は、取り出し口からペットボトルを摑み上げると、それを顔の横に持ってきて嬉しそうに笑った。

　続けて僕も同じものを買う。

　そうしてから僕らは学食前の廊下に出た。

「このお礼をしなくてはいけませんね。今度好みの制服で放課後デートしてあげます。写真を見み繕つくろっておきますので、お好きなのを選んでください」

「それ、普通の写真なんでしょうね？」

「まさか。ＳＮＳに載せる用なので、えっちなのばかりです」

　鷹匠先輩はしれっとそう言ってのける。

「いかがわしい店の指名じゃないんですから」

「おや？　いかがわしいお店のシステムに詳しいので？」

「いえ、めちゃくちゃイメージで言ってます」

　そんなもの知っているわけがない。

「で、わざわざ戻ってきたんですか？」

　それぞれミルクティのキャップを開け、喉を潤したところで僕は改めて尋ねる。

「はい。どうも様子がおかしかったもので」

「瀧浪先輩は？　何か言ってました？」

「見ての通り、わたしひとりです。あまり真壁クンをからかって困らせないようにって。ついてきませんでした」

　もしかしたら鷹匠先輩なりに瀧浪先輩を試したのかもしれない。

「おふたりケンカでもしたんですか？」

「ケンカも何も、そもそも僕たちは──」

　僕の言葉が途切れる。鷹匠先輩がにこにこと笑っていたからだ。怖くはない。でも、有無を言わせぬ何かがあった。

　そろそろ潮時か。

「……実は瀧浪先輩から告白されました。もちろん、僕も彼女のことが好きで、その気持ちに応えました。今は彼女とつき合ってます」

　とは言っても、まだ日が浅いのでそれらしいことは何もないが。

「まぁ！　そうなんですね。そんな大変な秘密、話してくれて嬉しいです」

「よく言いますね」

　無言のプレッシャーをかけてきたくせに。それに薄々勘づいていたはずだ。

「でも、さっきはちょっと変な感じでしたね」

　そりゃあつき合っているのに校内で会っても話をしないどころか、目を逸らして黙って通り過ぎていたら、当然そう思うだろう。

「教室での様子はどうですか？」

「そういう目で見ていないから何とも言えませんが、普通に見えますね」

「そうですか。こっちはもう二日連続で図書室にきてません」

　僕がそう言った直後だった。

「あ……」

　鷹匠先輩が何かを思い出したように発音した。

「どうかしました？」

「ひとつおかしなことがありますね。……昨日も一昨日も、放課後みんなで教室に残って勉強をしていたんですよ。テストも近いですし、瀧浪さんは教えるのがうまいですから」

「そうですね」

　僕も見てもらったことがあるのでそれは実感している。

「それで五時半くらいになったら、図書室に寄って帰ると言って先に教室を出ました」

「……」

　それは確かにおかしいな。

「そうですか……」

　僕は普段の倍の時間をかけて、その言葉を紡いだ。

　つまり瀧浪先輩は、放課後の教室でいつもの時間を過ごしつつ、そもそもその気がなかったのか急に気が変わったのかはわからないが、結果的に図書室には寄らずに帰ったということになる。

「また何かあったらおしえてください」

「わかりました。連絡用にわたしのＳＮＳのアカウントをおしえておきますね」

「何でですか!?　普通にチャットにしてください」

　新手の押し売りみたいな人だな。
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　やはり今日も放課後の図書室に瀧浪先輩は現れなかった。

　そして、夜。

　夕食はおじさんも含めて三人で食べ、食後の後片づけは僕の役目だった。食器は軽く洗ってから食洗器へ。調理器具は機械任せにできないから、自分の手で洗う。

　それが終わって食洗器の稼働音を背中に聞きながらリビングに戻ると、蓮見氏がまた紙の束を見ていた。蓮見先輩はテレビのリモコンを片手に、面白い番組はないかとチャンネルをザッピングしている。

「前から気になっていたんですが、それは何を読んでいるんですか？」

「これか？　論文のコピーだよ」

　そう言っておじさんはローテーブルの上にあった紙束のひとつを僕に差し出してきた。百ひやく聞ぶんは一いつ見けんに如しかず。実物を見てみろということらしい。

「君がまだ小さいころ、世界的に感染症が流行ったことがあっただろう？　あのころに発表された論文に興味があってね」

　ということは、最新の研究を調べているわけではなく、趣味で読んでいるのか。

「ああ、これが文献の複写というやつですか」

「高校生で知っているとは珍しいな」

「いえ、知識だけですよ。見るのは初めてです」

　パラパラとめくってみれば、すべて英語で書かれていた。グラフなどの図表もある。知らない単語が多すぎて欠片も読めないが、蓮見氏の言う通り感染症関係の論文なのだろう。

　大学や市町村の図書館にはＩＬＬ（Inter-Library Loan）と呼ばれる、図書館同士で所蔵資料の貸し借りをするシステムがあるのだそうだ。ひとつの図書館でありとあらゆる本をそろえることができないのは当然のこと。あれば便利だがあまり利用がない資料なら必要なときに所蔵している図書館に借りればいい、という発想のようだ。

　学術論文も同じ。読みたい論文が掲載された雑誌が利用している図書館になければ、持っているところからそのコピーを送ってもらう。

　しかも、貸し借りは県や自治体、時には国境を越えて可能なので、事実上読めない本や学術論文はないことになる。

　それが図書館ネットワークというものだと聞いている。

「君も大学に行ってちゃんと勉強をするなら、こうやっていろんな論文に目を通すようになるだろうな」

「そうですね」

　それどころか大学を卒業した後も、職業によっては最新の研究について理解するため、日々新しい論文を読まなくてはいけないかもしれない。

「進みたい学部や大学は決まっているのかね？」

「いえ、まだです」

　僕は論文のコピーをテーブルの上に置きながら答えた。

「そうか。決まったら遠慮なく言ってくれ。経済的なことは気にしなくていい。私学だろうが遠くの大学だろうが、君のやりたいことをさせてやれる力はちゃんとある」

　蓮見氏は自信満々の顔で言う。

「ただ、相談は向いてないな。君くらいの歳には、私はもうとっくに医学バカだったからね。相談なら、そうだな……紫苑、お前が乗ってあげなさい」

「え……？」

　いつの間にかじっとこちらを見ていた蓮見先輩が、自分の名前を呼ばれてはっと我に返った。

「あ、うん、わかった」

　蓮見先輩がそう答えると、おじさんは満足げにうなずいた。

　弟の相談に乗る姉──つくづく彼はこういう絵に描いたような姉弟像が好きなんだなと思う。

「じゃあ、そのときはよろしくお願いします」

　僕も話を合わせてそう言うが、たぶん相談することはない気がする。これは蓮見先輩があてにならないとか頼りないとかではなくて、ひとつしか歳のちがわない彼女にそんな余裕があるのかという問題だ。蓮見先輩が受験勉強を経て、大学に合格すれば経験から何か語れるのかもしれないけれど。

「部屋に戻ります。来週はもうテストなので」

「そうか」

　おじさんはまた満足そうにうなずく。

「あ、あたしも」

　蓮見先輩がどこか慌てたようにソファから立ち上がり──僕たちはふたり連なって二階に上がった。

「やっぱさ──」

　部屋のドアレバーに手をかけたところで、蓮見先輩が切り出してきた。

「男ってひとり暮らししたいものなの？」

「唐突ですね」

「い、いいでしょ」

　蓮見先輩が口を尖らせる。

「そうですね。したいというよりは、いつまでも親もとにいるのは恥ずかしいという思いはありますね。それに僕は──」

「あ？」

　いきなり威嚇するような声を出され、僕は続く言葉を飲み込む。

　僕はこの家の人間ではないから、早くここを出るべき──と言おうとしたのだが、眉根を寄せた蓮見先輩に睨まれ、制されてしまった。どうも彼女はこういうのがきらいらしい。

「まぁ、僕はこの兵庫という土地が好きですから」

「そうなの？」

　蓮見先輩がきょとんとする。今まで一度も言ったことがないのだから、そんな顔にもなるだろう。

「はい。兵庫県ってなにげに日本海と瀬戸内海に接してるから、なくなると本州が分断されるんですよね。兵庫県舐めるなと」

「いや、あんたの好きポイントがわからんわ」

　そして、今度は呆れる。

「それから南京町広場の十二支像にパンダが交じって十三体になってるのも好きですね。理由もくだらないし」

「あー、あれはケッサクよね」

　こっちは同意してくれたようだ。

「そんな感じなので、基本的にはこの兵庫、というか、神戸を中心に進路を考えると思いますね」

　突然何かに目覚めて全国でも数校にしかない珍しい学部を目指すようなことでもないかぎり、神戸周辺にある大学から順に考えていくだろう。

「あ、そうなんだ」

　かすかに胸を撫で下ろす蓮見先輩。

「だったらうちから通えるところがいいんじゃない？　楽だし」

「そうですね」

　僕は苦笑しながら答えた。

　この人もすっかり僕の姉になってしまったな。しかも、やや過保護気味。そんなに僕は外に出すのが心配な弟なのだろうか。

「じゃあ、勉強がありますから」

　改めて僕はドアレバーに手をかけた。

「がんばんなさいよ。神戸にはいい大学がいっぱいあるんだから」

「わかってますよ。でも、僕より先に蓮見先輩だと思いますけどね」

「う……」

　忘れていたのか見ない振りをしていたのか、突きつけられた事実に彼女は小さく呻き声を発した。そのまま自分の部屋に消えていく。

　さて、僕も勉強だ。週が明けたら期末テストが待っている。

　瀧浪先輩のことも考えないといけないが、まずは目の前のことに集中しよう。
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　あたしって案外姉体質だったんだなぁ、と最近つくづく思う。

　小さいときは弟か妹がほしいと言ってお母さんを困らせていたけど、そんなのも小学校に上がるころにはむりと理解するのは当然のこと。思うことすらなくなっていた。

　それが六月に入ったばかりのある日、あたしには弟がいるとお父さんに告げられた。

　最初はうまくやっていけるか心配だったけど、あけてみれば何てことはない。そこそこちゃんと回っている。

　静しず流るが穏おだやかな性格というのもあるだろうけど、あたしが姉体質だったのも大きいと思う。委員会で遅く帰ってくる静流のために夕食を作って待っていたり、悩んでいそうなときには声をかけたり。我ながらなかなかいい姉だ。

「今日もちゃんと食べたかしらね」

　食べ終えて鞄にしまおうとしたお弁当箱を見ながら思う。

　あの静流に不満があるとしたら、お弁当の感想をひと言も言わないことだろうか。

　毎朝お礼を言ってお弁当を持っていくわりには、帰ってきたときに食べた感想は言ってくれない。

「ま、男だからそんなものか」

　最初に美味しかった、家での料理も美味しいので、お弁当の味も心配してなかったと言っていたから、毎日不満なく食べているのだろうけど。

　その静流もいつかはうちを出ると言っていた。

　そもそもお試しで夏休みまでという話で、お父さんが静流をつれてきた。一度はそのお試し期間が過ぎたら出ていくと決めていたのだけど、それがケガで無期限延期となった。いちおう大学も神戸がいいらしいので、少なくとも大学はうちから通うという意味に捉えていいと思う。

　ただ、そもそも静流はうちが自分の家だという認識が希薄だ。それも当たり前だろう。いきなり出てきた父親や姉の家をすぐに我が家だと思えるほど静流は子どもではない。その希薄な認識のまま続けば、いずれ何か理由を作ってうちを出ていくだろう。

「おおー、紫し苑おんちゃんが百面相」

「!?」

　いつの間にか小っこいのが横に立っていて、あたしの顔を覗き込んでいた。ぎょっとする。

「あ、茜あかね！　あんた、いつからそこに!?」

「ん？　ちょっと前から？」

　人を驚かせておきながら、茜は悪びれもせずそう答える。

「にやけたり怒ったり憂ゆう鬱うつになったりして、どうかした？」

「……」

　そんな顔してたのだろうか？　それは確かに百面相だ。客観的に見て不審者である。

「図書委員くんのこと？」

「あんたはどうしていつもいつもそこにつなげるのよ」

　ついこの間もそんな絡み方をしてきた。

　とは言え、実際あのときは静流のことで悩んでいたし、今もやっぱり静流のことを考えていた。……要するに、茜は別に勝手な勘繰りをしているわけではなく、しっかり的を射ているということか。

「この前なんか一緒に学校にきたりして、最近ますます仲がよくなってるみたいだし」

「いや、あたしとあの子は──」

「あの子？」

　茜が首を傾かしげる。

「へえぇ、なんかお姉さんって感じ」

　それから今度はにやにやと笑った。

「あたしとしては紫苑ちゃんが図書委員くんに甘えてるのかと思ってたけど、案外お姉さんとして甘えさせてあげてるほう？　ほら、紫苑ちゃんちの広いリビングで膝枕してあげながら片手で頭を撫でてあげて、もう片方の手で本を読んでるとか」

「し、してないわよ、そんなことっ」

　なかなかそれはそれで優ゆう雅がな時間の過ごし方だと思ったけど、あたしは慌てて否定する。そんなことは決してしていない。

「それにほら図書委員くんも言ってたじゃない。たまたまを装って駅で待ち伏せてたって。なかなか健気な後輩じゃない」

　確かにそんなことを言っていたが、本当に健気な後輩なら自分からそんな種明かしはしないだろう。

　あたしはそこで一度大きなため息を吐ついた。

「茜、大事な話がある」

　あたしがそう切り出すと、茜はまた首を傾げた。
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　あたしは茜をつれて、騒がしい昼休みの廊ろう下かに出た。

　周りで誰も立ち聞きしていないことを確認してから切り出す。

「茜、今から言うことはあんたにだけ話すことだからね」

「うん」

　茜はうなずいた。

「実はあたしと真ま壁かべくん──静流は姉弟なの」

「うん？」

　そして、頭の上にクエスチョンマークが浮かんだ。……まぁ、そうだろうと思う。

「静流が母子家庭で、お母さんが亡くなったのは知ってる？」

「あ、うん」

　少し悲しげに首肯する茜。

　茜の家は大家族で、彼女自身は下に三人の弟妹がいる長女だ。それだけに家族の何たるかを知り、それが失われたときのことも強く想像できるのだろう。

「で、うちは知っての通り父子家庭。つまり静流のお父さんがうちのお父さんで、あたしと静流は姉弟ってこと」

「……」

　茜がついに押し黙った。

「……それ、本当？」

「本当」

　ようやく口を開いた茜に、あたしはうなずく。

「そっか。それでか」

　どうやら彼女の中で、最近のあたしと静流の様子についての疑問が氷解したらしい。

「紫苑ちゃんと図書委員くん、いいと思ったんだけどな」

「ど、どこがよ……」

　別に悪いとは思わないけど、男としても……まぁ、別に悪くはない気がする。

「あの子、あれで意外とエロいわよ」

「そりゃあ男の子だもん」

　心の広いことで。

「あたしはけっこう好きだけどなぁ、図書委員くん。かわいい弟と頼れるお兄さんって感じがして。両方楽しんじゃおっかなって思う」

　茜はいたずらっぽく笑った。けっこう小悪魔感がある。

　彼女は小さくてかわいらしい女の子だけど、つき合った男の数は多い。マスコット感覚でそばに置きたがる男からの交際の申し込みが後を絶たないのだ。だけど、実際は姉体質のしっかりもの。男どもが肩すかしを喰らって、交際も長続きしない。ちがう意味で見た目で損をしている子だ。

「あんた、変なこと考えてないわよね」

「変なこと？　……おお！」

　一度は首を傾げた茜だったけど、すぐに何のことか理解し、手を打った。

「おお、じゃない！」

「え？　でも、紫苑ちゃんとつき合ってるわけじゃないんだよね？」

「姉弟だからね」

　静流は瀧浪さんとつき合っている。でも、それを勝手に明かすわけにはいかない。

「す、好きな子がいるかもしれないじゃない」

　あたしはどうにかそれだけを言う。茜がにやにや笑っていた。

「あ、もしかして一緒に暮らしてる？」

「お父さんがつれてきたのよ」

「へえぇ」

　茜はやけに楽しそうだった。

「家ではどんな感じ？」

「別に。普通よ」

　最初にも言ったように、いきなり姉弟になったわりにはうまくやれていると思う。

「ふうん。いろいろ無自覚に困らせてそうだけどなぁ。いやらしいのも半分くらい紫苑ちゃんが原因だったりして」

「な、なんであたしが!?」

　あたしが誘っているような言い方は失礼ではないだろうか。というか、この前満員電車で体をくっつけて静流を防波堤にしていた茜に言われたくはない。

「そう？　目のやり場に困るような恰かつ好こうしてない？　お風呂上がりにバスタオル一枚で歩いてない？　家だからってスカートもおさえずに階段を上がったらダメだからね？」

「やっぱ今日は暑いわね」

　あたしは廊下の窓から外を見る。照りつける太陽が眩しかった。

「うっわ。ぜんぶやってそう」

　茜が絶句する。突き刺さる視線が痛い。

「余罪は後で追及するとして、先にお姉さんとしての心得を教えないといけないみたい」

「……お願いします」

　呆れたように言う茜に、あたしはそう答えるしかなかった。

「で──」

　と、茜。

　あたしの横に立ち、同じように窓の外に目をやる。

「図書委員くんのこと、どう思ってるの？」

　そう問うてきた。

「……あたし、好きとか恋とかよくわかんないんだけどさ」

「うん」

「姉弟じゃなかったらどうなってたかなって思うことはある、かな」

　何でそんな無駄なことを考えてしまうのか、自分でもよくわからないのだけど。

「そっか」

　でも、茜はそう言っただけ。

　このしっかりものは答えをおしえてくれないようだった。

「茜？　何でさっきからあたしのお尻撫でてるのよ？」

「頭撫でてあげようと思ったんだけど、手が届かなくて」

「あんたね……」
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　週が明け、月曜日になった。

　期末テストの開始だ。

　間に十五分の休み時間をはさみつつ三教科分のテストを行い、初日が終了した。

「どうだった、辺へ志し切きりさん」

　定期テストの間は男女を交ぜた出席番号順で座る。出席番号は五十音順で振られていて、僕のひとつ前は辺志切桜さくらだ。

「だいたいできた、かな」

　その辺志切さんに手応えを聞けば、彼女は消え入りそうな声でそう答えたのだった。

「真ま壁かべくんは？」

「まぁ、僕もそうかな」

　ひとまず曖あい昧まいに返しておく。

「そのわりには集中力を欠いてるように見えたけどな」

　が、そこに割って入ってくる声があった。

　直なお井い恭きよう兵へいだ。

　彼は僕の斜め後ろの席だ。そこに座る彼の目には、僕の不調が見て取れたのかもしれない。こちらとしてはそんな自覚はないのだが。

「辺志切さんって文系科目に強いよね。羨ましいな」

　しかし、直井はその話題は引っ張らず、今度は辺志切さんに話しかけた。

　一方、辺志切さんはやや戸惑い気味。クラスのリーダー的存在である直井が自分に話しかけてくるとは思わなかったのだろう。

　代わりに僕が先に答えることにする。

「よくそんなことが言えるね。自分は満遍なく強いくせに。直井にだけは言われたくないな」

「あ、わたしもちょっとそう思う、かな」

「おいおい、辺志切さんまで。意外とキツいな」

　すかさず辺志切さんも僕に続き、直井が顔を引ひき攣つらせる。

「俺さ、古文で意味もわからずむりやり暗記で解いてるところがあるんだよな。辺志切さん、今度教えてくれないかな？」

「え？　い、いいけど……？」

「本当!?　よし、これで二学期のテストは完璧だな」

　直井が拳を握り締めた。

　辺志切さんがくすりと笑う。珍しい。彼女が僕と刈かる部べ以外に心の動きを見せるなんて。やはり直井の力か。

　ふと見れば、数歩離れた位置に刈部景かげ光みつが立っていた。いつものように辺志切さんと一緒に帰るつもりなのだろう。だが、直井がいるからこの輪に入る気はなく──その結果があの場所らしい。

「直井君、帰ろ」

　と、これまた別の声。

　今度は新しん堂どうアリサだった。

　女の子らしい弾むような彼女の声を聞いて、辺志切さんがびくりと体を震わせた。

「悪い。今ふたりと話してるところなんだ」

「ふたりって辺志切さんと真壁じゃない」

　新堂さんが苦笑いを浮かべる。

　彼女にとって、直井が僕や辺志切さんと話しているのは可お笑かしいことらしい。スクールカーストに染まった考え方だ。さすがにいい加減どうにかしないと。

「辺志切さん、呼び止めて悪かったね。また明日。……刈部」

　僕はひとまず辺志切さんを帰すことにし、刈部を呼んだ。

「辺志切、帰ろう」

　彼は心得たとばかりにうなずくと、辺志切さんを促してともに帰っていった。それを僕と直井、新堂さんが黙って見送る。

　そうしながら僕は考えていた。




　ここが好機だ。

　さぁ、己を客観視しろ。

　今この場で僕が演じるべき役割は何だ？




「ほら、もう真壁だけだし、直井君も帰ろ」

　新堂さんがかわいらしく誘う。

　直井がため息を吐ついた。

「新堂さん、俺の友達をバカにするような言い方はやめてくれないか」

　そして、静かに言い放つ。

「べ、別にそんなんじゃないけど……」

　直井の態度に面喰らい、しどろもどろになる新堂さん。

「新堂──」

「新堂さん」

　僕と直井の発音が重なった。

　こちらの語気のほうが強かったため、直井の言葉が途中で途切れる。彼は驚いたように僕を見た。

　まったく──と、僕は自分に呆れる。巻き込まれたくないと言いながら、自分から巻き込まれにいっていれば世話はない。

「直井の言う通りだ。僕も辺志切さんも、君にバカにされるような覚えはないよ」

「はぁ!?　だったら何か自慢できることでもあるの？　ふっつーの男子のくせに」

　新堂さんが声を荒らげる。

　直井に咎とがめられた上に僕にまで言い返され、直井の前にも拘かかわらず猫をかぶる余裕がなくなっているようだ。

「そうだね、ひとつ挙げるとすれば──僕はひとりで図書委員をやっている」

「は？　ウケる。何それ？　そんなの誰でもできるじゃない」

　彼女は鼻で笑う。

　僕も少し前は彼女と同じことを思っていた。だけど、今は少しくらい自慢していいのかなと思い直しつつある。まだそこまで胸を張れないから、ここは瀧浪先輩の言葉を貸してもらうことにしようか。

「もしかしたらカウンターに座ってるだけに見えるかもしれない。でも、ひとりしかいないから、これが毎日だ。友達と遊びにいけないし、平日はバイトもできない。それでも僕は、勉強や読書で図書室を使いたい生徒のために毎日開けてる。これでも新堂さんは誰でもできると言うのか？　君ならできると？」

「べ、別にそんなのやりたくないし」

　ピントのずれた答え。

　新堂さんは焦っているのだろう。僕が言い返してくるとは思っていなかったのだ。

「それから辺志切さんにはもう関わらないでほしい」

「な、何よ、それ。あたしが何かしたって言うの？」

「忘れたとは言わせない」

　それは四月、二年に上がってすぐのことだ。辺志切さんは新堂アリサの無自覚な悪意の標的にされかけたのだ。そこに割って入ったのが刈部で、それ以来彼は何かと辺志切さんのそばにいるようになった。

　辺志切さんや刈部のためにも、この件はここで決着をつけてしまうべきだろう。

「何か証拠でもあるの？　あるんなら出しなさいよ!?」

「それさ──」

　さらに声を荒らげる新堂さんに、僕は静かに言い返す。

「前にもほかのやつに言われたんだけど──僕は警察じゃないんだ。証拠なんてなくてもここで話すことができる。新堂さんがやったことが悪かどうか、みんなに判断してもらえばいい」

「……」

　新堂さんは唇を嚙む。

　ここで話すということは直井にも聞かれるということだ。もちろん、直井が知らないとは思わない。刈部が出てきたことで早々に収束に向かったが、少なくとも当時のいやな雰囲気は彼も察していたはずだ。誰かが耳打ちした可能性もおおいにある。

　新堂さんとしても蒸し返されたくはないだろう。あれから同じことを繰り返していないから周りも黙っているが、ここで再燃すればクラス中からどんな声が上がることか容易に想像がつく。

「あー、ウザ。もうさ、真壁と話してると何か疲れるわ。……ほら、直井君、帰ろ」

　どうやら新堂さんは目を瞑り、耳を塞いで、ここでのことはなかったことにするつもりのようだ。

「さっきも言ったけど、俺、真壁と話があるから」

「で、でも、今度みんなで遊びにいく話、今日帰りながら決めるって……」

　今の新堂さんにとって、その約束が唯一今の自分と直井を繫ぐ糸のようだ。必死にそこに縋すがりつく。

「あぁ、そんなのもあったな。……悪いけど俺は行かない。用ができたんだ」

　しかし、その糸は彼女が思っていた以上に細かったようだ。直井は無情にもその糸を断ち切ってしまった。

「用ができたって、まだ日にちも決めてないじゃない」

「だったら俺もやめだな」

　声を上げたのは直井の相棒を自任する室むろ堂どうだ。阿あ吽うんの呼吸と言っていいだろう。新堂さんが「え……？」と小さく発音する。

　それを皮切りに直井のグループや彼女の取り巻きから、俺もわたしもと声が上がる。遊びにいくメンバーの中心になるであろう直井恭兵が行かないと表明したのだ。みんなが後に続くのは当然だ。完全に瓦解してしまった。

　教室に残っていたクラスメイトの目が新堂さんに集まる。もちろん、好意的な視線はひとつとしてない。これまで自己中心的でわがまま放題してきたツケだろう。

「な、何よ、みんなして。ふうん、あっそ。あんたらなんてこっちから願い下げよっ」

　新堂さんは僕と直井に背を向けると、そこにいた女の子のひとりを突き飛ばし、逃げるように教室を出ていった。よろけた女の子は、やはり直井グループのひとり、立たて野のが素早く受け止めた。

　しばしの静せい寂じやく。

　やがてひとりで出ていくものや、友達同士何ごとかを囁ささやき合いながら帰っていくものが現れ、普段通りの喧けん騒そうが戻ってくるのに数分とかからなかった。

「いやな思いをさせたな」

　直井が申し訳なさそうに言う。

　彼は何を指してそう言っているのだろうか？　新堂さんが突っかかってきたことか。それとも僕がガラにもなく語気を荒くして、このクラスの隠れた膿うみを出す役割を担ったことか。正直どちらもたいしたことではない。強しいて言うなら、僕が言い返したのを反撃の狼煙のろしにして、みんながここぞとばかりに彼女に冷たい視線を向けたのが、少しばかり僕をいやな気分にさせたくらいか。

「あれは俺がやるべきだった」

「いや、僕だよ」

　僕は即座に彼の言葉を否定した。

「直井には別の役割がある」

「それは？」

「新堂さんを孤立させないこと。彼女がもしこれまでのことを反省したのなら、もう一度クラスをまとめ上げること」

　前にも述べたが、新堂さんはこのクラスの女子の中心人物だった。だが、それを快く思っていないものも多かった。それが今回の件で噴出し、クラス中からそっぽを向かれるであろうことは想像に難かたくない。

　そこで彼の出番だ。彼女に悪意が向けられることのないようにし、クラスを再びまとめる。直井恭兵以外にはできないことだ。

「また無理難題を押しつけやがって」

「難しい問題は好きなんだろ」

「ちがいない」

　直井は可笑しそうに笑う。

「いいさ、やるよ。真壁がここまでお膳立てして俺にバトンを回したんだからな。後は任せろ」

　頼もしいかぎりだ。

「で、そっちの問題はどうなってるんだ？」

「相変わらず継続中だよ」

　本当はクラスの面倒ごとに首を突っ込んでいる場合じゃないんだけどな。
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　テスト期間中は図書室を開けない。

　これは僕がひとり図書委員だからではなく、学校の決まりでそうなっている。

　定期テストは一日、三教科か四教科行われる。最終日なら二教科だけのときもある。そこから図書室を開けるとなると、カウンターに入った図書委員はかなりの時間を拘束され、それだけ試験勉強ができなくなる。ローテーションを組んだからといって許されるものではない。

　そんな理由からテスト期間中は休室となり、僕は久しぶりに図書委員としての仕事をせずに帰ってきたのだった。

　放課後にクラスであのようなトラブルがあって時間を取られたにも拘らず、蓮はす見み先輩はまだ帰ってきていなかった。預かっている鍵で玄関のドアを開け、中へ。

　リビングに這入ると、二階に上がるよりも先にソファに倒れ込むように腰を下ろした。制鞄が手から落ちる。

「疲れた……」

　意識的に発音しなくても、自然とそんな言葉が口をついて出る。やはり人を糾きゆう弾だんするなどという、不向きで不慣れなことをしたせいだろう。

　玄関ドアの開く音が聞こえた。蓮見先輩が帰ってきたようだ。

「ただいまー」

　程なくして彼女がリビングに這入ってきた。手にはエコバッグを提げている。どうやら帰りに買いものをしてきたらしい。コンパクトに折りたためるエコバッグは常に鞄に入っているのだろう。

「おかえりなさい」

「って、あんた、どうしたの!?」

　二人掛けソファに座っているのか横になっているのかわからない体勢でぐったりしている僕を見て、蓮見先輩がぎょっとする。

「また、その……具合悪いの？」

　彼女は歯切れ悪く聞く。

　本当に聞きたかったのは、僕がまた母のことを思い出して泣いていたのか、だったのだろうと思う。あのときも僕は真壁の家のソファに倒れるようにして座っていた。だけど、男の僕にそんな聞き方はできないと思い、彼女は言葉を変えたのだ。

「いえ、ただ単に疲れただけです」

「ハァ？　あんた二年でしょうが。テスト如きで精も根も尽き果てた顔してんじゃないわよ」

　蓮見先輩は呆れたような声を出しつつ、エコバッグをどっかとダイニングテーブルの上に置いた。

「ちがいますよ。ちょっと慣れないことをやったもので」

　さっきから間違いを訂正してばかりだ。情報を小出しにしているから、効率の悪い会話になってしまっている。それだけ頭が回っていないのだろう。

「慣れないこと？　女の子にエロい冗談を言って盛大にスベったとか？　明日から大変そうね」

「僕を何だと思ってるんですか」

　言い返す僕の前で、彼女はひとり掛けのソファに腰を下ろした。足を組む。

「ああ、エロい冗談なら言い慣れてたわね」

「いや、本当に！」

　ひどいイメージがついたものだ。

「あんた、セクハラまがいの冗談、よく言ってるじゃない」

「そんなに言ってないと思いますけど……」

　確かに場の空気を変えたいときなど、要所要所で言っている。逆に使いどころが的確過ぎて印象に残っているのかもしれない。そして、何回やっても慣れてはいない。

「蓮見先輩」

「何よ？」

「こっちはこんな体勢なんですから、そこに座って足を組むと見えま……うわっぷ」

　僕が言い終わる前にクッションが飛んできて、顔面を強襲した。

「あんたがしゃきっとすればいいことでしょうがっ」

　がーっと怒鳴る蓮見先輩。

　僕は体を起こした。しゃきっとはしないが、せめて真っ直ぐに座ろう。

「ん」

　その僕に向けて掌てのひらを上にした手を差し出し、指を二回曲げて何かを要求する。

　すぐに何のことだか察し、僕が落ちていたクッションを手渡すと、彼女はそれを膝の上に置いた。

「で、何があったのよ？」

「別に。たいした話じゃないです」

「いいから言いなさい」

　蓮見先輩はぴしゃりと言う。

　どうやら話さないとすまなそうだ。消しよう耗もうした姿を見せたのは僕だし、彼女としても何が原因か気になるところだろう。

「うちのクラスにひとり、少しばかり目に余る態度の女の子がいて、それについて今日ついに指摘する事態になりました」

「あんたが？」

「はい」

　僕はうなずいた。

　この件はほぼクラスメイト全員の共通認識で、遠からず噴出したであろうことも付け加えておく。

「へえぇ」

　それを聞いた蓮見先輩が、どこか感心したような声を上げた。

「その場を丸くおさめようとする静しず流るにしちゃあがんばったんじゃない」

「そうでしょうか？」

　僕自身も最適解だったと思っている。だけど、引っかかるところがなくもない。この件は長期的な問題だ。本当にこのタイミングで解決するべきだったのか。クラス中を巻き込むようなやり方は正しかったのか。

　蓮見先輩が言ったように、僕はその場を丸くおさめることには長たけている。だが、長期的な問題に関しては、どうしても先のような疑問がついて回るのだ。

「そういうのってさ、いよいよ溜め込んでから爆発すると、こじれて収拾がつかなくなるのよね。だから、早いうちに小さめの爆発ですませておいてよかったんじゃない。あたしは静流を褒めるわよ。よくやったって」

「そう、ですか」

　蓮見先輩に面と向かって褒められて、素直に嬉しかった。

　これで少しくらい彼女の弟に相応しい振る舞いができただろうか。
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　順調に一学期の期末テストは消化され、金曜日に全教科が終了した。

　瀧浪先輩が図書室に顔を出さなくなったのはこの期末テストに集中するためだと、自じ己こ欺ぎ瞞まん的てきに一旦その問題を脇に追いやり、僕自身もテストに全神経を集中させた。

　そうして週末を経て、月曜日。

　公立高校に進んだ友達の話では、期末が終わるとテスト休みに入り、終業式の日に成績表を受け取って終わりという学校もあるらしい。

　だが、残念ながら私立茜あかね台だい高校にそんなものはない。テストが終われば夏休みまで残り数日でも通常の時間割に戻る。まぁ、尤もつとも、テストの答案用紙が返却され、回答と解説を聞く授業ばかりだが。

　そして、テストが終われば、図書室も再開する。

　今日返ってきたテストの点数を見た感じ、この期末テストは中間テストのときより点数を落としそうだ。そんないやな予感を抱えつつ、放課後の図書室を開放する。

　奏かな多た先輩をトップバッターにして、バラバラといつもの面々がやってくる。期末テストに向けての勉強のために図書室を利用していた生徒たちの顔はない。以前の雰囲気が戻ってきた。いや、いつもより少ないか？　テストという山を越えたことで、気分はひと足先に夏休みにいってしまったのかもしれない。

　久しぶりのカウンターはなかなか居心地がよかった。落ち着く。

　真正面は利用者対応のためにあけられており、その横にはパソコンとプリンタが。モニターの下には利用者に画面を見せるときのため回転台が置かれている。

　カウンターの中には小さめのブックトラックが三台あり、配架図書、予約図書、要修理図書に分けられている。ブックトラックには当然キャスタがついていて、それを必要に応じて手た繰ぐり寄よせ、作業をするのだ。

　すっかり僕の仕事場として馴染んでしまった。




　僕はここに帰ってきて、図書室はいつもの風景を取り戻した。

　では、瀧たき浪なみ泪るい華かは？　彼女は戻ってくるだろうか？




　しかし、そんな淡い期待は非情にも打ち砕かれ、閉室時間が近づいてきても彼女は現れなかった。

　当然だ。テスト勉強のために図書室にこなくなったなんてのは、僕が自分を納得させるために勝手に言っていただけなのだから。

　先ほど午後六時五分前の予鈴が鳴った。帰り支度ができた生徒から順に出ていき、いつも通り最後は奏多先輩だった。

　僕は彼女のところへ行き、脇に立った。

　長い緑の黒髪に、怜れい悧りすぎる相そう貌ぼう。これでせめて普通に人づき合いのできる性格だったら、茜台高校が誇る美少女として瀧浪泪華、蓮見紫し苑おんとともに並び称されていたことだろう。

「何か言ったら？」

　奏多先輩はこちらも見ず、片づける手も止めないままそう言った。

「考えていました」

　僕は答える。

　何を、とは奏多先輩は聞かない

「僕と奏多先輩はどういう関係なのだろうって」

「それで、お前の答えは？」

　そこでようやく奏多先輩は僕を見上げた。その答えを言ってみろ、と。……いや、ただ単に帰り支度が一段落ついただけかもしれない。

「先輩と後輩」

「正しい認識ね」

「互いに信頼し合える先輩後輩。中学高校と続く先輩後輩。横暴な女帝とこき使われる平民。まぁ、いろいろ表現できますが、結局は先輩後輩の域を出ない」

　それが僕と奏多先輩の関係だ。

「ひとつおかしなのがあったわね」

「そうですか？　気がつきませんでした」

　きっとノイズだろう。

「もうひとつ──僕たちはいわゆる彼氏彼女の関係になれたと思いますか？」

「答えはノーよ」

　奏多先輩は即答する。

「好きです、と僕が真剣に告白してもですか？」

「ひとつ」

　と、奏多先輩。

「お前はそんなこと欠片かけらも思っていない。ひとつ。私もそう思ったことはない」

　実にバッサリ。

　今日もカタナ先輩の切れ味は抜群だ。

「あえなく振られてしまいましたね」

「それ以前の問題よ」

「確かに」

　振られるためには気持ちを打ち明けなくてはならない。そして、打ち明けるためには、打ち明ける気持ちがなければならない。

　そう、僕にその気持ちはない。

「とは言え、意外と奏多先輩がいない生活って想像できないんですよね」

　もうつき合いは丸四年で、五年目に突入だ。僕も奏多先輩も中学生だった最初の二年間は、前に彼女が言ったように親よりも一緒にいる時間が長かった。いない生活が想像できないのも当然だ。

「お前は本当に舎しや弟てい気き分ぶんが抜けないわね」

「そういう奏多先輩こそ、僕がいなくなったら服のひとつも選べなくなるんじゃないですか？」

　僕がからかうように言えば、奏多先輩は鼻で笑った。

「服なんて着られたらいいわ」

「また極端なことを」

　尤も、この人ならよっぽどひどい選択をしないかぎりは、何を着ても似合ってしまうのだろうけど。

「とりあえず困ったら黒で統一しておいてください」

「そう言えばお前、私に黒の下着を選んだことはないわね」

「いや、僕は危険物を製造する趣味はないので」

　何が悲しくて自分に向かって投げつける爆弾を作らねばならないのか。

「ああ、前にお前が選んだやつ、デザインが気に入ったから黒を買ってきたわ」

「は？」

　僕の口から素すっ頓とん狂きような声がもれた。

「冗談よ」

「……」

　よくそんな心臓が止まりそうな冗談をこともなげに言うな。この人に「さっきの男、五う月る蠅さかったから殺してきたわ」と言われたら信じてしまいそうだ。

　と、そこで午後六時のチャイムが鳴った。

「お前のせいで帰るのが遅くなったわ」

「二、三分でしょう」

　たぶん電車の時間で修正される。

　奏多先輩が立ち上がり、制鞄を手に取った。

「帰るわ」

「お気をつけて」

　そうして彼女は図書室を出ていった。

　結局、奏多先輩は何も聞かず、最後まで話につき合ってくれていたな。

「さて、と──」

　僕は意識的にそう発音してから、閉室作業の続きをはじめた。
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　翌日の登校時のことだ。

　朝、僕は名みよう谷だにのプラットホームで電車を待っていた。さすが通勤通学ラッシュの朝のダイヤ。さほど待つことなく電車がやってきた。

　車両が速度ゼロに向けて漸近する。

　そうして間もなく停車するというそのとき、車窓の内側に瀧浪泪華の姿を見つけてしまった。吊り革を持って立っていた彼女も僕の姿を認め、かすかに目を丸くする。

　程なくして開くであろうドアから乗り込み、左へ行けば彼女がいる。右へ行けばお互い会わなかったことにできる。瀧浪先輩と話がしたいなら左へ。彼女が自分から何かを話してくれるのを待つなら右だろう。

　電車が止まり、ドアが開いた。

　まずはこの駅で降りる乗客が吐き出された。これが落ち着くと、今度はホームで待っていた乗客たちが乗り込む。

　僕もその波に乗り──左へ進んだ。

　瀧浪先輩の横に並び、吊り革を摑んで立つ。

「おはようございます」

「ええ、おはよう」

　まずは当たり前の挨拶を交わす。

「……」

「……」

　そして、沈黙。

　瀧浪先輩は何も言わない。場所が悪い、と思っておこう。

　その一方で、卑怯なやり方だったかもしれないとも思っていた。彼女が僕を避けようとしているのに、この状況では逃げることも込み入った話をすることもできない。

　彼女は黙っていた。電車が学がく園えん都と市しに着き、駅を出てからも話そうとせず、かと言って逃げることもしなかった。僕たちはただひとつの言葉もなく、学校へと歩く。

　僕から切り出すことにした。




「奏多先輩が怖いのか？」




　瀧浪先輩が、かすかにぴくりと体を震わせた。

「……ええ、そうね」

　最初の挨拶以降、ようやくの声だった。

「はじめは気にしてなかった。彼女はそういう存在だから」

　そう。壬み生ぶ奏多とはアンタッチャブルな存在だ。そのガラス細工の如き硬質な美貌と高校生らしからぬ超然とした態度故に、誰も関わりたがらないのだ。だが、それは存在感の裏返しでもある。最初からいるのかいないのかわからないような人間なら無視も何もない。いないものとして扱うという暗黙の了解は強すぎる存在感の表れなのだ。だからこそ陰で女帝などと呼ばれる。

「だけど、中学のころからの先輩後輩だって静流に聞かされたときに気づいたのよ。彼女はずっとあなたのそばにいたってことに」

「……」

「途端に彼女のことが怖くなった。彼女はわたしの知らない静流を何年分も知っているんだって。それはわたしと静流との関係が進むとさらに大きくなったわ。まるで静流は自分のものだと言われてる気がしたわ」

「考えすぎだよ」

「ええ、わかってるわ。わかってるつもり」

　瀧浪先輩はうなずいた。

「だから、わたしは壬生さんのことを知ろうとした。そのほうが延々答えのない想像を巡らせているよりもいいと思ったから」

「なるほど」

　ようやくわかった。だから瀧浪先輩は僕と奏多先輩が一緒に出かけることに異を唱えず、むしろそれを観察することで普段の僕たちがどんな感じなのかを見極めようとしたのだろう。

　一方、奏多先輩は待ち合わせ場所で瀧浪先輩たちも呼ぼうとした僕をとめた。瀧浪先輩の目的を見抜いていたからだ。遡れば、奏多先輩が僕をつれて買いものに出かけると言い出したこと自体、瀧浪先輩を引っ張り出すためだったのかもしれない。

「それから今度は、思い切って静流と壬生さんの昔の話を聞いたわ」

　奏多先輩と出かけた後の週明けのことだ。

　彼女は言った。

『わたしは誰よりも静流の近くにいたいの』

　と──。

　問われた奏多先輩も、答えられるかぎりのことに答えていた。

「聞いて、どう思った？」

　僕は瀧浪先輩に尋たずねる。

「甘かったわ」

「甘かった？」

　どういう意味かわからず、僕はその言葉をそのまま返した。

「わたしが思っていたのより何倍も親密な関係だった」

「……」

　そういうことか。

　奏多先輩は瀧浪先輩が知りたいことにすべて答えた。それこそ彼女が誰よりも僕の近くにいられるように。

　だけど、




　瀧浪先輩は『甘かった』。

　奏多先輩は『失敗した』。




　瀧浪先輩は思っていた以上に僕と奏多先輩が親密な関係にあると感じて衝撃を受けた。このことについて奏多先輩はパラケルススの言葉を引用して『容量を間違えた』と表現したが、むしろ瀧浪先輩の反応が想定を超えて過剰だったのだと僕は思う。

「これでも静流が言った通り、考えすぎだってわかってるのよ」

　瀧浪先輩は苦笑交じりにそう言う。

「静流は別に壬生さんのものじゃない。確かにふたりは思っていたよりも深い関係だったわ。でも、それはわたしにも届く場所よ。このままつき合っていれば、いずれキスもするだろうし、静流がわたしに触れることもあるはずよ」

「……」

　そうなのだろうか。まだ僕はそこまで考えたことがない。でも、真剣であればあるほど、そこに近づいていくのかもしれない。

　不意に瀧浪先輩が立ち止まった。

　何かと思えば、いつの間にか昇降口の前だった。目の前では観音開きの入り口がみっつ並んでいて、大口を開けて生徒たちを待っていた。その向こうには林立した下駄箱が見える。




「そこまでわかっていても、それでもわたしは静流と壬生さんが一緒にいるところを見たくないの」




「……」
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「ごめんなさい、静流。ちゃんと気持ちをフラットにするわ。だから、もう少しわたしに時間を頂戴」

　そう言うと瀧浪先輩は、ひとり先に昇降口へ入っていった。

　僕はその後を追うことができず、

　彼女の言葉に返事をすることもできなかった。
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　それから二日が過ぎ、木曜日になった。

　その間も続々とテストが返ってきている。案の定、あまり点数はよくない。テストの難易度が上がっていたことによって平均点が下がっているのなら順位は維持できるだろうが、どうもそれはなさそうだ。

　週が明ければ終業式だ。生徒の間ではなんで来週の月曜なんだ、今週の金曜でいいだろうなんて声が上がっているが、僕は助かっている。

　瀧浪泪華は言った。少し時間がほしい、と──。

　時間。

　バランスを崩した気持ちを立て直すための時間。

　果たして、『少し』とはどれくらいなのだろうか。このまま夏休みに入ることなく、終業式までには解決したいものだ。

「待つしかないのかな……？」

　無意識にそうつぶやいていた。

　登校し、教室に入る。と、窓際の席に気になるものを見つけてしまった。

　新堂アリサが机の上で頰杖を突き、窓の外を眺めていたのだ。数人いた取り巻きたちはいない。ひとりだ。どうやら先日の一件を機に、わがままなお姫様は周囲から愛想を尽かされてしまったようだ。

　僕は自分の席に制鞄を置くと、彼女のもとへ向かった。

「おはよう」

　そう声をかけると、新堂さんはわずかに体を跳ねさせた後、ゆっくりとこちらを振り返った。

「……あたし？」

　僕に問う。

「そう」

「……何よ？」

　僕がうなずいた途端、睨み殺さんばかりの目になった。不機嫌全開だ。

　背後で軽く教室がざわついた。

「ちょっと相談したいことがあってさ」

　それでも僕は空いていた彼女の前の席に、横向きに座った。

「はぁ!?　この前はあんなことしといて、今度は相談？　あんた、サイコパスなの？」

「ひどいな」

　そんなことを言われたのは初めてだ。

　僕がここに座ったことにより、自然教室中を見渡す構図になった。登校していたクラスメイトたちがこちらを見ている。慌てて知らん顔をするもの、じっと成り行きを見守るもの。反応は様々だ。

「何であたし？」

「適任かと思ってさ」

「……何よ？」

　最初と同じ台詞だが、突つっ撥ぱねるような響きはない。適任と言われて、少し興味が出たのかもしれない。

「僕の彼女が元カノのことを気にしてるんだけど、女の子ってそういうものなのかな？」

　多少脚色し、僕は切り出した。

「……」

　だが、新堂さんは無言。

「どうかな？」

「……作り話？」

　彼女は目を数回瞬かせた後、かなり本気で聞いてきた。

「失礼な」

「いや、だって、真壁に彼女って。しかも、元カノも？　ないわー」

　新堂さんは鼻で笑う。いよいよ失礼だな。

　と、そのときだった。

「おはよう、みんな！」

　教室に響き渡ったのは直井恭兵の声だった。

　直後、新堂さんが再び机に肘ひじを突き、顔を窓の外に向けた。どうやら直井を見ることができないようだ。

「お、珍しい組み合わせだな」

　自分の席に鞄を置いた直井が僕らを見つけ、やってきた。

「おはよう、直井」

「おはよう」

　彼は続けて新堂さんに目を向けると、

「新堂さんもおはよう」

「お、おはよう……」

　新堂さんはさすがにそっぽを向いたままとはいかず、体を直井のほうではなく正面に戻しつつ挨拶を返す。俯き加減で、視線は机の上に向けられていた。

「で、何の話をしてたんだ？」

「ちょっと相談ごとをね」

　僕が答える。

「おいおい、俺は？　俺にも相談しろよ」

「直井には向いてない話だよ」

「なんだよ、それ」

　直井は可笑しそうに笑う。

「ふ、ふたり、仲がいいの？」

　新堂さんがたどたどしく口を開いた。

　まぁ、気になるだろうな。片やスクールカーストの頂点にいるリア充イケメン、片や妙な噂が流れても「誰それ？」で被害ゼロの無名生徒。普通に考えて、同じクラスにいてすら接点が見当たらない。

「この前、真壁とケンカをしたんだよ。いや、それ以前か。俺が一方的に突っかかっていってただけだからさ」

　直井は恥ずかしそうに話す。

「でも、謝って、真壁は許してくれた。雨降って地固まるってやつだろうな」

　そこで彼は一拍おく。

「俺も人を許せる人間になりたいと思うよ」




　それはメッセージ。




　間違ったら謝る。

　許してもらえたなら、またやり直す。




　至極当たり前のメッセージ。




「あ、あのっ」

　メッセージを受け取った彼女は、そう切り出す。

「あ──」

　言葉が途切れた。

　僕と直井は黙って次句を待つ。

「あ、あたし、ふたりに言いたいことがあるんだけど……」

　やがて新堂さんは意を決してそう切り出す。

　僕たちは一度顔を見合わせてうなずき合うと、再び新堂さんを見た。

「「聞こうか」」
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　解決へと向かう問題もあれば、いっこうに解決の兆きざしが見えない問題もある。

　放課後の図書室。

　気がつけば閉室時間を迎えていて──つい先ほど奏多先輩が出ていって午後六時の本鈴が鳴った。

　今日も瀧浪先輩はこなかった。

　閉室作業はさっぱり進まず、僕は配架図書を抱えたまま窓から見えるグラウンドを眺めていた。

　ようやく暗くなる気配を見せはじめた夏の夕刻の空の下、いくつかの運動部が練習をしている。午後六時には特段の理由がないかぎり、生徒は下校しなければならない。だが、顧問の先生の監督のもとでの練習は、自動的に学校に残る許可が下りているものと扱われるようだ。

「待つしかない、か……」

　無意識にそうつぶやいていた。

　自分で解決できない問題はきらいだと言った直井の気持ちがわかる気がする。手が出せず、待つしかないのはなかなか辛いものだ。




「お前、ここに泊まる気？」




　不意に、声。

　驚いて振り返れば、図書室の出入り口に奏多先輩が立っていた。

「帰ったのでは？」

「お前、時間中ずっと難しい顔をしていたわね」

　僕の問いに答える形式にはなっていなかったが、それが理由なのだろう。

「それから、このところずっと瀧浪を見ていない」

「ですね」

　期末テストの前からだから、もう二週間になるか。図書室以外では何度か会っているので、丸々二週間顔を見ていないわけではないが。

　奏多先輩はどうなのだろう？　教室の近くで見かけたりするのだろうか。

「理由は察しがついてるんでしょう？」

「だいたいはね」

　と、奏多先輩。

　控えめな言い方だ。彼女のことだから正確に状況を把握しているにちがいない。

「私に、もうここにはくるなと言えばいい」

「言うわけないでしょう。図書室は誰か特定の人物を拒む施設ではありませんよ。それにこれは瀧浪先輩の気持ちの問題です。奏多先輩が僕に近づかなければすむ話でもないんですよ」

　そう、これは瀧浪先輩の問題。

「だから、僕は待つしかない」

　解決できるのは彼女しかいない。

「瀧浪先輩は僕に言いました。時間をくれ、と。だから僕は彼女を信じて待つべきなんです。それなのに今すぐ会いたいと思う僕がいる」

　会ったところで瀧浪先輩が困るだけだろう。それがわかっているのに、僕は気持ちが抑えられないのだ。

　明らかに最適ではない解。

　いつから僕はこんなに空気の読めない人間になったのだ？




「お前、ずいぶんと普通の男になったわね」




「は？」

　僕は奏多先輩を見るが、彼女は相変わらず表情に乏しい顔をしていた。

　持っていた制鞄を貸出カウンターの上に置き、僕と向き合う。

「これが普通ですか？」

「普通ね」

　あっさりうなずく奏多先輩。

「人間なんてそんなものよ。自分が思っているのと反対のことを言ったり、不合理な選択をしたり。お前もそう。するなと言われた行動をしたくて仕方がない」

「……普通で悪いですか？」

　僕は思わず不貞腐れたように言い返した。

　普通のレッテルを貼られたことで、僕は奏多先輩の望むものから外れ、呆れられたような気がしたのだ。

「悪いとは言っていない。むしろいい傾向と言える」

「……」

「お前が今まで場を鳥ちよう瞰かんし、最適な行動を選択することができたのは、単に周囲が単純だったからよ。子ども故のシンプルな行動原理、選択肢の少なさ──」

　つまり低次の方程式。

「だけど、これから次第に複雑になっていくわ。個人の矜持や他者との利害関係──そういったものが非効率的で、不合理な行動をとらせる。こと恋愛においては、お前というサンプルがすでにあるわね」

　確かに。僕は今、理屈に合わない行動をとろうとしている。

「ひとつ予言するわ。周りの人間の言動や精神活動が複雑になっていくにつれて、お前は最適な解が出せなくなる」

「僕はどうしたらいいんですか？」

「どうもしなくていい」

　奏多先輩はきっぱりと断言した。




「最適な解が出せないなら、悩んで答えを求めなさい。そうやって出した答えが本当に正しかったか、さらに悩めばいい。時には間違った答えを出して後悔もするわ。でも、その過程で発生した感情はきっと本物よ。疑問などはさむ余地もなくなる」




「……」

　ああ──と、僕は声を上げそうになった。

　奏多先輩は最初からいずれこうなるとわかっていたのだ。だから、僕の『欠落』について大仰なものではないと思っていたし、そのうち治る、近いうちに治ると言っていたのだ。

　彼女はこのときを待っていたのだろう。小こ癪しやくな僕が周囲の人間の気持ちや動きを読み切れなくなり、図々しくも悩みはじめるこのときを。その鼻っ柱を折るために。

「ありがとうございます」

　僕はお礼の言葉を口にする。

「奏多先輩のことが好きになれたらよかったのにと、つくづく思いますね。そういう気持ちがないのが悔やまれます」

「そう。私にもそんな感情はないけれど、惜しいと思ったこともないわね」

　相変わらずバッサリだった。

　この人は将来、どんな男とつき合うのだろうな。まったく想像がつかない。もういきなり外国の富豪に見初められるほうがよっぽど現実味がある。




「僕にとって奏多先輩はそれ以上の存在です」

「私もよ」




　ずっと僕を見守り続けてくれた人。今も僕に答えをくれた。

　僕はこれから先、奏多先輩に何かを返していこうと思う。




　しばらくの間、僕たちは互いに見つめ合っていたが、前触れもなく奏多先輩がふいと視線を外した。帰るようだ。カウンターの上にあった鞄を手に取る。

「あ、そうだ、奏多先輩。明日は臨時休室にしますので」

「そう。わかったわ」

　あっさりと答え、彼女は図書室を出ていった。





　　　　４．






　その日は蓮見先輩とふたりだけの夕食だった。

　ダイニングテーブルの上に並んでいるのは、真鯛の切り身の塩焼きを中心にした和風の料理の数々だ。

「明日、いつもより早く帰ってくるかもしれません」

　その最さ中なか、僕は切り出す。

「なに？　早く閉めるの？」

「いいえ、そもそも開けません」

　奏多先輩にも言ったが、臨時休室にするつもりだ。

「珍しい。また学校の都合？」

「僕の都合です」

「さらに珍しいわね。真面目なあんたが個人的な事情で図書室を開けないんだ」

　蓮見先輩は可笑しそうに笑う。本来利用する生徒のために開けるべき図書室を、僕の都合で閉めることには特に何も言うつもりはないらしい。

「最近瀧浪先輩とほとんど会ってないんですよね」

「は？　なに、それ？　聞いてないんだけど？」

　途端、蓮見先輩の顔が険しいものになった。

「そりゃあ言ってませんから」

「そういうのはいいから」

　ぴしゃりと言う。……確かに。

「瀧浪さんと何があったのよ？　ケンカでもした？」

「僕だけの話じゃないんで詳しくは言えません。ケンカではないです」

　むしろケンカのほうが話は早かっただろう。比較的原因がはっきりしているから、解決への道筋も見えやすい。

「あたしにも言えないわけ？」

「すみません」

　こればかりは謝るしかない。

「ま、いいわ」

　蓮見先輩はあっさり引いてくれた。

「で、何で図書室を開けないのよ」

「明日には決着をつけたいですからね。夏休みにもつれ込むとややこしくなりそうな気がします」

　この件にかぎっては時間が解決するどころか、時間が解決を遠ざけそうだ。

「静流ってさ、時々男らしくなるわね」

「そうですか？」

　僕は首を傾かしげる

　いつでも男らしいと言えないところが悲しい。

「だって図書室に籠もってばっかだし」

「仕事ですよ。日本中の図書館司書を敵に回すつもりですか」

　僕はだいたいカウンターに座っていて行動範囲も広くはないが、市の大きな図書館だと、図書を探したり返却された大量の図書を書架に戻したりで、館内を走り回っていることも多いと聞く。意外と肉体労働の部分も大きいのだ。

「訂正。エロいだけの男かと思ってた」

「著しい風評被害ですね」

　裁判にもっていったら弁護士次第では勝てそうだ。

「真面目な話、ちゃんと解決してきなさいよね。静流に瀧浪さんなんて、一生に一度あるかないかの幸運なんだから」

「わかってますよ」

　分不相応な彼女をもったものだと自分でも思う。しかも、僕に好意を寄せてくれている。であれば、僕も瀧浪先輩のためにできるだけのことをしないと罰ばちがあたるというものだ。

「で、あたしは何をすればいいの？　赤飯でも炊いて待っとこうか」

「いりませんよ。祝われるような話じゃないんですから」

　そう言えば、茜台高校の合格通知をもらったときには、母が赤飯を炊いてくれたな。赤飯というものをあまり美味しいとは思わないのだが、母が嬉しそうだったのでちゃんとぜんぶ食べた。

「じゃ、なによ？」

「最初に言った通り、いつもより早く帰ってくるかもってだけの話です」

　予定外に早く帰ってきたら蓮見先輩が困るだろうと思った。ただそれだけのことだ。

「あぁ、でも、逆に遅くなったり帰ってこなかったりするかもしれませんね」

「な、ななな、何するつもりよ!?　ちゃんと帰ってきなさいよ！」

　顔を赤くしながら、がーっと怒る蓮見先輩。ここがリビングならクッションを投げつけられているところだ。

　彼女は荒っぽい調子で食事を続けている。ちょっと冗談が過ぎたか。

「蓮見先輩って瀧浪先輩のことをどう思ってるんですか？」

　話題を変える意図もあったが、ふと気になって聞いてみる。

「んー？」

　と、蓮見先輩は少しだけ考える。

「何か不思議よね。お互い入学してすぐから顔は知ってて、いつの間にかチャットアプリのＩＤも交換してたんだけど、これが意外と接点がなくてさ」

　ふたりは結局、どの学年でも同じクラスになったことはなかったらしい。茜台高校が誇る美少女の双璧としてそれぞれファンがいるだろうけど、そのファン同士が対立しているという話は聞いていない。本当に交わることがなく、特別仲がよくなることも競い合うこともなく、ここまできたようだ。

「でも、静流がうちにきてから、急につき合いが増えたわね」

　蓮見先輩は、仲がよくなったとは言わなかった。本人もよくわかっていないのかもしれない。端から見ていても、ふたりで僕と奏多先輩の尾行をすることもあるし、その最中に睨み合いもしていて、ふたりの関係が把握できていない。

「案外長いつき合いになるかもね」

　なるようになるだろ、みたいな言い方だ。

「ま、それもあんた次第だけど」

「善処しますよ」

　僕としてもふたりが仲よくしているほうがいい。

　明日は詰めを誤らないようにしないと。
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　翌日の昼休み、瀧浪先輩にチャットを送った。

『放課後、図書室にきてほしい』

　既読にはなったものの、返事は最後までなかった。




　僕は昼休みのうちに業務用の端末で臨時休室の告知を用意した。とは言っても、先輩たちから代々受け継がれたデータがあるので、それの日付を書き換えて印刷するだけだったが。

　図書委員会の顧問になっている先生には、書架の乱れがひどいので今日は図書室を閉め、整理にあてたいとお願いした。もう期末テストが終わり、利用する生徒も少ないだろうからと、先生も了承してくれる。そもそもひとりで図書室を回している僕の判断がかなりの割合で尊重されるので、ここで断られることはないと踏んでいた。

　そうして放課後。

　先生からいつものように鍵を借り、図書室の扉を開けた。

　先にも述べた通り、ドアには昼休みのうちに臨時休室の告知を貼ってあったので、図書室の前で誰かが待っているようなこともなかった。以後、これを見て引き返す生徒が出てくるだろう。

　さて、瀧浪先輩はきてくれるだろうか。

　僕は出入り口から真っ直ぐ進んだところにある窓にもたれて立ち、彼女を待った。

　チャットを送ってあるから、まさか入り口の貼り紙を見て引き返すようなことはないだろう。これで現れなかったら、本当にここにはこなかったときだ。

　程なくして、ドアが開いた。

「静流、いるの？」

　そろりと入ってくる瀧浪先輩。いつも僕はカウンターに座っているから、今もまずはそちらを見たようだ。真正面に僕がいることに気づいていない。

「こっちだ」

　声と手で合図を送る。

「ああ、静流。どうしたの？　何か手伝ってほしいことでも？」

　彼女はいつも通りの態度だった。時間をくれと言ったにも拘らず呼びつけた僕を怒っている様子はない。だけど、いつも通りの態度を装うことで、別の感情を巧みに隠しているのかもしれない。

「いや、瀧浪先輩と話したいと思って」

「話したい？　そんなことで図書室を閉めたの？」

「僕には大事なことだ」

　きっぱりと言う。

　瀧浪先輩は困ったように目を泳がせた。

「静流の気持ちは嬉しいわ。でも、少し待ってって言ったはずよ」

「わかってる。でも、待てなかった」

　時間をくれと言ったのは三日前。今週の火曜のことだ。だけど、僕を避けはじめたのはさらに二週間ほど遡さかのぼる。もう十分だ。待つのは飽きた。

「それにひとりで悩んでいるよりも早く解決するかもしれない」

　僕がそう言うと、瀧浪先輩は首を傾げた。意味がわからなかったのだろう。

　そんな彼女にかまわず僕は続ける。

「僕にとって奏多先輩は特別だ。瀧浪先輩には悪いけど、大事な人であることは間違いない」

　その直後、瀧浪先輩は目を丸くした。かすかに怒りの感情が含まれている。

「静流、そんなことを言うためにわたしを呼んだの？　……帰るわ」

　勢いよく踵きびすを返した。

「でも、恋愛感情はない」

「!?」

　動きが止まり、踏み出すべき足は前に出なかった。

「それに奏多先輩にも。僕が奏多先輩に抱いている想いは、たぶん尊敬とか憧憬とか、そういう恋愛とは次元のちがうところなんだと思う。……聞きたかったのはこういうことだろう？」

　前に一度、瀧浪先輩は僕に何かを聞こうとしてやめたことがあった。あれは確か彼女が奏多先輩に過去のことを聞き出したその帰りのことだ。

「ええ、そうよ。聞きたかった。静流、もしかして壬生さんのことが好きなの？　って」

　瀧浪先輩はこちらに向き直りながらそれを認めた。

「でも、怖くて聞けなかったわ」

「僕の気持ちは今、答えた通りだ」

「ちがうわ。そうじゃない。静流が壬生さんのことはそういう目で見ていないと答えても、信じられなかったときが怖かったの」

　それが聞けなかった理由。

「それで？」

「……」

　僕は瀧浪先輩が一度は飲み込んだ質問に答えた。それを聞いて彼女はどう思ったのだろうか？

　しかし、返事はない。

　つまりはそういうことなのだろう。

　僕が自分の想いを伝えることで、瀧浪先輩が気持ちの整理をつけられればと思っていたのだが、奏多先輩が言った通りやはり人とは複雑にできているようだ。

　不意に出入り口のドアが開いた。

　僕は瀧浪先輩の肩越しにそちらを見る。

「奏多先輩」

　入ってきた人物、それは奏多先輩だった。

　瀧浪先輩も振り返る。

「壬生さん……」

　そして、その人物を見て息を呑んだ。

「今日は休室だと言ったはずですよ」

「そうね。忘れていたわ」

　奏多先輩は億劫そうに僕の言葉を一蹴する。……そんな噓があるか。

　しかし、僕を突っ撥ねたということは、即すなわちここにきた目的は僕ではないということになる。奏多先輩は瀧浪先輩に向き合う。

「瀧浪、ずいぶんと足踏みをしているようね」

「それは……」

　瀧浪先輩が言い淀む。

　どうやら奏多先輩は外でこちらの会話を聞いていたらしい。

「お前がいらないのなら、静流は私がもらっていくわ」

　瞬間、瀧浪先輩が沸ふつ騰とうした。

「ふ、ふざけないで！　恋愛感情なんてないんじゃなかったの!?」

「もちろん、ないわ。でも、誰かを選ぶとすれば静流になるわね。あれも癖のある男だから、扱える女はあまりいない」

　あれであるところの僕は、最近ずいぶんともの扱いされているな。

「それがあなただと言うの？」

「ええ」

　奏多先輩はうなずく。

「だけど、瀧浪もそうよ。そのお前が静流をいらないと言うなら私が引き取るしかない」

「冗談じゃないわ！　勝手に決めないで！」

　瀧浪先輩が言い返した。

　さてさて、これ僕を巡るふたりの女性の争いと見ていいのだろうか？

「静流はわたしのものよ！」

「それはお前と『同類』だから？」

　奏多先輩はその問いの答えを待たず、さらに言葉を重ねる。

「でも、どうやら静流は最適解とやらがわからなくなりつつあるみたいよ。今回もお前のことでさんざん悩んでいたわ。いずれ『同類』ではなくなる。普通の男よ」

　はっとしたのは僕だった。

　確かにそうだ。奏多先輩の予言では、いずれ僕は今までのように最適解が出せなくなり、代わりに『欠落』を埋めることになっている。

　では、『同類』として瀧浪先輩に認められた僕はどうなる？　『同類』ではなくなったら？

　そう考えた直後だった。




「そんなこともうどうでもいいわ！　わたしは静流が好きなの！　誰にも取られたくないの！　壬生さん、仮令たとえあなたでもよ！」




　瀧浪先輩は感情も露あらわに怒鳴った。

　沈黙。

「それがお前の本音？」

　やがて奏多先輩は静かに問う。

「え……？」

　と、瀧浪先輩がはっと我に返り、口を掌で覆った。顔が赤い。彼女としても自分の中にあった思いがけず強い意志に初めて気がついたのかもしれない。

「そう。よくわかったわ」

　奏多先輩は急に関心を失ったように投げやりに答えた。

「なら、後は瀧浪に任せればいいわね。……これでようやく肩の荷が下りたわ」

　奏多先輩にさっきまでの人を見下したような表情はなく、ひと仕事終えたと言わんばかりの気け怠だるげな顔をしていた。

　やはり瀧浪先輩を煽っていただけか。そんなことだろうと思った。

「壬生さん、あなたもしかして……？」

「なに？」

　奏多先輩が反問するが、瀧浪先輩は首を横に振った。

「いいわ。やめておく」

「そう」

　一方、奏多先輩はあっさりしたもので、言葉を飲み込まれても気にした様子はない。

「今日は休室だったみたいね。帰るわ」

　踵を返し、出入り口へと歩き出す。どうやら最後まで休室であることを忘れて足を運んでしまったという設定を貫くつもりのようだ。

　彼女が去った図書室で、僕は再び瀧浪先輩と向かい合った。

「僕は瀧浪先輩のことが好きだ」

　正面からそう告げる。

「奏多先輩が大事なことは変わらないけど、僕が好きなのは瀧浪先輩ただひとりだ。ようやく自分の気持ちに自信がもてるようになってきたのに、それを疑わないでほしい」

　もしかしたら僕は不誠実なことを言っているのかもしれない。でも、これが僕の偽らざる本心だ。

「瀧浪先輩の『自分』が僕のそばにあるように、僕の『自分』も瀧浪先輩とともにある」

「静流……」

　しかし、そこで僕はあることに気づく。

「ああ、でも、奏多先輩がいたら瀧浪先輩は……」

　結局そこに戻ってくる。瀧浪先輩は、僕とつながりの深い奏多先輩を怖れている。彼女がそばにいるかぎり安心はできないだろう。

　奏多先輩は僕に対して恋愛感情はないと明言した。僕もだ。僕も含めて、その言葉を瀧浪先輩がどこまで信じることができるか、ということになるのかもしれない。

「いいえ、もう大丈夫よ」

　だが、瀧浪先輩は首を横に振った。

「壬生さんが静流に抱いている感情がわかったから」

「それは？」

　実は僕もそこが気になっていた。

　僕が彼女に向けているものは、尊敬や憧憬。或あるいは、大きな恩。一方、奏多先輩は僕を特別な存在だと言ってくれたが、そこに何があるのかは言わなかった。

「内緒よ。だって、壬生さん自身も気づいていないもの」

「気づいていない……？」

　何でもお見通しみたいなあの奏多先輩にそんなことがあるのだろうか？　いや、灯台下暗しの言葉通り、そういうこともあるのかもしれない。ましてや自分の気持ちなら尚更だ。

「ようやく彼女に勝った気分だわ」

　瀧浪先輩はいたずらっぽく笑う。

「それにしてもわたしたち、やっぱり『同類』みたいね」

「うん？」

　彼女の声に思考から戻ってくる。

「だって、この前は静流がバカなことを考えて。今度はわたし」

　先日僕は瀧浪先輩から離れようとした。そして、今回は彼女が僕に近づけなくなった。そのことを指しているのだろうが、振り返ってみればそれこそバカな考えだったと思っているので、あまりつついてほしくはない。

「きっと考えすぎなのね。もっとシンプルにいかないと。恋愛は難しくないわ」

「かもしれない」

　真壁静流は恋愛に向いていない。

　それが僕の口癖だったが、『欠落』が埋められた暁あかつきには、それも解消されるのだろうか？

　まぁ、恋愛に向いている男というのも、それはそれでどうかと思うが。
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　翌週の月曜日。

　その日は終業式だった。

　炎天下での式を終え、教室に帰って成績表を受け取った。案の定、さんざんな成績である。二学期には取り返さないと。

　そうして今、僕は図書室のカウンターの中にいた。

　開室中。

　本来終業式の日には開けないのだが、先週の金曜日に僕の都合で臨時に閉めているので、その代替日というわけだ。

　テストが終わって以降、図書室は夏季特別貸出期間となっている。貸出冊数の上限は二倍となり、返却期限は二学期の始業式の一週間後。つまり普段の二倍の数の図書を、夏休み中ずっと持っていてもいいわけだ。

　だから、借りにくる生徒も多かろうと思い、今日は午後三時までの予定で図書室を開けたのだが──、

　現在、利用者と呼べる生徒はただひとり、奏かな多た先輩だけだった。

　どうやらみんな、とっくに借りてしまっていて、終業式の今日は真っ直ぐ帰るか友達同士遊びにでも繰り出しているのだろう。それに加えて、開室のアナウンスをしていないのも大きいかもしれない。

「これなら開けなくてもよかったな」

　と、しみじみ思う。

　何せ今、カウンターの前では利用者と呼べない生徒が約二名、おおよそ図書室で出すボリュームとは思えない声で言い争いをしているのだから。

「夏休みは、行くならやっぱりプールね」

「海よ、海」

　プール派は瀧たき浪なみ先輩、海派は蓮はす見み先輩である。

　因ちなみに、僕は行きたくない派だ。

「室内プールなら天気は関係ないから計画が崩れる心配がないわ」

　それは一理あるな。ただ、その場合、悪天候でどこにも行けなかった連中でごった返しそうではある。

「それにウォータースライダーで滑った後、ブラが外れたのを口実に静しず流るに抱きつくこともできるわ。ナマで押しつければいくら静流だって──」

「危ないこと考えてんじゃないわよ……」

　聞いている蓮見先輩は呆れ気味。それは僕も同じ気持ちだ。それにそんなことをされたら、まぁ、さすがに僕も平常心でいられる自信はない。

　そこで瀧浪先輩がはっとした。

「そもそも何で蓮見さんまで一緒に行こうとしてるのよ」

「い、いいでしょ、そんなこと」

　言い淀む蓮見先輩。

　それを見て瀧浪先輩が目を光らせた。

「さてはすっごい水着でも買ったのかしら？」

「ち、ちがうわよっ。何で瀧浪さんはいつもいつもあたしに露出度が高いものを着せようとするのよ!?」

「それを蓮見先輩が言いますか」

　普段家でどんな恰かつ好こうをしているか、自覚しているはずなのだけどな。

　すると、蓮見先輩は「あ？」と僕を睨みつけてきた。……これ以上口ははさまないでおこう。

「あら、別にそんなこと言ってないわよ。ただ、似合うのを買ったのかと思っただけ」

「え？　そ、そりゃあ似合わないと思って買ってるわけじゃないけど……」

　またも蓮見先輩が言い淀みながら、恥ずかしそうに僕を見た。

　いや、なぜこちらを見る？　何か助け舟を出せばいいのか？　それとも何か言ってほしいのか？　この場合、たいていの男は無力だぞ。

「ねぇ、静流？」

　そんな蓮見先輩を無視して、瀧浪先輩が顔を寄せてきた。

「静流はプールよね？　ウォータースライダー、一緒に滑れるわよ？」

　続けてはっと我に返った蓮見先輩まで詰め寄ってきた。

「海よね!?　人工的な夏より自然の太陽よっ」

「「どっち!?」」

　ふたりがそろって顔を寄せてくるもので、僕は体を仰け反らせた。

「瀧浪先輩には前に言ったけど、僕は山派なので」

「あんたね……」

　波風立てない答えがお気に召さなかった様子の蓮見先輩。

　一方、瀧浪先輩は、

「わたしは山でもいいけど、泳げる川があるといいわね」

「瀧浪さん、どうしても見せたいのね……」

「もちろんよ。家で見せられる蓮見さんとちがって、わたしはこういう機会でもないと見せられないもの」

「やってないわよ、そんなことっ」

　がーっ、と蓮見先輩。

　と、そこでチャイムが鳴った。壁掛け時計を見れば、時間は十二時二十分。普段なら四時間目の授業が終わり、昼休みがはじまる時間だ。この時間のチャイムを図書室で聞くのはなかなか新鮮だ。

「あ、ほら、昼ですから。続きは学食でやりましょう」

　僕も昼休みだ。今日図書室を開けることは今朝まで言わなかったせいで、弁当の用意がない。昼食をとるなら学食だ。

　そして、そこには部活動の休憩時間に食事をしにきた生徒もいるだろうから、さっきのような会話はできない。むしろ逆に静かになるにちがいない。

「本当ね。もうこんな時間」

「少し準備してから出ますので、先に廊ろう下かで待っててください」

「ん。わかった」

　そうしてふたりは図書室を出ていった。

　僕は毎度お馴染み『ただいま席を外しています。すぐに戻ります』の札を取り出した。たぶんすぐには戻らない。が、カウンターには金目のものはないし、そもそも利用する生徒もいない。午後一時には戻ってくる感じで食事をさせてもらうことにする。

　僕は札をカウンターの上に置くと、奏多先輩のところに向かった。

「奏多先輩、少し食事に行ってきます」

　声をかけると、いつものようにノートにシャープペンシルを走らせていた彼女が顔を上げた。眼光が鋭い。

「それはいいけど、お前、今日はさすがにうるさすぎるわ」

「う……」

　奏多先輩は普段あまり周囲の雑音は気にしない。その彼女にここまで言わせてしまったのだから、さすがに反省せねばならない。そりゃあ眼光も鋭くなる。

「あのふたりも奏多先輩しかいないから遠慮しなくていいと思ってるみたいで」

「まったく」

　奏多先輩はため息をひとつ。

　しかし、先ほどよりは表情がやわらかい。案外そういう見方をされるのもまんざらではないのかもしれない。

「ところで、奏多先輩も一緒に行きます？」

「プールに？」

「ちがいますよっ」

　僕は蓮見先輩ばりに慌てて否定した。

「食事ですよ、食事」

　もうふたりと一緒に行くことが既定路線になりかけているところに、何で奏多先輩まで抱え込まねばならないのか。

「そうね。私はあのふたりほど見ていて楽しくないものね」

「いや、そういう問題じゃないですから」

　確かに蓮見先輩や瀧浪先輩ほどに恵まれたスタイルはしていないが、奏多先輩は奏多先輩で背が高くてすらりとしているので、けっこうなモデル体型なのだ。おそらく海やプールに行けば、いくらでも人目を引くだろう。

「私はいいわ。お前たちだけで行ってくればいい」

　食事の話に戻ったようだ。食べないらしい。

　ここでちゃんと食べないからうんぬんかんぬんと言えば、おそらく僕は命を落とすことになるだろう。自分で言うのはいいが、人には言われたくないのだ。

「じゃあ、そうさせてもらいます」

「ええ、ゆっくりしてきなさい」

　奏多先輩はやわらかく笑った。

　やはり美しい人だと思う。いつもこんなふうに微笑ほほえんでいればいいのに。

　だけど、今はそれ以上に彼女が誰かに似ている気がして、少し懐かしさを覚えた。
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　午後三時だった。

　イレギュラーな開室の、イレギュラーな閉室時間。

　チャイムは鳴らないが今日はこれで閉室することにする。この図書室とも二学期までしばしのお別れだ。

　蓮見先輩は食事の後一度ここに戻ってきたが、荷物を持ってすぐに帰っていった。奏多先輩も先ほど退室した。

　今ここにいるのは瀧浪先輩だけ。

　一緒に帰ろうと思って残ってもらったのだ。もちろん、彼女もこの時間まで快く待ってくれた。

「じゃあ、これを戻してくる」

　只今閉室作業中。

　僕はカウンターに瀧浪先輩を残し、配架図書を抱えて書架へと向かった。

　予あらかじめ図書を順番通りに並べておいたので、書架に戻しつつどんどん奥へと進んでいくことになる。そして、英米文学のところで最後の一冊を挿し込み、僕の手の中から本が消えた。

「さて、と──」

　僕は意識的にそう発音し、書架を見回した。

「おっと、『星を継ぐもの』発見」

　Ｊ・Ｐ・ホーガンの著書で、有名なＳＦミステリだ。

　ＳＦミステリはこの『星を継ぐもの』と、アイザック・アシモフの『鋼鉄都市』が代表作だと言えるが、個人的には『星を継ぐもの』のほうが好みだ。『鋼鉄都市』は社会主義国家の延長のような世界観で書かれていて、どうも暗い。一方、『星を継ぐもの』では出張感覚で月に行くので、夢があっていい。もちろん、どちらも名作であるのは間違いないが。

　ちょうどいいと思い、僕は『星を継ぐもの』を手に取った。階段状の踏み台に座り、ページをめくりはじめる。──そう、いつかの瀧浪先輩のように。

　すでに読んだ作品なので、好きなシーンを辿るように読み返していく。

　そうやって時間を潰していると、やがて人の気配がした。

「ちょっと静流、何をやってるの？」

　あまりにも帰りが遅いので瀧浪先輩が様子を見にきたのだ。

「呆れた。あなた、人を待たせておいて呑のん気きに本を──」

「遅いよ」

　僕はぱたんと本を閉じ、ひと言。

　それで瀧浪先輩はすべてを察したようだ。僕が彼女を待っていたことも、これがかつて彼女がやったことのトレースであることも。

　そして、何か話があるからこそ、僕がこんな行動に出たことも。

　瀧浪先輩は黙って僕の言葉を待つ。




「瀧浪先輩、好きです。僕の彼女になってください」




　その彼女に向かって、僕は真っ直ぐに気持ちをぶつけた。

　瀧浪先輩はかすかに目を丸くした。

「かたちだけならもうそうだとはわかってるんだ。でも、この前は最後の最後で僕がはぐらかしたから。ちゃんと言葉にしておきたかった」

　案外、前回は彼女から言われてしまったことを気にしているのかもしれないとも思う。

「だから、できれば返事も言葉でほしい」

「静流……」

　瀧浪先輩がようやく声を発した。

　そして、普段から姿勢がいいのに、さらに背筋を伸ばすと、

「ええ、答えはもちろん『はい』よ」

　と、はっきり返してくれた。

「よかった。ありがとう」

　僕はほっと胸を撫で下ろす。

　これで何かが変わるわけではなく、単なる儀式だ。それでも言葉にできてよかったと思う。

　僕たちは少しの間、静かに微笑みを交わしていたが、どうやら瀧浪先輩が急に恥ずかしくなってきたようだ。

「ほ、ほら、早く片づけて帰りましょ」

　慌てたように踵きびすを返した。

「あ、そうだ。瀧浪先輩」

　僕はその背中に呼びかける。

「なに？」




　そうして振り向いた彼女の唇に、僕は自分の唇を重ねた。




　瞬まばたき数回ほどの時間。

　それで顔を離した。




「え？　あ……」

　瀧浪先輩は信じられないといった顔のまま、指で自分の唇に触れる。

「ファーストキスは図書室がいいって言ってなかったっけ？」

「も、もぅ……」

　困ったように口を尖らせた。

「あなたって意外と走り出したらとまらないのね」
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「そりゃあこれくらいじゃないと瀧浪泪るい華かにはついていけないだろうしね」

　だからこれは覚悟の表れ。

　或あるいは、先制攻撃。

「そう。わかったわ。じゃあ、これからいやというほど振り回してあげるわ。後悔してももう遅いんだから」

　しかし、瀧浪先輩は堂々とそう宣言するのだった。

　まるで宣戦布告。

　開戦の合図。

　これが開戦の合図なら、先ほど僕がしたことは何だったのだろう？

　どうやらあれくらいは彼女にとって先制攻撃でも何でもなかったようだ。

　やはり真ま壁かべ静流は恋愛に向いていないと、僕は思った。
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　閑かん静せいな住宅街の入り口に、一軒のカフェが立っている。

　そこを経営するのは弓ゆみ月づき恭ゆき嗣つぐと、その妻の貴き理り華か（旧姓佐さ伯えき）──ま、要するにわたしとユキくんだ。

　それは夏のある日のこと。

　その日はいつにも増して店内は閑散としていた。

「暇ですねぇ」

　外はとても暑く、少しくらいうちに涼みにきてもよさそうなものなのにこの有り様。ここまで暑いと、そもそも外に出ようという気が起こらないのかもしれない。

「だからと言って、仕事中なのに私のところにきてていいの？」

　冷ややかにそう言ったのは只今の唯一のお客、壬み生ぶ奏かな多たさん。長い黒髪にちょっと冷たい感じの美人さんだ。

　袖のない黒のカットソーにテーパードパンツという恰かつ好こうは、とてもよく似合っていた。センスを感じる。

　その奏多さんはお店の最奥の、全面窓から遠い席に座っていた。ロールスクリーンを下ろしても尚、遠慮なく射し込んでくる夏の陽射しを嫌がったわけではなく、単にここがいつもの席なのだ。

「いいじゃないですか、話し相手になってください」

「私の都合は無視なのね」

　彼女はため息を吐つく。

　奏多さんの前にはホットのブレンドコーヒーのほかに、ノートとシャープペンシルがあった。さっきまで何やら書いていたみたいだけど、わたしがくると手を止め、ノートを閉じてしまった。気にせず続けてくれたらいいのに。

　と、そのときロールスクリーンの向こうに、通りを歩く人影がふたつ見えた。

　お店にきてくれるだろうかと、じっと様子を窺っていると、その人影が入り口の前に立った。直後、扉が開き、ドアベルが涼やかな音を奏でる。

　しかも、それは泪るい華かちゃんと紫し苑おんちゃんだった。

「いらっしゃいませー」

　ふたりはカウンター付近にわたしの姿がないのを見て取ると、店内を見回し──わたしを見つけた。手を振って合図をしてあげると、ふたりとも女子高生らしい弾けるような笑顔でこちらにやってくる。

　清せい楚そ系けい美人の泪華ちゃんは、スキニーなパンツにＴシャツ、頭にはキャップという、ちょっとボーイッシュな感じにまとめていた。どこかギャルっぽい紫苑ちゃんは、ゆったりしたトップスにワイドパンツ姿。

　こちらのふたりもよく似合っていた。

「あら、壬生さん」

　入り口からは見えなかったのか、テーブル席にいる奏多さんを見つけ、泪華ちゃんが声を上げた。

「えっと……一緒していい？」

「どうぞ」

　ここまできて別の席に座るのもおかしいと思ったのか、紫苑ちゃんが遠慮がちに聞き、奏多さんが了承した。

　奏多さんの向かいに紫苑ちゃんが座り、隣に泪華ちゃんが腰を下ろす。

「うわあ、なんか新鮮……」

　紫苑ちゃんが感嘆の声を上げた。

　確かに新鮮だ。泪華ちゃんと紫苑ちゃんはよくふたりでお店にきてくれるのだけど、奏多さんはいつもひとりだ。そして、この二組が一緒になったことはかつて一回だけ。そのときも最後まで泪華ちゃん、紫苑ちゃんはお店の奥にいる奏多さんに気づかないままだった。

　わたしは茜あかね台だい高校の美人さんそろい踏みな光景に満足しつつ、一度カウンターへと戻った。お冷やをふたつ用意し、再びテーブル席へ。

　と、そこであることに気がついた。

　紫苑ちゃんが着ているトップスの背中が大きくあいていたのだ。そこに橋を架けるみたいにしてリボンがついている。

「背中、きれいですね」

「ひゃあっ！」

　お冷やをテーブルに置いてから彼女の背中に触れてみると、紫苑ちゃんは飛び上がらんばかりに驚いた。いきなりだったからびっくりしたのか、それともちょっと敏感なのか、なかなか感度のいい反応だった。

「な、何するんですか!?　静しず流るにも触られたことないのに!?」

　こちらを振り返り、「触ったな!?」みたいな勢いで文句を言ってくる。触ってなぜ悪いか。

「いえ、きれいな背中だったのでつい」

　後ろが大胆にあいていて肌もきれいなのに、それを隠すような大きめのリボンがもったいないと思う。もしかしたら背中あきの服に挑戦したいけど恥ずかしいという葛藤の結果が、このリボン付きのトップスだったのかもしれない。

「やっぱり初めては静流くんに？」

「貴理華さん、言い方がいやらしい」

　横から泪華ちゃんが半眼で睨んできた。

「べ、別にそういうわけじゃないけど……」

　紫苑ちゃんが口ごもる。

　ははぁん。何で静流くんの名前が出てきたのかと思ったけど、さてはこの服を選んだのも彼に背中アピールをするためかな？

「もう見せたんですか？」

「まだです」

「どうしてです？」

「いや、まだ思い切れなくて。触りたいって言ってきたときに、あたしがちょっとでも躊躇ためらったら静流が傷つくだろうし」

「……」

　意外とものすごいところで覚悟をしようとしていた。

「貴理華さん、そろそろ注文を取ってくれます？」

　泪華ちゃんがにっこり笑って要求してくる。ちょっと怖い。静流くんとつき合っている彼女の前でする話ではなかったか。

「あ、はいはい。今日は何にしましょう？」

「常連客を相手にするラーメン屋じゃないんですから。……アイスコーヒーで」

「あたしも」
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　泪華ちゃんの後に紫苑ちゃんが続く。

「かしこまりました。ちょっと待っててくださいね。……あ、奏多さん、おかわりはどうです？」

「いえ、いいわ。まだ残ってる」

「そうですか」

　私はそう返事をしてカウンターに戻った。

「アイスコーヒーふたつね」

「わかりました」

　四六時中眠そうな顔のわたしの旦那様、ユキくんが答える。

　わたしは一度カウンター席に腰を下ろし、くるりとカウンターチェアごと回転した。泪華ちゃん、紫苑ちゃん、奏多さんが話をしている。奏多さんがあのテンションなので弾むような会話といった感じではない。いったいどんな話をしているのだろう？

「ねぇ、ユキくん」

　わたしはもう一度正面に向き直った。

「今日はもうお店、閉めよう」

「何を莫ば迦かなことを言ってるんですか」

　心底呆れたようなユキくん。

「えー、だって、みんなの話聞きたーい。お客もいないし、もう閉めてもよくない？」

「閉めたら彼女たちだって追い出すことになるでしょうが」

「あ、そっか」

　でも、そこは貸し切りの女子会ということでどうにかならないだろうか。飲みものやサンドウィッチを頼んでくれたら貸し切りにしても……って、ダメだろうなぁ。女子高生だし。

「お客さんがきたら戻ってきてくださいよ。……はい」

　そう言ってユキくんが用意してくれたのはアイスコーヒー。

　その数、みっつ。

「やったぁ。ユキくんのこういうところ好きだなぁ」

　どうやらお許しをいただけたみたい。

「そうでないと困ります。僕は君の夫ですからね」

「そだね」

　わたしはさっそくそれをトレイに載せ、女子高生たちの待つテーブルへと向かった。

「お待たせしました」

　まずは泪華ちゃんと紫苑ちゃんの前にアイスコーヒーのグラスを、ガムシロップを添えて置く。それからテーブルの真ん中にミルクの入ったミルクピッチャーを置いた。

　そうしてからわたしは隣のテーブル席に腰を下ろす。

　泪華ちゃんと紫苑ちゃんが「え……？」と、目を丸くしながらこちらを見た。

「あ、おかまいなく」

「いや、かまいますって」

　紫苑ちゃんが苦笑いする。

「まーまー、そう言わずに、わたしも聞かせてくださいよ。静流くんの話ですよね？」

「もう、強引だなぁ」

「じゃあ、まずは彼女である泪華ちゃんから。静流くんとはどうなんですか？　やっぱり夏休みはデートの予定がいっぱいなんですか？」

　強引でけっこう。恋する乙女の味方であるわたしはむりやり話を進めることにした。

「いっぱいってわけじゃなくて、その都度その都度次の予定を決めるって感じでしょうか。最低でも週一ではしたいですね」

「いいですね。夏休みを埋め尽くす勢いで行きましょう」

　初々しい高校生カップルなら、兎に角デート。デートを重ねて、お互いをよく知るのがいちばん。

　思い返せば、わたしとユキくんにはそれがほとんどなかった。何せいきなり同棲からはじまったのだから。毎日朝から晩まで顔を合わせていればデートをする必要がない。高校に上がると同時に親に内緒で男の子と同棲なんて稀有な体験だろう。学校でしか会えなくて、週末にデートという普通の高校生カップルにももちろん憧れるけど、わたしとユキくんはあれでよかったと思っている。

「やっぱり夏ですからプールか海にも行くんですか？」

「もちろんです。むしろメインイベントです」

「ですね」

　力強く言い切る泪華ちゃんの言葉に、わたしもうなずく。

　女の子の夏の勝負服と言えば、即すなわち水着だ。これなくして何が夏か。……因ちなみに、冬はサンタコスとナマ足ミニスカで。冬こそ足を出さねば。

「問題は静流が頑かたくなに行きたがらないことですね」

　泪華ちゃんはため息交じりにこぼす。

　なかなか苦労しているようだ。ややこしい言い方になるけど、『スペックの高い女の子を彼女にしてしまった男の子』を彼氏にもつ女の子の悲ひ哀あいというか。魅力の高さ故に男の子の腰が引けてしまっているので、見事に諸もろ刃はの剣なのである。

　とは言え、自分の彼女の水着姿が本気で見たくない男の子などいないので、静流くんもどこかで覚悟を決めることだろう。

「瀧浪さんも本当、力技っていうか、グイグイいくわよね」

「あら、悪い？　これほど女の魅力をダイレクトに伝えるシチュエーションもないと思うけど？」

　呆れたように言う紫苑ちゃんに、泪華ちゃんは挑戦的な口調で言い返す。

　わたしも泪華ちゃんに賛成だ。女の子の魅力を申し訳程度の布地でラッピング。男の子がタジタジになるくらいがいいのだ。

「言っておくけど、あたしも一緒に行くから。静流に変なことはさせないわよ」

「だから、どうして蓮見さんまでくるのよ!?」

「だって静流、瀧浪さんとふたりで行くのはいやそうだし」

　それで姉同伴？　これが平均的な普通の女の子だったらまだしも、スタイル抜群の紫苑ちゃんでは逆効果だろう。どうかしたら泪華ちゃんよりもよっぽど危険だ。まぁ、ただ、力の１号と力の２号が協力するわけだから、静流くんは確実にプールに連行されていくことだろう。

「なら私も行こうかしら」

「「え？」」

　それまで黙っていた奏多さんがいきなりぽつりと言い、泪華ちゃんと紫苑ちゃんがぐりんと彼女へ顔を向けた。

　あ、これは静流くんが一目散に逃げ出すやつだ。

　奏多さんは泪華ちゃん、紫苑ちゃんに比べればスレンダーだけど、背が高い。水着姿もモデル並みに映えるだろう。

　そう言えば、奏多さんによく似たわたしの憎き仇敵も、黒のビキニにパレオ、サングラスという、いったいどこのモデルだみたいな姿でプールサイドに現れたのを思い出した。あんにゃろめ……。

　閑話休題それはさておき。

　ただ、泪華ちゃんと紫苑ちゃんだけなら、腰が引けている静流くんを強引に連れ出せたと思う。だけど、ここに奏多さんが加われば、きっと彼はなりふりかまわず逃亡するにちがいない。

　泪華ちゃんと紫苑ちゃんが見つめる中、奏多さんは優雅にコーヒーを飲む。

「冗談よ」

　そして、もったいつけるようにカップをソーサーの上に戻してから、ようやくそう告げたのだった。

「そ、そう。冗談なのね」

「な、なーんだ」

　泪華ちゃんと紫苑ちゃんは顔を引ひき攣つらせつつ、ほっと胸を撫で下ろした。どうやらスタイルでは勝っていても、奏多さんに何か得体の知れないものを感じたようだ。

「じゃあ、次はお姉さんの紫苑ちゃんで。最近姉弟としてどうですか？　夏休みはどんな感じで過ごす予定で？」

「え？　えーっと……姉弟としては、まぁ、普通かな？　わりと最初からすんなりやれてたし」

「そうなんですね」

　普通がいちばん。突然引き合わされた姉弟でも自然体でいられるなら、それがいちばんいいことだと思う。

　と、そのとき、奏多さんが口を開いた。

「誰か家出してなかったかしら？」

「あ、わたしもそう思った」

　泪華ちゃんも後に続く。

「み、壬生さんまで知ってるの!?」

　寝耳に水。紫苑ちゃんとしては、頭をぽかーんと叩かれたみたいな衝撃だったようだ。

「静流がことあるごとに相談にきたわ」

「わたしのところにも」

「あいつ……」

　紫苑ちゃんが憎々しげに、かすれた声でつぶやく。

「言っとくけど、蓮はす見みさんがいなくなったときなんか、かなり取り乱してたわよ」

「……」

　泪華ちゃんが重ねて言えば、彼女は押し黙ってしまった。

　どうやらこの感じだと、ひと悶もん着ちやくもふた悶着もあったようだ。

「まーまー、紆う余よ曲きよく折せつあったんだとしても、今はちゃんとやってるんですよね？」

「ええ、まぁ」

　なるほど。いま姉弟としてうまくやれているのは、それまでに静流くんの努力があったからのようだ。紫苑ちゃんが口のあたりをむにむに動かして何やらばつが悪そうなのは、それがわかったからなのだろう。もちろん、彼女のほうも、年の近い男の子と暮らすために気を遣っているところがあるにちがいない。

「それで、夏休みのご予定は？」

「え？　ああ、夏休み。夏休みね」

　紫苑ちゃんは慌てて返事をした。

「特にこれと言って予定はないですね。もともと家族旅行みたいなのはなくて、お父さんの実家に遊びにいくくらいなんだけど、まさか静流をつれて行くわけにもいかないし。まぁ、突発的に買いものにつき合ってもらおうかなって」

「そういうのもいいですね。仲のいい姉弟って感じで。周りから恋人同士だと思われたりして」

「い、いや、そんなまさか！」

　パタパタと手を振る。

「あら、嬉しそう」

「う、ううう、嬉しそうなんかじゃないわよっ」

　今度は斜め前から冷ややかな泪華ちゃんの指摘が飛んできて、慌てて否定した。

　確かに紫苑ちゃんは嬉しそうだった。顔が赤い。高くなった熱を下げるためか、お冷やの入ったグラスに手を伸ばす。

「あ、そうだ。静流くんにはもうお姉さんって呼ばれてるんですか？」

　以前お店にきたとき、紫苑ちゃんは静流くんのことを名前で呼んでいるけど、静流くんからはお姉さんらしい呼ばれ方はされていないと言っていた。関係が良好になった今、そのあたりも変わったのだろうか。

「まだですね。こういうのってすぐに変わらないんじゃないかなぁ」

　ちょっと諦めたような感じの紫苑ちゃん。

　やっぱり難しいのか。高校二年生と言えば、ある意味いちばん多感な時期だ。家族として受けとめることができただけで十分なのかもしれない。それに比べれば、呼び方なんて些さ末まつな問題だ。

「呼ばれるならどんなのがいいですか？　姉さん？　それとも、お姉ちゃん？」

「いや、お姉ちゃんって……子どもじゃないんだから」

　紫苑ちゃんは苦笑する。

「それもそうですね。じゃあ、紫苑さん、とか？」

「うーん、それはちょっと他人行儀かな？」

　む、なかなか注文が多いぞ。

「じゃあ、もういっそ呼び捨てですね。友達っぽい弟か、生意気な弟風に。紫苑って」

「ふぁっ!?」

　紫苑ちゃんは飛び上がりそうなほど驚いた。

「ダ、ダメですよ、そんなの!?　それこそ、こ、恋人みたいだし……」

　そして、真っ赤な顔で手を振り、わたわたと慌てる。……これまたわかりやすい反応だ。よっぽど静流くんと仲よくしたいのだろう。

「そんなことあるわけないでしょ。彼女であるわたしもまだなのに」

「いや、どう考えても姉弟が先じゃない」

　横から白けた調子で口をはさんできた泪華ちゃんに、紫苑ちゃんがむっとしながら言い返す。唐突にふたりの睨み合いがはじまった。

　このふたりも仲が悪いわけではないのだろうけど、どうも静流くんのことになるとお互い譲れないようだ。

　今さらだけど、わたしの旦那様にも異母妹がいるのだった。何か紫苑ちゃんや静流くんの参考になるかなと思ったけど、ちょっと事情がちがいそうだ。

　と、そのときだった。

「って……」

「ん？」

　睨み合いをしていたふたりが、不意に何かに気づいたように奏多さんを見た。

　その奏多さんは我関せずとばかりに、やはりコーヒーを飲んでいる。

「私と静流はもう四年になる」

「四年かぁ」

「先は長い」

　彼女の言葉を聞いたふたりが脱力したように背もたれに身を投げた。

　なるほど。想像するに、この中で奏多さんだけは名前で呼ばれているようだ。とは言え、彼女は知り合って四年目にしてそうなったとは言っていないので、泪華ちゃんも紫苑ちゃんももっと希望をもっていいのではないだろうか。

「じゃあ、最後に元カノ？　の奏多さ──」

「「それちがう！」」

　続けて奏多さんに話を振ろうとしたら、残るふたりに激しく突っ込まれてしまった。

　元カノではないらしい。では、彼女は静流くんにとってどういう人なのだろう？　未だそこはベールに包まれているところがある。

「えっと……改めて、奏多さん。やっぱり奏多さんも静流くんと夏休みの約束が？」

「特にないわ」

　何ともあっさりした返事だった。

「それでいいんですか？」

「かまわない。何かあれば呼ぶ」

「……」

　思っていた以上に横暴だった。そう言えば、彼女は静流くんのことを舎しや弟ていと言っていたか。とは言え、横暴なだけなら静流くんだって四年もつき合わないだろう。それこそ呼べば飛んでくるのかもしれない。

　そこに口をはさんできたのは瀧浪さんだった。

「あら、静流をつれて服を買いにいったりしないの？」

「今は十分な数がある」

　泪華ちゃんはどこかからかうような口調だったが、奏多さんは素っ気ない。

「服、ですか？」

「ええ。彼女、静流に服を選んでもらってるんですよ」

　泪華ちゃんは告げ口のようにわたしに言う。何だか楽しそうだ。聞くかぎりだと静流くんを取られている状況のはずなのに、彼女には余裕が見えた。

「じゃあ、静流くんのセンスを信じてるんですね」

「それもある。でも、私が静流の選んだ服を着るのは、静流を信頼し、心を許している証でもある」

　奏多さんらしい独特の理屈だ。

「じゃあ、やっぱり後で静流くんに着て見せてあげたりするんですか？」

　わたしがユキくんに服とかアクセとか、身につけるものを贈られたら、絶対に後で見せるだろう。

「する」

「ちょっとしたファッションショーですね。かわいいです」

　いったいどんな様子なのだろう？　選んでもらった服を着た奏多さんがウッキウキでくるりと回ってみせるなんてことはないだろうし、呼ばれて静流くんが待ち合わせ場所に行ったら、その服を着た奏多さんが待っているといった感じだろうか。

　と、そのときだった。

「あっ！」

　泪華ちゃんが店中に聞こえそうなくらいの声で叫んだ。

「壬生さん、確か静流に下着まで選んでもらってたわよね!?　ということは……」

「お前、やっと気づいたの？」

　今度は奏多さんがちょっと強気だった。その向かいでは少し遅れて状況を理解した紫苑ちゃんが、「あっ」と声を上げる。

　つまり奏多さんはあろうことか静流くんにインナーまで選ばせているようだ。そして、選んでもらったものを着てみせる以上、インナーとて例外ではない。これはもう専属の下着モデルと言っていいかもしれない。

「いったい奏多さんと静流くんってどういう関係なんですか？」

　例えばわたしがユキくんと同棲していた高校生のころ、すごく色っぽい下着を買って、奏多さんと同じことをしようと思ったらできただろう。怒られるのは目に見えているけど。ただし、それはわたしたちが恋人同士だからだ。でも、静流くんと奏多さんはそうではない。

「別に。ただの先輩と後輩。ただし、一時期は親よりも一緒に過ごす時間が長かった。そうしてやがて年ごろになって異性の体と性に興味をもつようになった。この先は言う必要はないわね」

「「せ……っ!?」」

　他人事のようにしれっととんでもないことを言う奏多さんに、絶句する泪華ちゃん、紫苑ちゃん。

　程なくして泪華ちゃんが先に立て直した。気を取り直すようにコホンと咳払い。

「ねぇ、壬生さん？　さすがに冗談よね？」

　そう確かめるように問いかける声はかすかに上ずっている。

「さぁ？」

「否定してよ！」

　涙目になった泪華ちゃんの悲ひ愴そうな声が店内に響いた。そんな彼女を見て、奏多さんがくつくつと笑う。

「気になるなら静流に聞いてみればいい」

「話すかしら？」

「話すわ。静流はもう私の舎弟ではなく、瀧浪の彼氏なのだから」

　そう言って奏多さんは、今度は一転、やわらかく微笑ほほえんだ。

　泪華ちゃんは腕を組みながら「うーん」と考え込み、紫苑ちゃんは口から魂を吐き出した放心状態で、ふたりは奏多さんを見ていない。見ていたのはわたしだけ。

　ああ──と、わたしは思った。

　ようやくわかったのだ。奏多さんの役割が。




　泪華ちゃんは恋人。

　紫苑ちゃんはお姉さん。




　では、奏多さんは？




　わたしが彼女を見ていて思い浮かんだ言葉──。

　それは『母親』だった。




　奏多さんはずっとそばで静流くんを見守っていた。

　そして、泪華ちゃんに託したのだ。

　彼女自身が静流くんとともにあり続けるという選択はなかったのだろうか？

　それは奏多さんにしかわからない。

　だから、わたしは彼女の選択を尊重しようと思う。

　不意にドアベルが鳴った。

「いらっしゃいませ」

　続くユキくんの声。お客さんがきたようだ。

「じゃあ、わたしは戻りますね。楽しいお話をありがとうございました」

「あ、いえ、こちらこそありがとうございました」

　答えたのは息を吹き返した紫苑ちゃんだ。

　わたしは三人に手を振り、テーブルを離れた。

「いらっしゃいませー」

　そうして新しいお客さんに応対。

　一段落してから改めて彼女たちに目をやれば──泪華ちゃんと紫苑ちゃんが額をくっつけるようにして睨み合いをし、その横で奏多さんがまた何か爆弾発言でもしたのか、ふたりがぐりんと彼女へと顔を向けていた。

　楽しそうだ。

　それにしても静流くんは幸せだなぁ。素敵な恋人がいて、優しいお姉さんがいて、それを見守る母親がいる。

　いったいどんな子だろう。

　早く誰かつれてきてくれないかな。






あとがき






　小説は完結して初めて作品として完結する──と、わたしは思っています。




　無事にまたお会いできましたね。九く曜ようです。

『放ほう課か後ごの図と書しよ室しつでお淑しとやかな彼かの女じよの譲ゆずれないラブコメ３』を手に取ってくださり、ありがとうございます。




　冒頭の文章ですが、もしかしたら覚えている方もおられるかもしれませんね。拙せつ著ちよ『佐さ伯えきさんと、ひとつ屋や根ねの下した　I'll have Sherbet!』の最終巻のあとがきでも同じことを書きました。

　座右の銘というほどのものでもないのですが、わたしの小説に対する考え方です。




　さて、この『放課後の図書室でお淑やかな彼女の譲れないラブコメ』も最終巻です。昨今のライトノベル界かい隈わいの事情に照らし合わせると、少しばかり邪推をされそうですね。

　誤解のないように言っておくと、本作は最初から三巻で完結させる予定でした。

　仮に長期のプロットを組み、長い物語を書きはじめたとしても、今のわたしでは最後まで書き切ることなく終わりになりそうなので。あらすじに『完結』の二文字を入れて、短くてもきちんとシリーズを終わらせることが当面の方針です。

　壮大なお話を書くのは、もっと実績を積んでからにしたいと思います。




　実はその書きはじめる前の企画段階と皆様がここまでおつき合いくださった完成形では、大きな変更点がふたつありました。




　ひとつは、紫し苑おんが年下だったこと。

　性格は今とあまり変わらないのですけどね。名前はもっとかわいらしいものでした。ただそうするとヒロイン三人が、年上ふたりに年下ひとりとバランスが悪いので、もういっそヒロイン全員年上にしてしまえと、異母姉になったのです。

　バランスだけで言えば、泪るい華かを同級生にして、年上、同い年、年下と、散らしてしまう案もあったはずなのですが、今となってはなぜ却下したのか覚えていないです。単純にわたしが年上ヒロイン好きだから、メインヒロインの年上設定は譲れなかったのかもしれません。




　もうひとつは、当初静しず流るは最後に奏かな多たを選ぶ予定だったこと。

　メインヒロインを泪華であるかのように進めておいて、最後はジョーカー的な奏多が搔かっ攫さらっていくという展開にしたかったのですが、これをやるには作家としての力量がかなり必要なんですよね。説得力と言い換えてもいいかもしれません。

　たぶんそういうストーリーを書くだけなら簡単でしょう。本当に書けばいいのですから。でも、そこには読んだ皆さんの「やっぱりここに落ち着くよね」という納得が伴わなくてはいけません。もしくは、「言われてみれば、確かにこの選択でもおかしくない」という読み返してみての発見ですね。

　それを考えたとき、果たして読者を納得させられるかどうか……と悩ましいところなので、この案は却下しました。

　でも、いつかは書いてみたいので、これまたもっと経験を積み、力をつけたら挑戦してみたいと思います。




　ジョーカーと言えば、佐伯さんこと弓ゆみ月づき貴き理り華かも、ある意味ではジョーカーではないでしょうか。

　せっかく『佐伯さんと、ひとつ屋根の下』でお世話になったフライ先生に再びイラストを担当していただけるということで、それならば佐伯さんを出さない手はないだろうと考えて彼女に登場していただきました。幸いにして、むりなく登場させられる設定もありましたし。

　佐伯さん、強いですね（笑）。

　大人になって歳相応に落ち着いたようですが、『恋する乙女おとめの味方』を自称し、恋に悩む乙女の話を聞いてあげたり煽あおったりもしているようです。

　いったい今、何歳なのでしょうね？　見た目がまったく変わっていませんが、それに関しては再び絵にしていただくにあたり、わたしが何も指定しなかったからです。まぁ、佐伯さんならあと数年は変わらないだろう、と（笑）。




　佐伯さんを知らない方にやさしくない話をしてしまいました。未読の方はぜひ『佐伯さんと、ひとつ屋根の下』を手に取ってみてください。女子高生だったころの佐伯さんがどんな女の子だったか。それがよくわかりますよ。




　本作では実在する街を舞台にして、いくつか具体的な施設や駅の名前を出しました。これもラブコメ界隈の昨今の流行かと思ったので。

　好きなんですよね。神戸の地下鉄の沿線や学がく園えん都と市しという街が。

『佐伯さん』のときからモデルにしていて、わかる人はちゃんとわかっていたようです。ただ、半分くらいは架空の景け色しきなので、まだまだ描写と下調べが甘いなと思いました。実際に神戸に住んでいる人たちの頭にその風景が浮かび、「ああ、あそこか！」と言ってもらえるくらいでないと。

　このあたりも今後の課題ですね。




　それだけではありません。今作はネット出身の作家であるわたしの初めての書き下ろし作品ということで、いろいろと実力不足が露呈したと思っています。

　課題山積。次の作品までにひとつでも多くの課題をクリアし、皆様によい作品をお届けできるようにしたいです。




　では、最後に謝辞です。

　まずは担当編集の佐さ々さ木き様。いつものように手を焼かせたにも拘かかわらず、ここまで面倒を見てくださり、ありがとうございました。手の焼かせ具合も、少しはましになったと思うのですが……。

　次にフライ先生。新シリーズ、最後までおつき合いくださり、ありがとうございました。また一緒にお仕事ができることを願っております。そのときにはわたしも、今以上にフライ先生の絵を添えてもらえるに相応ふさわしい作家になっていたいものです。

　そして、校正さんやデザイナーさんなど、本作の刊行に力を貸してくださった方々に心よりお礼を申し上げます。

　最後に、今これを読んでくださっている皆様、本当にありがとうございます。

　では、また次の作品でお会いできることを願って。


二○二一年一一月　九曜
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